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第一章　フレームギア







「んう…………？」

　朝、まどろみの中で目を開くと正面にぼんやりと女の子の顔が見えた。差し込む朝日の中、すやすやと気持ちよさそうに寝ね息いきを立てて、僕ぼくの横で眠ねむりについている。

「……なんだユミナか……」

　婚こん約やく者しやである少女の顔に安あん堵どしてまた目を閉じる。

　身をよじると彼かの女じよが手を伸のばして抱だきついてきた。僕もそれに抵てい抗こうすることなく彼女を抱きしめる。柔やわらかくていい匂においだ。なぜか落ち着く。ちょっとだけ強くぎゅうっと抱きしめると、「ん……」と可愛かわいい声を漏もらした。これはいい。いつまでも抱きしめていたいな………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ちょっと待て。




　なんでユミナがここにいるんだ？　昨日、僕は確か一人で就しゆう寝しんしたはずだ。っていうか、一人でしか寝ねたことがないぞ！

　みんなにはそれぞれの自室があるし、僕は誰だれとも「そういうこと」をしちゃいない！　一気にぶわっと汗あせが出て、夢の世界から覚かく醒せいした。

「ふぉわぁあああぁぁああぁぁっ!?」

　ベッドから跳はね起おき、そのはずみで床ゆかに落ちる。後頭部から落ちたが、痛みよりも驚おどろきの方が優まさっていて、あまり痛さを感じなかった。

「う……ん……？　あ、冬とう夜やさん……おはようございます……」

　眠そうな目をこすりながら、ユミナがベッドの上で身を起こす。シルクの可愛いパジャマがよく似合っていた。この姿もまた可愛い。じゃなくて！

「なっ、なんでユミナがここにいるんだ!?」

「あら、夫ふう婦ふが同じベッドで眠るのはおかしいことじゃないですよ？　最近冬夜さん、国のことばかりで私にかまってくれないんですもの、これぐらいはしてもらわないと」

　にこにこと笑いながらそんなことを言ってくる。こないだみんなでデートしたでしょうが！

　あまり心臓に悪いことはしないでほしい。あと、まだ夫婦ではないから。

　十二……あ、もう十三だったか。十三歳さいの女の子と同どう衾きんなんて、元いた世界ならなんて言われることやら。なにもしてないのに。

「じゃあ、前からの約束通り今日はベルファストのお城へ行きましょうね。支し度たくしてきます」

　そう言ってベッドから下りると、床に座すわり込こんでいる僕の方へ歩み寄り、屈かがんでちゅっと軽いキスをユミナにされてしまった。え!?

　いきなりのことで驚いている間に、ユミナはそそくさと部屋を出て行ってしまう。素す早ばやい。

　……訂てい正せいしよう。なにもしてないわけじゃない。










　久しぶりにベルファストの城へ来た。以前と違ちがうのは、警備の騎き士したちが跪ひざまずいて挨あい拶さつをしてくれることだろうか。そんなことをしてくれなくてもいいのだが、そういう『決まり』らしいので口を挟はさめない。

　公国の王様になって数すうヶか月げつ経たったが、そんなにすぐに自分の立場に慣れるはずもなく、未いまだに落ち着かない気持ちになる。

　城内奥おくの部屋に入ると、ゆったりとしたソファーにユエル王おう妃ひ様が腰こし掛かけていた。ずいぶんとお腹なかが大きくなったんだなあ。八ヶ月過ぎだっけ？

「いらっしゃい、ユミナ、冬夜さん」

「ご機き嫌げんはいかがですか、お母様。どこか不調なところはありませんか？」

　ユミナがユエル王妃に近づき、お腹に触さわらせてもらう。もう一、二ヶ月も経つと生まれるのか。なんか不思議な感じだ。生命の神秘というかなんというか。

「ところで王様は？」

　キョロキョロと辺りを見回すが見当たらない。今日僕らが来ることは前もって知らせておいたはずだけど。

「あの人なら野球場の方ですわ」

「野球場？」

「西区の城じよう壁へきの一部を壊こわして広げまして。そこを整地して作ってしまったんです」

　笑いながらユエル王妃が説明する。作っちゃったのか、野球場……。

　なんというか、あの行動力は見習いたい気もする。名目は市民たちに野球を観戦させて、日々の楽しみにさせようということらしいが、実際は自分が楽しみたいだけだと見た。

　とりあえずどんなものか興味があったので、ユミナを残して【ゲート】で現地へ転移してみると、前にはなかった場所にそれなりに立派な球場が出来上がっていた。

「本格的だな、こりゃあ……」

　中に入ってみると、なんか国王陛下と選手たちがピッチャーマウンドに集まって話しあっている。なんだ？

「おおっ、冬夜殿どの、いいところに！　ちょっと聞いてくれ！」

「いったいなにがあったんです？」

　目ざとく僕を見つけた国王が手招きで早く来いと急せかす。なんなんだいったい。

「バウンドしてからホームランゾーンに入った場合、これはホームランなのか？」

「はあ？」

　なんじゃそりゃ？　バウンドしてからホームラン？

　急にそんなこと言われてもさ。正直、野球なんて小学生のとき草野球でやったぐらいだし、そんなに詳くわしくないのに。スマホを取り出し、ネットでルールを検けん索さくする。

「えーっと、ちょっと待って下さいよ。野球ルール……バウンド……ホームランっと……えーっと……ああ、あったあった。エンタイトルツーベースですね」

「えんたいとるつうべえす？」

「二に塁るい打だってことです」

「そうか！　よし、試合再開だ！」

　ええ？　それだけかい！　なにごともなかったように試合が再開された。

　僕は国王陛下と一いつ緒しよにベンチに下がり、試合を見守る。

「しかし、えらい熱の入れようですね」

「来週リーフリース皇国との試合があるのでな。気合も入ろうというものよ」

　そんなことまでしてたのか。まさかもう国際交流試合が組まれていようとは。ますますもって、もう僕の手からは離はなれていってるなあ。こうなってくると大衆の娯ご楽らくとして根付くことを願うばかりだ。

「ユエル王妃様、元気そうで良かったですね」

「うむ。腹の子もすくすくと育っているようだ。あとは無事に生まれて来るのを願うばかりだな。はじめは女なら冬夜殿にユミナの婿むこ入いりをしてもらえるとか考えていたが、こうなると男でもいいな。一緒にキャッチボールをしてみたい」

　親子でキャッチボールか。いいかもしれないな。父親が見る夢のひとつかもしれない。あとは成人したら一緒に酒を飲むとかか。

　……僕は父さんにそれを味わわせてあげることができなかったな……。親不孝者だな、僕は。

「しかしあれだな、ウチのチームは守備に不安がある。向こうにはものすごく飛ばす奴やつが揃そろってるからな……」

「打たせて取る、って戦法もホームランを打たれたらそれまでですからね。変化球とかで抑おさえるしかないんじゃないですか？」

「へんかきゅう？」

　キランと王様の目が光った。やべ。余計なこと言った。

　しかしすでに時遅おそく、変化球のことを問とい詰つめられて吐はかせられるハメになった。魔ま法ほうの力を使わずにボールを変化させられることを。

　この世界の人でも、こういった身体能力での競技には魔法を使わないというルールがあるらしい。そのため魔法感知能力のあるアイテムとかを設置し、ズルが行われない用意もあった。だから魔法の力を使わずにボールを変化させられるなんて思ってもみなかったらしい。

　カーブ、シュート、フォーク、チェンジアップなど、それらの説明をする。国王陛下をはじめ、ピッチャーの人も疑わしい目をしてきたので、ネットで見つけた動画を空中投とう影えいし、それぞれの変化球を見せてやるとたちまち納なつ得とくしたようだった。

　当然、やり方を教えてくれと言われたが、僕はド素人しろうとである。とりあえず検索で調べたボールの握にぎり方や投げ方を説明して、あとは練習あるのみ！　と誤ご魔ま化かした。

　こんな教え方でもこっちの人たちは投げられるようになりそうで怖こわい。一応フェアじゃないので、あとで皇国の方にも変化球のことを教えないといけないかなあ。










　ベルファストの城からユミナと戻もどってくると、どこからか紅こう玉ぎよくが羽ばたいて来て、僕の肩かたに止まった。

『主、先ほど斥せつ候こうの一羽から知らせがきたのですが……』

「お、なんか見つけたか？」

『それが判断できないのだそうで。奇き妙みような材質でできた真っ黒い四し角かく錐すいだそうですが』

　四角錐？　ピラミッドみたいなものか。真っ黒い材質ってのが気になるな。エルフラウ王国の氷穴にあったバビロンの転送陣じんもそんな材質だった。これは当たりかもしれないぞ。

「それでその遺い跡せきはどこに？」

『ここより南南西の海に浮うかぶ小さな孤こ島とうです。位置的にはサンドラ王国の西に位置します』

　だいぶ遠いな。だけど行けない距きよ離りじゃない。いつものようにバビロンで行くか。【フライ】で行くこともできるが、みんなには不評だしな……。

　いつものメンバーに声をかける。バビロンのことに関しては、婚約者のみんなとリーンだけで動くことにしている。バビロンのことはまだ公おおやけにする気はない。フレイズが襲おそってくるまでは慎しん重ちようにいこうと思う。

　マップでピラミッド遺跡のある孤島の正確な位置を確かく認にんして、と。リーンがマップに映った島を覗のぞき込む。

「小さな島ね。この国よりもだいぶ小さいんじゃないかしら」

「人とか住んでるのかな」

「さあね。少なくともこっちの国とかと国交はないでしょうよ。こんな島聞いたこともないし」

　こんな島にあったんじゃ、情報なんて集まるわけがない。空を飛べる鳥の召しよう喚かん獣じゆうだからこそ、見つかったってことか。

「よっつめのバビロンか。さて『格納庫』か『蔵くら』ならいいんだが」

「『図書館』でもいいわよ。むしろそっちの方がありがたいわ」

「拙せつ者しやは『塔とう』じゃないかと思うでごさるよ」

「わ、私は『研究所』じゃ、ないかと……」

「じゃあ、あたしは『城壁』に賭かけるわ」

　賭けの対象にするなや。まだバビロンの遺跡かどうかもわからないんだからさ。

　さて、出発するか。どうか『格納庫』か『蔵』でありますように。







　　　　　◇　◇　◇







　その島はまさに絶海の孤島とも言うべき存在だった。バビロンで空から確認するとよくわかる。

　検索してみたが、人は住んでないようだ。完全な無人島か。とりあえず空からわかる開けた砂すな浜はまに転移する。この島を見つけた召喚獣の鳥がこちらへ飛んできた。でかいな。鶴つるみたいな鳥だけど、羽が薄うすいエメラルドグリーンだ。

『ここからまっすぐ行った森の中にその遺跡はあるようです』

　肩に止まった紅玉が僕にそう伝えてきた。まっすぐったって完全なジャングルなんですが。まあ、そんな大きな島でもないからすぐに見つかると思うけど。

「しかし本当に誰も住んでいないんでござるか？」

「検索した限りではね。少なくとも人間はいない」

　ジャングルの邪じや魔まな枝葉を刀で切り飛ばしながら、八や重えが先頭を進む。人間がいないということは、それだけ他の動物や魔ま獣じゆうが多くのさばっているのかもしれない。注意して進もう。と、思った矢先に八重が後ろの僕らに手をかざし、進行を止める。

「……さっそくなんか変なのが来たようでござるよ」

　そう言って八重が刀を構えた。それに呼応してみんなが戦せん闘とう態勢へと移行し、それぞれの武器を手に辺りに注意を向ける。……いや、ポーラ、お前は戦わないでいいから。

　シャドーボクシングをはじめたクマのぬいぐるみを呆あきれ顔がおで見ていると、正面のジャングルになにやら気配を感じた。

　のそりと茂しげみから現れたのは犀さいのような魔獣だった。いや犀というかなんというか角が三つある。あれだ、トリケラトプスみたいだ。額のところから二つ、鼻はな面づらに一つ。アルマジロみたいな堅かたそうな皮ひ膚ふと大きな四つ足。そして明らかにこちらに敵意を向けている真っ赤な眼光と荒あらい鼻息。

　ダッ！　と猛もうスピードで僕らに向けてダッシュしてくる角犀。

　迎むかえ撃うとうと僕がブリュンヒルドを構えるよりも早く、隣となりにいたユミナのコルトＭ１８６０アーミーが火を噴ふいた。

　狙ねらいたがわず犀の右目を弾だん丸がんが貫つらぬき、突とつ進しんの勢いが弱まったところへ、今度はリンゼの魔法が発動する。

「【氷よ絡からめ、氷結の呪じゆ縛ばく、アイスバインド】」

　犀の足あし下もとが凍こおり付つき、その動きを止める。それでも力ちから尽ずくで氷を破壊しようとした犀の足を、懐ふところに飛び込んだルーの双そう剣けんが切きり裂さく。

　続けて正面に迫せまったエルゼの拳こぶしが犀の鼻面に炸さく裂れつし、とどめとばかりに抜ぬきはなった八重の「透とお花か」が、一気に犀の首を切り落とした。

「うおう……」

　あっと言う間にカタがついてしまった。なにその連れん携けいプレー。

「大した魔獣ではなかったでござるな」

「ランク緑って、とこ、でしょうか」

「どうかしら。フレイズの武器だからこうだけど、普ふ通つうの武器なら手こずるんじゃない？　ランク青はあると思うけど」

「確かにこの皮膚、すごく堅そうですわ」

「素材として何かに使えるかもしれませんね」

　みんなはワイワイと賑にぎやかに犀の死体を武器でつついたりしている。出る幕が無かったなあ、僕……。

「鎧よろい犀さいに似ているけど……この魔獣は見たことがないわね。新種かしら」

　リーンがそんなことを言いながら、僕に【ストレージ】に収納するように言ってきた。なんでもあとで調べるんだと。

　しかしそのあと、さらに森の中を進むと双そう頭とうの大だい蛇じやや六つ足の巨きよ狼ろう、異常に手足の長い猿さるなどが現れた。どれもこれも僕以外のみんなが倒たおしてしまったが、リーンが言うには倒した魔獣全てが見たこともない新種らしかった。

　似ている魔獣はいるらしいがやはり違うらしく、この島特有の固有種なのではないかとのこと。あれだな、ガラパゴス諸島なんかと同じようなもんなのかな。

　大陸と隔かく絶ぜつされた土地のため、独自の進化を遂とげた固有種が多く存在する島になってしまったのかもしれない。さっき倒した魔獣も貴重な存在だったのかもしれないが、この世界では魔獣の種の保存というのはあまり重要視されてないみたいだ。まあ、自分の命がかかっていたら、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆとか関係ないか。

　琥こ珀はくたちが睨にらみを効かせているからか、獣けものや鳥、爬は虫ちゆう類るいなどは近寄ってこないが、魔獣には効果はないようだった。

　その後、何回か襲しゆう撃げきを受けたが、全部エルゼたちが片付けていった。うん、頼たのもしいんだけどさ、なんかほっとかれてるみたいでちょっとさみしい……。

「お」

　やがて僕らはジャングルの中でも少し開けた場所に出た。そこには黒光りするピラミッドが僕らを待ち構えていたかのように設置されていたのである。

　大きさは底辺が十メートル四方に高さは八メートルほどか。長い年月放置されていたためか蔦つたなどが蔓延はびこってはいたが、本体自体はなんの損傷もないようだった。

「相変わらず入り口がわからないな……」

　ぐるりと周囲を回ってみたが、蔦が邪魔でよくわからない。面めん倒どうだ、焼いてしまおう。

「【炎ほのおよ来たれ、渦うず巻まく螺ら旋せん、ファイアストーム】」

　炎の渦うずがピラミッドを包み込み、火柱が立つ。他の木々に燃え移らないようきちんとコントロールしているから問題はない。あっという間に蔦は燃もえ尽つきて消し炭となり、黒光りする遺跡だけがそこに残された。

　よくよく見ると表面にうっすらと継つぎ目めのような溝みぞがある。確認しようとひょいと手をのばしてみた。

「あっちぃ！」

　熱っつ！　まだ冷えてなかった！　手を見ると火傷やけどまではしなかったようだけど、かなり熱かった。くそう、冷やすの忘れてた。

　水魔法でピラミッドの上から冷水をぶっかけると、盛大な水蒸気をあげて急速に冷えていく。

　え、ちょっと待って。こんなに熱かったのか？　よく火傷しなかったな、自分……。そういや熱かったのは熱かったけど、皮膚はなんともないな。赤くなるかと思ったけど。

　ひょっとして神様の言っていた神界の要素を取り込んでいるせいなんだろうか。

　……まあ、いいか。困っているわけじゃないし。

　温度差でヒビとか入ってないかと思ったがなんともなさそうだ。あらためて冷えたピラミッドの表面を確認してみると、溝は肩の高さに一周するように彫ほられていて、四方の正面、その一部分だけ幅はばが広くなっている。ちょうど手が入るくらいの幅だ。

　あれだ、ローマにある「真実の口」みたいな感じ。手を入れろってことだろうか。

　 ……手を入れてちょん切られたりはしないよね？

　とりあえず右手を差し込んでみると、なにかに反応したのか溝の部分が緑色に光り、目の前のピラミッドの一部が上に可動して扉とびららしきものが現れた。らしきもの、というのはドアノブのようなものがなにもなく、単なるレリーフが刻まれた壁かべにも見えるからだ。

「前の時と同じか？」

　僕はその壁に手を伸ばす。やはり抵抗なく、するりと壁の向こう側へ抜けることができた。薄うすぼんやりとした空間の中に、腰こしほどの高さの柱が六本、魔ま法ほう陣じんを中心にぐるりと取り囲んでいる。間ま違ちがいない。バビロンの転送陣だ。

《見つけた。これから転移する》

《わかりました。お気をつけて》

　外の琥珀たちに連れん絡らくしてから、柱を一本ずつ起動させていく。

　最後に中心の転送陣に無属性の魔ま力りよくを注ぎ込むと、まばゆい光の渦が僕を包み込んで、転送が始まった。










　光がおさまるとそこは見慣れたバビロンの風景だった。

　青い空と漂ただよう雲海、茂る木々に緑の芝しば生ふ。水路に清せい涼りような水が流れ、太陽の輝かがやきがそれにキラキラと反射する。

　辺りを見回すと右手の方に黒い建物が見えた。ずいぶんと長いな。学校の校舎のような建物にも見える。このバビロンの島自体が長いのか？

　近寄ってもっとよく見てみようと思い、足を踏ふみ出だそうとしたとき、横の茂みから何者かが飛び出してきた。

「とあ――――――――――ッ!!」

　手に持った金属の棒を僕めがけて振ふり下おろしてくる。危な!?

　幸い大した勢いではなかったので、ひょいと避さけると、その棒の先が地面を大きく抉えぐる。よくよく見てみるとそれは巨きよ大だいなパイプレンチのようなものだった。いや、危ないだろ、それ！

「よく躱かわしたナ。オレの必殺の一いち撃げきを躱したのはお前が初めてだゼ」

　振り下ろしたパイプレンチを地面に突つき刺さしながら、その襲しゆう撃げき者しやはニヤリと笑う。赤毛のロングで、ボサボサの髪かみ。釣つり上あがったアーモンド形の目と不敵な笑えみは猫ねこ科の動物を思い起こさせた。

「まあ、お前しかここに来たことがないがナ！」

　そう言ってカラカラと笑う。おそらくこの子がこのバビロンの管理者なんだろう。男の子っぽい口調だが、身につけているものはシェスカたちと出会ったときと同じような服で、スカートだし。

　……しかし、ちんまいな……。

　やたらと背が低い。レネよりちょっと高いくらいか？　バビロンの管理者の中ではロゼッタが一番低かったが、それ以下だな。

「……えーっと、君は？」

「オレはフレドモニカ。モニカって呼べ！　このバビロンの管理者だ！　お前は？」

「あ、望もち月づき冬夜。えーっと『庭園』、『工こう房ぼう』、『錬れん金きん棟とう』のマスター……なのかな？」

「『庭園』……シェスカたちか。なるほど、すでに複数のバビロンを手にしているってわけだナ。ならその実力、見せてもらうゼ！」

　パイプレンチを握り直し、再びモニカが襲いかかってきた！　なんだ、この子!?　乱暴者にもほどがあるだろ！

「【スリップ】」

「ふぎゃん！」

　両足を滑すべらせ、まるでバックドロップでも受けたかのように、盛大にモニカが後方へ転てん倒とうする。あ、パンツ見えた。

　ばばっ、とモニカは起き上がり、スカートを押さえつける。

「み、見たナ？」

「え？　あー……黒はまだ早いんじゃないかな」

　言ってから気付いたが、この子もシェスカと同じ仲間なら五千年近く生きてるんだっけ。なら、早くもない……のか？

　モニカはスカートを押さえた状態で座ったまま、顔を真っ赤にさせている。おや？

　今までのバビロン管理者ならエロい方向にいくような流れなのに、なにこの反応。なんか怖いんですけど。

「…………ってやる……ゼ……」

「え？」

「記き憶おくを消してやるゼェ――――――ッ!!」

　モニカが泣きながらパイプレンチをぶん回して、こちらへ突とつ撃げきしてきた。うおお、危なーッ!?

「【シールド】ッ！」

「ガフッ!?」

　目の前に不可視の障しよう壁へきを作り、進しん撃げきを阻はばむ。正面からぶつかったモニカは反動でひっくり返り、先ほどと同じようにバックドロップを受けたような、お尻しりを天に向けた体勢で固まっていた。当然、スカートは完全に捲まくれてしまっており、パンツ丸出しである。サイドストリングの、レースが入ったかなりアダルティな黒い下着だった。

　やがてバタッと足を地面に投げ出し、仰あお向むけのまま、大の字になる。あの、パンツ見えっぱなしなんですけど……。

「ちくしょうッ！　オレの負けだ！」

　泣きながら敗北宣言をしてきた。ちょ、待って。なんかすごい罪悪感がする。はたから見たら子どものスカートを捲り上げて泣かせている人でなしじゃないか。

「お前を適合者として相応ふさわしいと認めてやる！　これより機体ナンバー28、個体名『フレドモニカ』は、お前に譲じよう渡とされるッ！」

　いや、泣きながら言われても。しばらくそのまま泣き続けていたが、やがて落ち着いたのか、倒れたまま僕のことを手招きした。

「起こしてくれ、マスター」

　手をつかんでモニカを起こす。するとそのまま僕の首にしがみついてきて、いきなり唇くちびるを奪うばわれた。

「むぐっ!?」

　やられた！　毎回油断したところを突かれている気がする。学習能力がないのか、僕は！

　唇を離し、顔を赤らめながらもモニカがニヤリと笑う。

「登録完かん了りよう。マスターの遺伝子を記憶したゼ。これより『格納庫』の所有者はマスターに移い譲じようされるからナ」

「『格納庫』!?」

　ここが『格納庫』か！　よっしゃあ！　ビンゴ！
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　モニカに案内された黒い建物の中に入ると、何よりもその広さに驚いた。どうなってるんだこれは？　あきらかに外観よりもはるかに広い。

『格納庫』の名の通り、中はまるで倉庫街のような造りになっており、左右にいくつもの頑がん丈じようそうな大きなシャッターが閉じた状態で並んでいた。しかしどこまであるんだ、これ。向こうの端はしが見えないぞ……。

「どうなってるんだ、これ？」

「驚いたろ？　『格納庫』の中は空間魔法が使われていて、見た目よりはるかに広いんだ。って言っても、全部のハンガーが埋うまっているわけじゃないからあまり意味がないけどナ」

　僕の【ストレージ】と同じようなもんか。【ストレージ】の場合は時間も止まるらしいけど。熱々のスープを入れて何時間経っても熱いまま取り出せるからな。系統で言えば空間魔法と時間魔法のいいとこ取り、時空魔法ってとこだ。

　しかしこれだけ広ければなんでも収納しておけるな。おっとそれよりも！

「そうだ！　フレームギア！　ここにフレームギアがあるんだろ!?」

「ん？　フレームギアか？　あるゼ、こっちだ」

　ちんまい歩ほ幅はばで歩くモニカの後をワクワクしながら追いかけていく。

　モニカはずらりと並ぶハンガーのひとつにたどり着くと、その横にあったボタンのようなものを背せ伸のびして押そうとしていたが、わずかに届かない。

　代わりに押してやろうと近付いたら、

「ッのやろ！」

　モニカが手にしていたパイプレンチでボタンを思い切りブッ叩たたいた。おぉおい!?　キレんの早すぎんだろ！

　完全にボタンが破は壊かいされたが、重いシャッターが、ガゴン、ガゴンとゆっくりと上へ開いていく。モニカがドヤ顔しているが、この後どうやって閉じるんだよ、コレ。

　薄暗い内部を覗いてみると、そこに巨大な騎士が立っていた。

　高さは十五メートルくらいか。灰色の機体色をした西洋の騎士。派手さはないが、頼たよれる武骨さが感じられる。重騎兵って感じのどっしりとした雰ふん囲い気きがなんとも力強い。

「これがフレームギアか……！」

「これは初期のフレームギアで旧型機だけどナ。五千年前、あのまま戦争が続いていたら量産される予定だったんだゼ」

　量産機か。確かに安定感がある機体な気もする。おそらくピーキーな設定をされていない、操作性を高めた機体なのだろう。誰でも動かしやすくなければ量産機の意味がないしな。

「これの他にもあるのか？」

「タイプ別に何機かあるゼ。指揮官用とか、高機動型とかナ。それの上位機体もあるんだが作られなかった。設計図は『蔵』に入ってるはずだゼ」

　落下したかもしれない『蔵』か。果たして無事に残っていることやら。落ちてないとしてもその設計図まで地上に落としてたら目も当てられないぞ。

「これ、乗れるかな？」

「乗るだけなら乗れるゼ？　まあ、動かないけどナ」

「……………………………………え？」

　ちょっと待て。動かない？　おいおいおいおい、ここまできて動かない!?　どういうことだよ!?

「…………なんで動かない？」

「燃料がねえから」

　あらまあ、シンプルな返事！　燃料、燃料か！　燃料がいるのか、こいつは！　なんとなくだが魔力とかで動くんだと思ってた。

「こいつの燃料ってなに？　ガソリン？」
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「ガソリン？　なんだそりゃ。こいつの燃料は『エーテルリキッド』だゼ」

「エーテルリキッド？」

「特とく殊しゆな加工を加えられたエーテル鉱石に魔力を加えて抽ちゆう出しゆつした燃料だ。ま、燃料っていうよりかは触しよく媒ばいなんだけどよ。そいつと搭とう乗じよう者しや本人の魔力を連動させて動かすわけだナ」

　エーテル鉱石。聞いたことないな。何か特殊な鉱石だろうか。どっちにしろその燃料がなければこいつは動かないってことか。ここまで来て、なんてこった。

「その燃料の作り方ってモニカはわかる？」

「わかんね。魔法畑じゃねえんだよ、オレ」

　うあー。結局でっかいロボットの置物を手に入れただけかー。がっくりと肩を落とす僕を見て、慌あわてたように彼女は口を開く。

「き、気を落とすなよ、マスター。フレームギア以外にもここにゃいろんなものがあるんだゼ。空飛ぶ小こ型がた艇ていとかフレームギア運うん搬ぱん用ようの自動馬車とか」

　運搬用の自動馬車？　自動車のことだろうか。一度僕も作ろうとしたけどやめてしまったが。ちょっと興味を引かれるな。あれ？　でもちょっと待てよ？

「ちなみにその乗り物の燃料は何？」

「…………エーテルリキッド……」

　ダメじゃん！　結局動かないじゃん！　くそう、あのエロ博士、なんで燃料満タンにしておかないかなあ！

　モニカに詳しい話を聞くと、時間とともにエーテルリキッドは魔力が消えて効果が薄れていってしまうんだそうだ。聞いた話から想像するに炭酸飲料みたいなものかな。一回蓋ふたを開けたら炭酸が抜けるような感じ。

　それでも充じゆう分ぶん何年も持つ物なんだそうだが、いかんせん五千年は長すぎた。

「誰かエーテルリキッドを作れる奴はいないのか？」

「あー……『研究所』の管理人なら作れると思うけど、オレ、アイツ苦手なんだよなあ」

　モニカが腕うでを組みながら眉まゆをしかめて首を捻ひねる。

　またそのパターンか……。今度は『研究所』を探さないといけないのかよ……。

「ああ、でもひょっとしたらフローラが知ってるかもしれねえナ」

「え？」

「『錬金棟』と『研究所』は密接な関係にあるからナ。持ちつ持たれつ、互たがいに必要な素材のやりとりもあったみたいだし。オレの『格納庫』とロゼッタの『工房』も同じようなもんだけど、アイツは『工房』から出てこねえからナ」

　確かに。ロゼッタなら何か作り始めたら『工房』にずっとこもってそうだ。

　とにかくフローラに聞いてみよう。なにか打開策が得られるかもしれない。

　僕ぼくはそう考えて、みんなを迎えるために【ゲート】を開いた。










「エーテルリキッドでスの？」

　小首を傾かしげてフローラが僕を見る。『錬金棟』は薬品や全く新しい素材を作り出すことに特化した設備だ。ここならエーテルリキッドなるものも作れると考えたのだが。

「できないことはないと思いまスの」

「よっしゃあ！」

「ただ、『研究所』の管理人が作るものより劣れつ化かしたものになると思いまスの。それでもよければ、でスが」

　多少劣化したって問題ないだろ。これでフレームギアを動かせるならそれぐらいなんてことはない。嬉うれしさのあまり踊おどり出したくなる僕に、フローラが冷水を浴びせる。

「それで、エーテル鉱石はありまスの？」

　え？　エーテル鉱石？　エルゼたちの方を見るとみんなして首を横に振った。

「エーテル鉱石なんて聞いたことないわ」

「珍めずらしい鉱石、なんでしょうか？」

　おいおい、またかよ……。なんでこうすんなりいかないかなあ……。

「エーテルリキッドはエーテル鉱石に刻印魔法の処理をしたあと、特殊な魔法液に浸ひたして、魔力反応させることで完成するんでスの。これくらいのエーテル鉱石があれば刻印を彫ることができるんでスけど」

　そう言って手でラグビーボールくらいの大きさを提示してくるフローラ。お湯の中にティーバッグを入れて紅茶を作るようなもんだろうか。いや、それ以前にエーテル鉱石ってもんがわからないのですが。

「エーテル鉱石とは様々な色をシた透とう明めい感のある鉱石で、魔力を増ぞう幅ふく、蓄ちく積せき、放出できる性質を持ってまス。五千年前にはそれなりに入手できたのでスが」

　シェスカが解説してくれるが、イマイチわからん。それを聞いていたリンゼがおずおずと手を上げた。ん？

「……あのう、それって『魔ま石せき』、じゃないですか？」

　魔石？　あ。あの属性を調べるときに使った小石か？　魔ま法ほう使つかいの杖つえなんかに装そう飾しよくされている宝石みたいなやつ。

　ごそごそと腰のポーチからリンゼがいくつかの小さな魔石を手のひらにのせて僕らに見せる。フローラが透明感のある色とりどりの一センチ未満の魔石をひとつつまみ上げ、太陽にかざす。

「間違いありませンの。これがエーテル鉱石でスの」

　なるほど、五千年の間に名めい称しようが変わっていただけなんだな。じゃあ、問題解決!?　 ……なのになんでバビロン関係者以外のみんなの顔が暗いの？

「どうしたの、みんな？」

「いや、だって……そんな大きな魔石、はっきり言って無いわよ？」

「え？」

「魔石は結構貴重なもの、なんです。これくらいの小さなかけらなら問題なく入手できますが、そんなに大きいものとなると……」

　確かに僕が見た中で一番大きな魔石はレネの持っていたペンダントにつけられていた風の魔石だ。執しつ事じのライムさんがクルミくらいの大きさの、あれでかなりの価値があるとか言ってたな。え？　ひょっとしてかなり手に入りにくい？

「ベルファスト王家の宝ほう物もつ殿でんにかなり大きな水の魔石がありますが、それでもこれくらいですね」

　ユミナが手でソフトボールくらいの大きさを示す。王家の持ち物でもその大きさなのか。

「ちなみにそれっていくらくらい……」

「さあ……値段なんかつけられないと思いますが」

　ダメだこりゃ。そんな高価なものを彫るとか無理だろ。しかも抽出したあとは絞しぼりカスってことだとすると、使い捨てってこと？　コストがかかり過ぎる！

　夢潰ついえる。そんな顔をしていた僕に、八重がなにか思いついたような顔で話しかけてきた。

「冬夜殿どのの検けん索さく魔ま法ほうで大きな魔石を見つけられないのでござるか？」

「え？」

　どうだろ。地下に埋まっているものまで検索できるのか？　あ、でも砂さ漠ばくに埋まっていた遺跡を見つけ出すことはできたな。とりあえずやってみるか。

「検索。えーっと三十センチ以上の大きさの魔石」

　空中に映し出した西方諸国のマップ上にいくつかのピンがストトトッと落ちた。……検索できたよ。あるもんだなあ。

　お、うちの国内にもあるじゃんか。ひとつだけだけど、これは助かる。やっぱり他国に埋まっているのを勝手に掘ほり出すのは気がひけるからなあ。

　よし、じゃあ次は魔石発はつ掘くつだな！　やるぞうー！




　………はぁー…………正直しんどい……。







　　　　　◇　◇　◇







「どーれ、それじゃあ掘りますかね」

　検けん索さく地点に立ち、腕まくりする。まあ、魔法で掘るんだけどさ。

　検索魔法でここに魔石があることはわかったんだけど、どれくらいの深さにあるのかそれがわからん。

「ともかく土を掘っていくしかないか」

　土魔法を使って穴を掘り始める。【フライ】で自分を浮かせ、掘った土を【レビテーション】で地上へと運ぶ。掘り進んでいくうちに硬かたい岩がん盤ばんにぶち当たったが、それも土魔法で砕くだいて突き進む。

　だいぶ掘ったと思うが、まだ何も出ない。ずいぶん深くなってきたな。地下水脈とかにぶち当たらなきゃいいけど。

　だんだん岩盤が変化してきた。なんかキラキラしたものが混じってきたので、掘るのをやめてちょっと確認してみる。赤色の透明な結けつ晶しようが石に混じっているのがわかった。これって魔石のかけらだよな。一、二ミリくらいのホント砂すな粒つぶみたいなものだけど。

　目的のものが近いのか？　ここらへんから慎重に掘った方がいいな。

　ゆっくりと土魔法を使って掘り進んでいくと、大きな赤い結晶が姿を現した。これか？

　それを傷つけないように、周りの土と岩を丁てい寧ねいに削けずって岩盤から引ひき剥はがしていく。少しずつ埋まっていた魔石の全ぜん貌ぼうが見えてきたが、思ったよりも大きいんじゃないか、これ？

　三十センチ以上って指定だったから大きなものも引っかかったんだろうけど。まあ、大きくて困ることはないから問題ないか。

【レビテーション】を使い、火の魔石をごっそりと取り外す。やっぱりデカイな。五十センチはオーバーしてるぞ。まるで大きな宝石のようだ。

　ん？　っていうかこの方法で宝石とか採さい掘くつすれば大おお儲もうけできるんじゃないか？

　でもこれって完全に僕の能力まかせだよなあ。国家経営は個人能力に頼りすぎてはならないって高こう坂さかさんも言ってたしな……。

　考えたくはないけど、こんなことで国が成り立ってももし僕が死んだらそれで終わりだ。なるべくならそういうことで儲けを出すのはやめた方がいい。

　今のところ国の発展とかも順調だし、個人で必要なときだけ稼かせがせてもらうことにしよう。

　フレームギアに使う鋼材もこうして見つけられたら便利なんだけどなあー。採掘から抽出、精製まで一人でやってられないし。

　しかし、これ売ったらものすごい値段で売れるんだろうな……。ちらっとそんな考えが浮かんだが、フレームギアの力は後々絶対に必要になってくる。そのときのために、これは使わなければならないと自分に言い聞かせて、掘った穴を埋うめ戻もどした。










「あらまあ、かなり大きいでスの」

『錬金棟』に持ち込んだ魔石を見て、フローラが目を丸くしていた。とりあえずこんなに大きくなくていいと言うので【モデリング】を使い、二つに分ける。一応、失敗したときの予備にとのことらしい。

　完成までひと月はかかるんだそうだ。ここからは手伝うこともないので、あとはフローラに任せることにして、僕は『格納庫』へと向かった。

　フレームギアが収められているガレージに行くとシャッターが開けっ放しになっていた。やっぱり壊こわれたまんまか。

　中に入ると相変わらず灰色の騎き士しは直立不動の状態で立っていた。

「およ？　マスターでありまスか？」

「ん？　マスターか？」

　後ろで声がしたので振り向くと、ロゼッタとモニカがそこにいた。ロゼッタはいつもの作業着姿だが、モニカはなんで迷めい彩さい服ふくなんだよ。サイズあってないし。

　おまけにその緑のベレー帽ぼうじゃどっかの国の特殊部隊かと思うぞ。相変わらずこの子たちのセンスはわからん。

「どうしたんだ、二人して？」

「五千年も経たっているから軽く整備しようと思ったでありまスよ。『格納庫』の中では腐ふ食しよくや劣れつ化かがしないように魔ま法ほう付ふ与よがされてはいるでありまスが、埃ほこりなどは溜たまるでありまスから」

「だから埃なんてねえって言ってるだろうが。ちゃんとオレが管理してたんだからナ」

　ロゼッタの言葉にモニカが口を尖とがらせる。パイプレンチでシャッターを開けるあたり、ちゃんと管理してたか怪あやしいもんだが。

　ロゼッタがフレームギアの周りを少し確かく認にんしてから、僕に声をかけてきた。

「起動させることはできないでありまスが、操縦席に座すわってみるでありまスか？」

「そうだな。乗ってみるか」

　僕の返事を受けて、ロゼッタがひょいひょいと足から膝ひざ、腰を足場にしてフレームギアに登っていく。そして胸のあたりに着くと、なにやらパネルのようなものに手をかざした。プシューと空気の抜けるような音がして、胸部のハッチが上下に開いた。おお。

　ロゼッタの真似まねをしてなんとか僕もコックピットまで登ると、モニカが壁かべ際ぎわに取り付けられていたクレーンのようなもので同じ高さまで上がってきた。そんなのあるならはじめから出せよ……。

　中を覗のぞき込むと革かわ張ばりのシートに左右に取り付けられた操そう縦じゆう桿かん、細かな計器類や映像盤ばんに、よくわからないスイッチやレバーがところ狭せましと並んでいた。レトロチックなコックピットだな。

　さっそく座ってみる。うん、悪くない座り心地ごこちだ。足元にフットレバーみたいなものがある。これで歩かせるんだろうか。

「操縦は基本的な動きを会え得とくすれば、あとは慣れでありまス。細かな補助や補正は搭乗者の思考を読み取って機体自身がするでありまスから、慣れれば子供でも動かすことができるのでありまスよ」

「つっても、基本は乗り手の思考や経験に左右されることが大きいから、歴戦の戦士ならより強く、そうでない奴やつはそれなりの動きしかできねえけどナ」

　なるほど。慣れれば慣れるほど生身の実力が活いかされるってわけか。ってことは、やはり乗り込むパイロット候補は騎士とか戦士とかの方がいいのかな。ロゼッタに聞いてみると、そこらへんは機体によるのだそうだ。魔法使いの方が向いている機体もあるらしいから、それぞれに特性を活かした操縦者を選べってことなのかな。

「早く動かしてみたいなあ。慣れるのだって時間がかかるだろうし」

　コックピットから出て、フレームギアから降りると、ロゼッタがくふくふと含ふくみ笑わらいをしながら近寄ってきた。

「こんなこともあろうかと！　実はこっそりと作っていたものがあるのでありまスよ！」

　大おお袈げ裟さな身み振ぶりで、びしぃっ！　とポーズを決めるロゼッタ。なんなの？

　あれか？　前からちょこちょこ隠かくれて作ってたやつか？

　ロゼッタに連れられて『工房』の方へ向かうと、そこには卵を横にしたような物体が二つ並んでいた。大きさは軽自動車くらい。色が白いので本当に卵のように見えるが、うっすらと継ぎ目が見えるので間違いなく人工物だな。

「これこそがフレームギア訓練用のシミュレーションシステム『フレームユニット』でありまスよ！」

　ババーン！　と派手なアクションで自分の作品をロゼッタが説明する。フレームユニット？　シミュレーションシステムっていうと、あれか、擬ぎ似じ的てきな体験ができるっていう……。

　ロゼッタが卵の側面に触ふれると少し尖とがった前面の方が上下に開き、そこから現れたのは先ほど搭とう乗じようしたフレームギアのコックピットだった。

「これ、動くのか？」

「動力はエーテルリキッドではなく、普通に魔力だけでありまス。実際に動かす必要はないでありまスから」

　まあ、そりゃそうか。フレームギアはエーテルリキッドに含まれる魔力を全身に行き渡わたらせて、操縦者の魔力とシンクロさせるんだそうだ。それにより自分の身体と同じように動かせるようになるらしい。操縦者が脳だとすると、エーテルリキッドは神経ってとこだろう。

　それだけじゃなく動どう力りよく炉ろを動かす爆ばく発はつ的てきな魔ま力りよく増ぞう幅ふくの触媒としても使われるらしい。ロゼッタとフローラが説明してくれたが、細かいところは正直よくわからなかった。理系は苦手なんだよ。理系というか魔学系だが。

　なんでも僕の魔力量ならエーテルリキッド無しでもフレームギアを動かすことができるらしいが、そのためには構造を一から造り直さなきゃならないらしい。そういった設計のフレームギアもあったみたいだが、その設計図も『蔵くら』にあるという。それが見つかれば自分の専用機を造れるのかな。

　ともかくこのシミュレーションとやらを試ためしてみるか。

　乗り込んでみると確かにフレームギアの操縦席と同じ造りのようだ。ロゼッタがハッチを閉じると薄ぼんやりとした緑色の光がコックピット内に灯ともる。

『聞こえるでありまスか、マスター？』

「ロゼッタか？　聞こえてるぞ」

『まずはシステムを立ち上げるでありまス。正面中央のパネルに触れるでありまスよ』

　正面中央……これか？　Ｂ５ノートぐらいの小さなパネルに触れると静かな起動音と共にいろんな計器類が動きだし、正面と左右の大きなモニターに映像が映し出された。おお、タッチパネルとは進んでるな。造りはレトロなのに。

　視点が高い。これって実際のフレームギアに乗ったときの高さなのか？　周りは何もない平原だ。遠くに森らしきものも見える。

「なんか映し出されたぞ？」

『この国の映像でありまス。取り込んで訓練ステージとして加工しているのでありまスよ』

　ああ、どうりで見たことがある景色だと思った。画面を通しての映像だけど本物っぽいな。

『まずは歩かせてみるでありまス。右足のフットペダルをゆっくりと踏むでありまスよ。そしたら次は左を。それで歩けるでありまス』

　言われるままにしてみるとゆっくりと機体が歩き始めた。おお、けっこう揺ゆれるな。

『曲がるときは踏み込む重心をずらせば左右に曲がるでありまス。下がるときは爪つま先さきの方へ。早く踏み込めば走るでありまスよ』

　お、お？　おおー。面白おもしろい。ただ歩いたり、曲がったり、下がったりしてるだけだが、けっこう思い通りに動く。あれか、思考を読み取って補助してくれるんだっけ。

　ロゼッタに指導されながら、そのあともジャンプ、かがむ、横移動などを会得し、次いで操縦桿を使っての上半身の動き、手を上げる、下げる、腕を振るう、肩かたを回す、など覚えていった。

　便利なのは首をちょっと回すとか、指を閉じたり開いたりする、腰を捻るなどの動きは思っただけでできるということだ。確かにこれは慣れたら自分の身体の動きをトレースできるだろう。誰だれにでも乗れるってのは嘘うそじゃないらしい。

　だいぶ慣れてきた僕が機体にスキップをさせていると、正面にもう一体のフレームギアが現れた。

「ん？　なんだ？」

　見た目はガレージにあった、あの灰色の量産型フレームギアだ。

『だいぶ慣れたようだから、次の段階に進もうゼ、マスター』

「ん？　モニカか？」

　聞こえてきた声は間違いなくモニカの声だった。ってことはあれに乗ってるのか。そういや卵は二つあったな。

　と、僕とモニカ機の前に飾かざり気けのない鈍にび色いろの剣けんが二本落ちてくる。

『次は実際に戦いの動きを学ぶでありまス』

　なるほど、卵が二つあったのは通信対戦をするためだったんだな。

　目の前に突き刺さっている剣に手を伸のばし、しっかりと握にぎりしめる。

　よーし、いっちょやってやるか！

　ゲーム感覚ではあったが、僕はフレームギアの操縦に次し第だいに慣れていった。

　早く本物を動かしたいなあ。







第二章　二人の王子







　フレームギアの訓練機を何台か『工房』でコピーして、他のみんなにも手が空いたとき訓練してもらうようにした。

　全部で八台作り、遊ゆう戯ぎ室しつの壁際にずらりと並べる。まんまゲーセンだな、こりゃ。まあ、同じようなもんか。

　意外とこれに優すぐれた順応性をみせたのは、ユミナとリンゼだった。魔法に優れた者の方が、馴な染じみやすいのだろうか。と、いっても慣れるのが早かったというだけで、慣れてしまえば機体の動きなどはやはり八や重えやエルゼの方がキレがいい。

　フレームユニットの映像は【プログラム】で外部にも見られるようにした。ロゼッタが二つのユニットからの情報を第三者の視点として統合し、それを【プログラム】で空中投とう影えいしている。フレームギアも 【プログラム】で動かせれば楽なのにな。

　莫ばく大だいな魔ま力りよくと凄すさまじいまでの入力をすれば可能かもしれないが、リーンのとこのクマのポーラレベルで二百年もかかってるんだからな。やってられん。

「うわーん、負けたー！」

　右みぎ端はしのユニットが開き、中から狼おおかみの獣じゆう人じんでうちの副団長のノルンさんが飛び出してきた。その横のユニットから、狐きつねの獣人、同じく副団長のニコラさんが出てくる。

「自分の身体とは違ちがうんだから、それを考こう慮りよして動くべきだ。感覚で躱かわしていると、わずかなズレが致ち命めい傷しようになるぞ」

「ぶーぶー。私あんなに太ってないもん」

　外部モニターで見てたけど、脇わき腹ばらにニコラさんのハルバードを食くらってたな。紙かみ一ひと重えで躱そうとしたけど、自分の体格と機体の違いが勝敗を分けたってとこか。

　遊戯室は曜日制で訓練後の夕方から夜まで、騎き士し団だんのみんなに解放している。たまには休息も必要だと思ったのと、楽しみがあれば訓練も頑がん張ばれるかなという、まあ、ひとつのご褒ほう美びだ。

　その遊戯室にフレームユニットも仲間入りした。みんな見たこともない遊び道具にあっという間に夢中になり、競きそって遊ぶようになった。

　フレームギアのことは当然言ってない。みんなは遊び道具として遊んでいるつもりだろうが、実は軍事訓練だと知ったらどんな顔をするやら。けれど、今はそれでいいと思ってる。遊びから慣れていってくれればしめたもんだ。

　そんなことを考えていると、遊戯室に団長のレインさんが入ってきた。最近やっと団長職も板についてきた感じがするな。

「あ、レインちゃん！　対戦しよ、対戦！」

「おい。団長と呼べというのに」

　入ってきたレインさんに大きく手を振ふるノルンさん。それを見て眉をしかめているニコラさんの対比が面白い。

　二人に対して苦く笑しようしながらもレインさんは僕の方へやってくる。

「陛下。交易商人のオルバ氏が陛下にご面会を願っておりますが」

「お、来たか」

　頼たのんでおいた鋼材を持って来てくれたのかな。これでフレームギアの量産に入れる。って言っても一日に一、二体の量産ペースなんだけどな。うちの騎士団分を揃そろえるだけでも数すうヶか月げつはかかる。早く手をつけるにこしたことはない。

　応接室へ行くと腰こし掛かけていたオルバさんが立ち上がり、僕に挨あい拶さつをしようとするが、それを制して僕も正面のソファーに座った。

「お約束の鋼材をお持ちしました。こちらが明細になります。まずは馬車五台分ですが、続けて納入しますので」

　オルバさんが渡してくれた紙に目を通す。鋼、銅、銀、そして少量の金、ミスリル、オリハルコン、ヒヒイロカネ、などの数量が記き載さいされていた。これってけっこうな量だよな。

「こんなに持ってきたんですか？　ずいぶんと多いようですけど」

「陛下に教えてもらった品がどれもこれも人気でして。どこの国に持っていっても売れて売れてありがたい限りです。お礼として少し多めに都合させていただきました」

　そんなに売れたのか。交易商人の商売ルート恐おそるべし。商人同士の交易であっという間に広がっていくんだろうな。

「まあ、同じような商品を真似て売り出す商人もいますが、この手のものは先に売ったもん勝ちですから」

　そんなもんなのかな。まあ、フラフープとかけん玉とか誰でも真似できそうだし、先に売った方が儲けられるか。

「しかしとてつもない量の鋼材ですが、何に使うんです？　鉄の城でも作るんですか？」

「んー、まあそれは秘密ってことで。ああ、そうそう服ふく飾しよく商のザナックさんがオルバさんに話があるそうですよ。野球の試合のときに着る服……ユニフォームや野や球きゆう帽ぼうを大々的に売り出したいんだそうで」

「ほほう。それはまた興味深い。野球関連のものは今のところ外れ無しですからね」

　ザナックさんと商売の打ち合わせに行くというオルバさんと一いつ緒しよに、僕は鋼材が運び込まれた訓練場へ向かう。

　訓練をするみんなの邪じや魔まにならないように、隅すみの方で待ち構えていた商隊の人に受け取りのサインをし、馬車に積まれていた鋼材を全部『工こう房ぼう』の方へ転移させた。

　量産型フレームギアの方はすでに『工房』の方へ送ってあるので、あとはロゼッタの方で量産を始めてくれるだろう。

　しかし、『量産型フレームギア』ってのは呼びにくいな。ロゼッタに正式名称はって聞いたら、

「ＦＧ―０９でありまス」

　って言われたしな。まあ、正式に実用化される前にお払はらい箱ばこになってしまったんだから仕方ないのかもしれない。とはいえ、呼びにくいのは確かだし、何か名前を付けないとな。

　んー、灰色の機体だから『グレイ』……じゃ宇宙人みたいだしな……。

『シュバリエ』とでもしておくか。『騎士』って意味だし。

　とりあえず量産はロゼッタに、燃料の方はフローラに任せておけば大だい丈じよう夫ぶだろう。

　オルバさんたちとも別れ、やっと人ひと心地ごこちついて中庭で肩のコリをほぐしていると、背後からけたたましく駆かけ寄よる足音が聞こえた。

「冬とう夜やあああああぁぁぁぁぁ!!」

「ぐふうっ!?」

　振り向きかけた僕の横腹に強きよう烈れつなタックルが浴びせられる。痛え！

　襲しゆう撃げき者しやはそのまま倒たおれこんだ僕の上に馬乗りになり、胸むなぐらを掴つかんでぐいっと引き寄せる。誰かと思ったらスゥじゃないか。いつの間にブリュンヒルドに？

　金きん髪ぱつのオリトリンデ公こう爵しやく家令れい嬢じようは、目をつり上げて僕をまっすぐに見み据すえる。

「冬夜！　わらわもお前の妻にしてくれ！　結けつ婚こんしよう！」

「はあ!?」

　いきなり何を言い出すんですか、この子は!?　冗じよう談だんかと思ったが、目が本気だ。この子はユミナ以上に行動力がある。母親の目を治すために遠方まで長旅をしてしまうくらいだからな。

「冬夜は年下好きなんじゃろ!?　メイドのシェスカに聞いた！　だったらわらわは一番若い！　問題ない！」

「あのバカメイド、何を吹ふき込んでやがる!?」

　確かに婚こん約やくしているみんなは年下だけれども！　でも八重は一歳さい、エルゼとリンゼは二歳、一番若いユミナとルーでも四歳差だぞ！







[image: ]







「お嬢じよう様さま、そこまでになされませ。公王陛下が戸と惑まどっておられます」

　どこからか現れたレイムさんがスゥを引き剥がしてくれた。

　レイムさんも来てたのか。まあ、そうか。いくらなんでも一人でベルファストの王都から来るわけないよな。

「いったいどうしたんです？　話が見えないんですけど」

「実はスゥシィお嬢様に縁えん談だんの話が持ち上がりまして」

「わらわは冬夜以外と結婚なぞせん！　お断りじゃ！」

　縁談。そりゃまた急だな。いや、スゥの立場ならあり得ないことじゃないのか？　確かスゥはもう十一歳だし、王家の人間は十五までに婚約して相手を決めるんだっけ？　ユミナも十二で一応、僕と婚約しているしな。

「それでお相手は？」

「リーニエ王国の第一王子、ザブン殿でん下かです」

　リーニエ？　確かリーフリース皇国から北……海を渡ったところにある国だっけか。

　西方で一番大きな島、パルニエ島を二分する南の方の王国。北のパルーフ王国といつも小こ競ぜり合あいをしているとかなんとか。リーフリースだけじゃなく、ベルファストやレグルスとも貿易してる国だよな。

「話だけ聞くと悪くない縁談のような気もするけど」

「どこがじゃ！　わけのわからん男に嫁とつぐなどゴメンじゃ！」

「公こう爵しやく殿でん下かは何と？」

「まだ返事はしておりませぬ。国のことを考えると悪い話とも言えませんので」

　まあなあ、一国の王子様だし。ベルファストとリーニエの関係を親密にしようと考えるなら、この縁談もアリなんだろうな。政略結婚になるんだろうけど。

「しかしよくレイムさんもスゥをここまで連れてきましたね。公爵はこのことを知ってるんですか？」

「知っております。置き手紙という形ですが。なにぶんお嬢様が飛び出してしまったので……。それに私個人としてはこの縁談、反対でございますれば」

「反対？　なんでです？」

　第一王子ってことは将来の国王だろ。そこへ嫁げば未来の王おう妃ひになれるわけだし、オルトリンデ公爵家は親族関係になれるわけだ。反対する理由はないように思えるけど。

「ザブン王子の評判があまりよろしくございません。特に女性関係が。ベルファストの諜ちよう報ほう部隊『エスピオン』の情報によれば、何名かのリーニエ貴族の息女や城のメイドが手て篭ごめにされたとか。そのため三十を過ぎた今でも王位を継つげないとのもっぱらの噂うわさです」

「ちょちょちょ、ちょい待った！　三十過ぎた!?　そんな離はなれてるの!?」

　やばくない？　いくらなんでも離れ過ぎだろ。いや、向こうの世界にいたとき、ワイドショーとかで「歳の差婚！ なんとお相手は三十歳も年下！」とかあったけど、それは男が五十代、女が二十代とかでさ。

　十一歳の嫁よめをもらう三十男ってどうなの？　それともこの世界じゃそれもアリなのか!?

「それってあれですか？　今は婚約だけして、スゥが大きくなったら嫁にもらうっていう……」

「いいえ。今すぐにでも結婚をとのことでございました。リーフリース皇国での親善パーティーでスゥシィ様を見み初そめられたとか」

「わらわはお断りじゃ！」

　うわあ。僕が言える立場じゃないかもしれないが、ちょっと引く。ロリコン王子か？

　いや、他の女性にも手を出しているならロリコンではないのか。だからと言って褒ほめられた人物ではなさそうだ。

「だから冬夜、お願いじゃ、わらわをもらってくれ。ユミナ姉様と同じでなくてもいい。側そばに置いてくれるだけでいいのじゃ。ダメか、冬夜？」

　ぎゅうっとしがみついてくるスゥを引き剥がすわけにもいかず、僕は立たち尽つくしていた。少なくとも聞いた話では、スゥが嫁いでもあまり幸せになれるとは思えない。しかし、ベルファストのことを考えるとこれは僕の一存でどうこうできる問題じゃないような気もする。

「とりあえず相談してみるかー……」

　公爵や国王陛下、それにうちのお嫁さん候補たちに。
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「別にいいんじゃない？　今いま更さらだし」

「さして問題はない、かと」

「拙せつ者しや、なんとなくこうなるような気がしてたでござるよ」

「お仲間が増えるのは嬉うれしいですわ」

「ほら、冬夜さん。言った通りになったでしょう？」

　あれえ？　なんでみんなそんな反応!?

　ユミナたちにスゥの縁談を相談しようとしたのだが、スゥの「嫁になりに来た」宣言を聞くとみんな達観したような顔であっさりと受け入れた。

「ま、まあ、その話はひとまず置いといて」

　ここで僕ぼくまであっさりと受け入れるわけにはいかない。だいたい問題はそこじゃないだろ。

「そのリーニエ王国のザブン王子とやらの縁談をどうやって断るかってことだけど」

「じゃから冬夜のところに嫁にいくので、と断ればよかろう」

「ベルファスト王国としては少々面めん倒どうなことになりかねませんな。ザブン王子は執しゆう念ねん深ぶかい性格と聞いております。最悪、国王になった暁あかつきには、我わが国くにと国交を断絶とか言い出しかねません。そうなれば国としては大だい打だ撃げきです」

　レイムさんが眉まゆをしかめてそう発言する。振られた腹いせにそこまでするとは思えないが。

　しかし、とんでもないやつに目をつけられたなあ。僕としてもスゥをそんなバカ王子に嫁がせるのは反対だ。なんかいい手はないもんか。

　向こうの方がスゥを嫁にするのを嫌いやがる方向へ持っていければいいんだけどさ。

「どっちみち断るという方向なんだけどな。国のことを考えると部外者の僕らが差し出口をきいていいものかどうか……」

　うーん、どうしたもんか。腕うでを組んでため息をつく僕の横で、シェスカが小さく手を上げた。

「その王子の息の根を止めてシまえば万ばん事じ解決でスが」

「物ぶつ騒そうだな！」

　何を言い出すんだこのロボメイドは！　確かに解決するかもしれないが、もっと厄やつ介かいな問題ができるだろうに！

「いい歳しテ我わが儘ままばかりのバカ王子など百害あって一利無シ。女を弄もてあそぶ迷めい惑わくな変態ロリコン三十男などサクッと殺やってシまえばいいのでスよ」

「無む茶ちや苦く茶ちや言うな……。どうやって殺る気だよ」

　呆あきれた発言に僕がジト目でシェスカを見ると、側にいた他のロボ子たちが次々に口を開いた。

「スナイパーライフルを作るでありまス」

「シアン化カリウムでイチコロでスの」

「パイプレンチで一いち撃げきだゼ！」

　射殺、毒殺、撲ぼく殺さつかよ。本気でやりそうで怖こわいな……。

　まあ、アホの子たちはほっといて。

「ともかくまず公爵のところへ行こう。スゥの気持ちを伝えてなんとか方法を考えてもらうんだ。僕らにもできることがあるかもしれない」

「……うむ」

　スゥが静かに頷うなずく。そうと決まれば善は急げ。早さつ速そくベルファスト王都のオルトリンデ邸ていへと【ゲート】を開いた。










「この問題には私も頭を抱かかえていてね」

　ふうっ、と息を吐はきながら公爵はソファの背もたれに深く沈しずんだ。公こう爵しやく邸ていの応接室には僕と公爵殿下しかいない。一応僕は国王だが敬語とかは無しだ。公式の場ならともかく、今更だし。

「スゥの幸せを願うならこんな縁談などくそくらえだ。図ずう々ずうしいにもほどがある。目の前にそのバカ王子がいたら間ま違ちがいなく殴なぐってるね」

　さすがに国際問題になるだろうから実際はやらないと思うが、やりかねないほどの怒いかりは感じる。まあ、目の前にいたら僕も殴るな。

「ところが国同士の関係を考えると悪い話ではない。それどころか我が国にとって大いに利益を生み出し得る申し出だ。貴族の縁談には政略結婚も含まれる。この場合見事にそれだ」

「ユミナが婚約していることはまだ他国へは知られていないんですよね？　普ふ通つうこういう話はユミナの方へ来るんじゃ？」

「今のところ王位継けい承しよう権けん第一位はあの子だからな。他国へ嫁ぐわけにはいかないだろうと向こうも考えたんだろう。実際はとっくに嫁いでいるも同然なのにな」

　確かに。現状、王位継承権第一位がユミナで第二位がオルトリンデ公爵、そして第三位がスゥになる。しかし、このあと生まれてくる赤ちゃんによって、男ならユミナが第二位、女ならユミナが第一位のままで、その赤ちゃんが第二位となる。

　完全な政略結婚を狙ねらっているのなら、赤ちゃんが生まれてから申し込むのではないだろうか。その子が男子ならユミナを嫁にもらうことが可能になるわけだし。

　となると、あの話が真しん実じつ味みを帯びてくるわけだが……。

「なんでもリーフリースのパーティーでスゥを見初めたとか……」

「忌いま々いましい。パーティーなんぞに出すんじゃなかったよ」

　憤ふん懣まんやるかたないといった風に腕を組み顔を顰しかめる公爵殿下。まあ、気持ちはわかる。幼女に惚ほれる三十男など親からすればいい迷惑だ。

「これが三十男であろうと品行方正な人物ならまだ検討の余地はあった。だが調べれば調べるほど、この王子がどうしようもない問題児であることがわかったんだ。とてもスゥを幸せにできる人物だとは思えない」

　三十過ぎのおっさんを捕つかまえて、問題「児」っていうのもアレだが、やっぱりか。

　どうやらこの王子、かなりのワガママらしい。目に止まった貴族の娘むすめやメイドたちを弄び、それを諌いさめた騎士をなんだかんだと理由をつけて地方に飛ばす。商家から金を無理やり奪うばい、遊び放題、贅ぜい沢たく三ざん昧まいをした上に、その金を踏ふみ倒す。逆らえばその商家はお取とり潰つぶし。夫のある妻にまで手を出して、その夫は失意のあまり翌日自殺したそうだ。果たして自殺だったかどうか……。

「よくそんな王子が廃はい嫡ちやくにならずにいられますね」

「リーニエ宰さい相しよう、ワルダックの力だよ。リーニエの権力はほぼこの男に掌しよう握あくされているんだ。国王は飾りに過ぎないとの噂だ」

　ワルダックって。いかにも悪わる巧だくみしそうな名前だな。

「このワルダックとザブン王子の母、ダキア王妃の関係は従兄妹いとこでね。それを盾たてにやりたい放題ってわけさ。ダキア王妃はザブン王子を溺でき愛あいし、なんでも望むものを与あたえてやった。結果、そのようなバカ王子が誕生したってわけだ」

　なるほど。ひとつの一族が力を持ち始めると碌ろくなことがないな。国王様も王妃に頭が上がらないのだろうか。……うちはそうならないようにしよう。

「で、この縁談、どうします？」

「……どうしたらいいと思う？」

　質問に質問で聞き返すなって。そりゃ、個人的には絶対反対だ。そんな奴のところへスゥを嫁にやれるか。

「……殺やりますか？」

「……冗談だろうけど、そうしたくなるよ」

「でしょうね」

　ま、冗談だけどさ。僕もシェスカたちに毒されたな。

　しかしそのバカ王子が国王になったらリーニエ王国ってまずいんじゃないのか？　あ、どっちみち宰相が権力を握っているなら国王なんて誰でもいいのか。バカ王子の方が傀かい儡らいとしては御ぎよしやすいだろうし。

「冬夜殿どのがスゥを嫁にもらってくれればまだやりようはあるんだが」

「その場合どうなります？」

「バカ王子の振られた憎にくしみは全すべてブリュンヒルドへ」

「タチ悪いな！」

　確かにウチはリーニエ王国とはなんの交流もないからあまり被ひ害がいはないと思うけど、それはちょっと強ごう引いんすぎるだろ。

「ダメかね？」

「ダメっていうか……スゥは妹みたいなもんで、まだそういう感情は持てませんよ。それに今でさえ五人も婚こん約やく者しやがいるのに」

「まだ、ってことは将来的にはアリ、ってことかな？　それに一国の王なら複数の妻がいるのは別に問題ないぞ。ちゃんと養うだけの甲か斐い性しようがあれば。ミスミドの獣王陛下やリーフリースの皇王陛下だって妾めかけがいるし、南のサンドラ王国の国王なんか、二十六人も妻がいるぞ」

　マジで!?　まさにハーレムだな。でも徳川幕府だって大おお奥おくってものがあって、何人も側室がいたもんな。

「逆に全く妾や側室を持たないと、うちの国のように次代で困ることになる」

　うーん、そうかもしれないけど……。逆に多すぎるのも王位継けい承しよう問題とかで揉もめそうな気がするんだけどなあ。

「縁談を潰すには……あとは……そうだな……」

　しばらく考え込んでから、重々しく公爵殿下は口を開いた。

「思いっきり他国へ内部干かん渉しようすることになるが……第二王子を王位に据すえてしまうって方法がある」

「第二王子？　バカ王子の他にも王子がいるんですか？」

「妾しよう腹ふくの子だがね。王宮でも離れに住まわされ、肩かた身みの狭い思いをしているらしいが、これがなかなかの人物という話だ。まあ、あのバカ王子と比べればどんな凡ぼん庸ような王子も立派に見えるだろうが」

　母親が違うのか。ということはワルダックとかいう宰相の一族の血を継いでいないってことだ。

　しかしこう言うとなんだが、よく生き残ってたな。そんなに優ゆう秀しゆうな王子なら、第一王子を廃嫡にして第二王子を据えろと言い出す奴らもいそうだが。第一王子からしたら邪魔で殺したい存在なんじゃないか？

「事実、そう言い出す貴族もいたらしいが、宰相が握り潰した。第二王子は母親が病気で隔かく離りされているらしいし、後うしろ盾だてもない。そんな王子になにができると、ほとんど飼い殺し状態だとか」

　そりゃまた悲ひ惨さんな。歳は二十二でまだ結婚はしてないらしい。バカ王子も含め、この世界の王家では珍めずらしいという。二十歳はたち過ぎたら晩ばん婚こんって言うくらいだからな。

「で、その第二王子を王位に据えるようにし、第一王子を廃嫡に追い込もう、と？」

「ま、そう言う考えもあるってことだがね」

　確かにそれはなあ。完全に陰いん謀ぼうだもんな。他国の人間が干渉していいものかどうか。ましてや僕は一応一国の王様なわけだし。

　でも清せい濁だく併あわせ呑のむってわけじゃないけど、自分の国を有利に導くにはそういったことも考えなきゃならないのかもな。

　どっちにしろスゥを見捨てるわけにはいかないが。

「国王陛下はなんて言ってるんです？」

「即そつ刻こく断れと。国の利益などあの国に頼たよらずとも上げてみせると啖たん呵かを切ったよ」

　苦笑しながらも誇ほこらしげに兄のことを公爵が語る。さすがはベルファストの国王陛下だ。そうこなくっちゃな。国交断絶と言ってもまだされるかわからないし、されるとしてもバカ王子が王位についてからだろう。

　向こうだってベルファストとの交易による利益はあるはずだし、宰相までがバカじゃなければそこまでのことはすまい。

「じゃあお断りの返事をするんですね？」

「うむ。やはりそうすることにするよ。やいのやいの言ってくる貴族もいるだろうが、そんなら自分の娘を嫁に出せってことだな」

　確かに。これでスゥも安心できるってもんだな。そんなことを思っていると、ドアがノックされ、執しつ事じのレイムさんが入ってきた。

「旦だん那な様さま。リーニエからの使者の方がお越こしになられてますが」

「しびれを切らして来たか。ちょうどいい、正式に断ってやる。通してくれ」

「かしこまりました」

　ここにいちゃ邪魔かと思って退席しようとしたが、公爵にいてくれと引き留められた。

　やがて応接室に二十歳過ぎの青年が現れた。長い栗くり色いろの髪かみを後ろで縛しばり、高い身長の身体を曲げて一礼する。

「オルトリンデ公爵殿下。この度たびはご縁談のお返事をいただきたく、失礼ながら罷まかりこしました」

「わざわざのお越し、痛み入る。まずは中へ」

　僕の座すわっているソファーから少し離れた別のソファーに二人向かい合って座る。僕の位置からは右手に公爵、左手にリーニエの使者と、まるでサッカーとかの試合開始前の審しん判ぱんみたいな気分になるな。

　リーニエの使者がチラッとこちらを見て、僕を誰かと尋たずねるよりも早く公爵が切り出した。

「此こ度たびの縁談、まことに光栄ながら、お断りさせていただく」

「……理由を伺うかがってもよろしいでしょうか？」

　おや？　使者の青年がいま薄うすく笑ったような気がしたが。嘲あざけりとかではなく、苦笑というかそんな感じの。まるでこうなることがわかっていたような……。

「実は娘が嫁よめ入いりする相手が別に決まりましてな」

　ぶっ!?　何言い出すんだこの人!?　まさか……。

「……どなたに嫁入りするか伺っても？」

「ここにいらっしゃるブリュンヒルド公国公王、望もち月づき冬夜陛下です」

　うわ、きたねー！　人をダシに使いやがった！　この状じよう況きようで否定したら婚約は嘘だってことになるし、認めるしかないじゃんか！　ハメられた！

「この方が、ブリュンヒルド公国の公王陛下……!?」

　目を丸くしていた使者の青年が立ち上がり、床ゆかに跪ひざまずく。あ、いや、そんなことしてもらわなくても。って土下座まで始めたよ、この人！

「まさか、ここで公王陛下にお会いできるとは……精せい霊れいの導きに感謝します！」

　いやいやいや。大おお袈げ裟さだろ！　ちょっと引くぞ。なんなの、いったい!?

「公王陛下のご活かつ躍やくは色々なところから聞いております。失礼ながら、公王陛下は転移魔ま法ほうを使えるというのは真まことでしょうか？」

「え？　あ、うん、使えるけど」

「おお……ならば、ならばどうか我が母をお救い下さい！」

　え、え？　ちょ、ちょっと待ってくれ、話が見えない。母？　っていうかなんで転移魔法使えんの知られてんのかな。

　帝てい国こくのクーデターの時とか、商品の買い付けとか、最近隠かくすのやめてるからそこらへんから漏もれたのかもしれないけど。

「悪い。最初から話してくれるか？　どういうこと？」

「は……私の名はクラウド・ゼフ・リーニエ。リーニエ王国の第二王子にございます」

「「え!?」」

　公爵と僕の声がハモった。第二王子？　あの冷れい遇ぐうされてるって噂の妾腹の？　なんでそんな人が使者なんかに……って冷遇されてるからか？

「あんたが母親が病気で隔離されてるって第二王子なら……。病気を治せってこと？」

「母は病気で隔離されているのではありません。幽ゆう閉へいされているのです。宰相ワルダックの手によって！」

　顔を上げた第二王子と名乗るクラウドさんの目には、怒りの感情が込められていた。

　おんや？　なんかきな臭くさい話になってきたぞ、と。
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　リーニエ王国第二王子、クラウド・ゼフ・リーニエの人生は日ひ陰かげ者ものの人生だったという。

　生まれた時、すでに父親は側になく、母親と城から離れた小さな屋や敷しきで過ごした。やがて自分が王子とわかるころには、いつもネチネチと嫌がらせをしてくる兄がなにかと干渉してくることになったという。その日の気分次第で殴られ蹴けられ、侮ぶ辱じよくされた。

　自分を侮辱するのはまだしも、母親を侮辱されるのは我が慢まんがならなかったが、殴りかかろうにも護衛の騎き士しや取り巻きの貴族の子息たちに取り押おさえられたとか。

　クラウド王子の母親は貴族の出と言っても、もともとは商家の娘で、子供がいなかった地方の男だん爵しやく夫ふう婦ふのところへ養女になったという経けい緯いがある。そのため、兄には生まれが卑いやしい王子として蔑さげすまれてきたとのこと。

「正直、あんな兄のいる国など何度出て行こうとしたことか。しかし母を置いてはいけません。それを見み越こしてたのでしょう。母は病気だと偽いつわりの診しん断だんをされ、兄に隔離されてしまいました。伝染うつるかもしれないので近づくなと」

　母を盾にされ、国を出て行くこともできず、兄に好きなように使われる日々。気がつけば母親は完全に幽閉され、会うこともできなくなってしまっていた。

「生きてはいるんですよね？」

「はい。幽閉先の場所で母を世話している娘がおります。この娘は私が世話になっている貴族の配下の者で、母のことをそれとなく教えてくれるのです」

　しかし、そこまでするかね。言っちゃなんだが、出来のいい弟に嫉しつ妬としてるようにしか見えないんだが。

「兄は弱い者をいたぶるのが大好きなのですよ。私を手放さないのも惨みじめな姿を他の者に見せつけてやろうという考えなのでしょう。今回のことも婚約を取りつける使者に私を指名したのは、弟など兄の使い走りに過ぎないとでも言いたかったのでしょうね」

　歪ゆがんでるな。会ったこともない奴やつだが話だけで嫌きらいになれる。

「そこまでとは……リーニエ国王はなにも言わないのですか？」

「父は宰相のワルダックに逆らえません。変に反はん抗こうすればひょっとして殺されるかもしれないと私は思っています。父を擁よう護ごする貴族たちは次々と城から追い出され、今では味方がほぼいない状態なのです」

　公爵の質問に答える王子の手が震ふるえていた。確かに危険だな。宰相としてはさっさと国王の首を自らの一族の血を引く第一王子にすげ替かえたいと考えてるはずだし。あれ？　ちょっと待てよ？

「ひょっとして今回の縁談って……」

「たぶん、結婚の発表とともに王位の継承を行うのが狙いかと」

　ははん、それでか。ひょっとして婚約の相手は誰だれでもよかったのかもしれない。いや、それどころか自分に決して逆らえない弱者としてスゥを選んだ可能性だってある。夫ふう婦ふとはいえ、そんな性格の奴が対等であることを許すはずがない。もしもスゥが嫁いでいたら虐ぎやく待たいされた挙句、病死などということにされてしまったかもしれないな。

「この縁談の使者に命じられたとき、逆にチャンスだと思いました。オルトリンデ公こう爵しやく殿でん下かはブリュンヒルド公王陛下と親しい仲と聞いておりましたから、なんとか公王陛下に面会をお願いできるのでは、と。まさかこうも早く願いが叶かなうとは……」

「で、あんたの母親を助けるために手を貸してほしい、と？」

「はい！　なにとぞ！」

　クラウド王子がまた土下座を始めた。うーん、どうする？　そりゃ【ゲート】を使えば難なくできるとは思うけどさ。母親を助けるのは別にいいんだけど、そのあといろいろとややこしいことにならないかなあ、と。

「ブリュンヒルド公王陛下に申し上げます」

　突とつ然ぜん公こう爵しやくが口を開いた。なに？　急にあらたまった口調で。そりゃ第三者がいる前でタメ口はマズイかもしれないけど。

「ここはひとつ西方同盟の緊きん急きゆう会議を招集すべきかと。ベルファストだけではなく、レグルス、ミスミド、リーフリースの意見を考慮して事にあたるのが望ましいと考えます」

　え!?　そんなに話を大きくするの!?　いやまあ確かに他の人の意見は聞きたいところだけれども！

「私はクラウド王子に決意があるのなら、他国への介かい入にゆうもありだと思っております。愚ぐ鈍どんな第一王子を廃はいし、クラウド王子を王位につける手助けをするべきかと」

　うえっ!?　ニヤリと笑う公爵に、僕とクラウド王子本人も目を丸くして驚おどろく他なかった。










「……と、いうわけなんですが」

　ブリュンヒルドの城に設けられた会議室に西方同盟の首しゆ脳のう陣じんが勢せい揃ぞろいしていた。ベルファスト王国、ミスミド王国、リーフリース皇国、レグルス帝国に加え、今回からラミッシュ教国が同盟に加わっている。

　ざっとした説明をして、この国への対応を相談しようということだが。

「ふむ、確かに我が国が得た情報もそのようなものであったな。リーニエにおける宰相の権力はまさに国王をも凌しのぐ勢いだそうだ」

　レグルス皇こう帝てい陛下がそんな呟つぶやきを漏もらす。

「ワシのところはリーニエとはあまり国交がないのでな、なんとも言えんが」

　ミスミドの獣じゆう王おうが手を顎あごにやりながら、そう口を開く。確かにリーニエはベルファスト、リーフリース、レグルスとは頻ひん繁ぱんに国交があるようだが、ミスミドやラミッシュとはあまり関係ない話とも言える。ここらへんは僕らの国も同じだ。

「だが、個人的にはその宰相や第一王子の所業には腹が立つな。泣くのは国民だろうに」

「確かに。聞いた話によると、北のパルーフ王国との戦争の準備をするため、ここ数年、重税を課しているとか。愚おろかしいことですわ」

　ラミッシュ教国の教皇猊げい下かが軽く横に首を振ふりながらため息をつく。

「しかしクラウド王子を王位につけるのはいいが、それで国はまとまるのか？　結局、政務に関わる者が宰相の腰こし巾ぎん着ちやくばかりでは、王子の言葉に耳を傾かたむける者がいるとは思えんが」

　確かにリーフリース皇王の言うこともわかる。トップの首を変えただけではダメだろう。根本的なところから変えていかないと。

「そこんとこどうなの？」

　僕が声をかけると、呆ぼう然ぜんとしていたクラウド王子がハッとして、慌あわてた様子で話し始めた。ユミナの魔ま眼がんでクラウド王子の本質は悪い人間じゃないと見み抜ぬいているし、この場で嘘うそをついても教皇猊下には通じない。

「は、はい。宰相に疎うとまれ、国政から外された者たちの力を借りようと思っています。ここ十数年、冷遇され不満を持っている貴族も多く、実力はあるのに遠ざけられた有能な者たちもいるのです。なにしろ、まずは宰相に袖そでの下を渡わたさないと役職につけないほどですから」

　自じ嘲ちようするように王子が語ると、獣王陛下がチッと舌打ちをした。

「腐くさってやがるな。……悪い、失言だった。お前さんの国を悪く言うつもりはなかった」

「いえ、本当のことですので」

　苦く笑しようしながらも悲しそうに目をふせるクラウド王子。ますますもってろくな相手じゃなさそうだな。

「こちらの味方になってくれそうな有力な貴族はおらんのかね？」

「おります。前宰相を務めたクープ侯こう爵しやくです。この方は他の地方貴族の信しん頼らいも厚く、何かと陰かげで私を支えてくれた者です」

　ベルファスト国王の質問に、クラウド王子が即そく座ざに答える。敵だらけってわけじゃないんだな。宰相に反発する貴族や豪ごう族ぞく、そこらへんをまとめて味方につけることができれば、クラウド王子が王位についてからも国として機能するだろう。

「その前にクラウド王子としてはどうなんです？　母親さえ助ければいいのであれば、それで国外へ逃とう亡ぼうって手もありますが？」

「……いえ、私は今までに宰相や兄に苦しめられてきた人たちを見てきました。無力な私は彼かれらを助けることができなかった。遅おくればせながら私に出来る事があるならば、それを成なし遂とげたいと思います」

「それは今のリーニエに反旗を翻ひるがえすということですよ。例え宰相が実権を握にぎっているとしても、言ってみれば父親である国王にも逆らうということですが、いいんですか？」

「覚かく悟ごの上です」

　きっぱりと言い切ったな。国王に対してではないが、これはクーデターに近い。まあ、なるべく武力制圧なんてことはしないつもりだが。

「では他の方々はどうでしょうか？　リーニエの、いえ、クラウド王子の申し出に対して」

　円えん卓たくに座る国家元首たちを見み渡わたしながら僕が問いかけると、

「我が国はクラウド王子を支持する。リーニエの腐ふ敗はいはやがてこちらにも害がおよびかねんからな」

「同じく」

　真っ先にベルファスト国王が手を挙げ、続いてリーフリース皇王も賛同した。

「帝国としても看過できる問題ではなさそうだ。積極的にとまではいかないがなるべく協力はする」

　そう言って皇帝陛下も口を開く。帝国もクーデターを起こされて、国力がまだ完全には回復してないからな。あまり無理はできないのだろう。

「ウチはあまり関係ないが、反対はしない。同盟の一国としては賛成だ。今のリーニエは好きになれん」

「その点に関しては教国も。クラウド王子に助力いたしましょう」

　ミスミドの獣王陛下とラミッシュの教皇猊下も賛成か。これで西方同盟全ての国が、リーニエ国王にクラウド王子を擁よう立りつする後ろ盾となった。あとはいかにして宰相たちを失しつ脚きやくさせるかだが。

　できれば戦争とか武力制圧は避さけたい。そこんとこを相談しようとすると、

「「「「「そこはほら、冬夜殿がなんとか」」」」」

　うおいっ！　丸投げですかい！　まあ、クラウド王子の母親を救出するのは自分でやろうとは思ってたけどさ！

「ご迷惑をおかけします！　なにとぞよろしくお願いします！」

「ああ、いや、まあ、いいんだけどね……」

　また土下座でもしそうなほど頭を下げるクラウド王子に、引きつった笑えみを浮うかべる。くっそう、こういうところはこの人たちに勝てそうな気がしない。伊達だてに長年国家元首を務めていないってことなんだろうか。ちゃっかり者め！

「よし！　では西方同盟はクラウド王子を支持すると、そういうことで。ではあとは『親しん睦ぼくを深める』としましょうかな」

「いいですな」

「待ってました！」

「ふむ」

　ベルファスト国王の発言で国王たちはわらわらと会議室を出て行く。彼らの言う「親睦を深める」ってのは結局のところ「遊ぶ」ってことだ。行き先は遊ゆう戯ぎ室しつに決まってる。

　残されたのは僕とクラウド王子、そして遊戯室を知らない教皇猊下だ。

「やれやれ……。教皇猊下も行きましょう。美味おいしいお茶とお菓か子しを用意させますので。『あの方』もお気に入りのお菓子ですよ」

「まあ、それは食べてみたいですね」

　むろん、『あの方』とは神様のことだ。あれからたまに差し入れとして作ったお菓子などを持っていったりしている。どこから嗅かぎつけてくるのか、恋れん愛あい神までやってきて半分以上食べていきやがるが。

　遊戯室へ入ると早くも目ざとくフレームユニットを見つけたのか、みんな搭とう乗じようしてプレイしていた。やり方は整備していたロゼッタとモニカに聞き出したみたいだな。

　っていうか、四人同時プレイできるようになったんだ。外部モニターで映し出される四つの機体は、赤、青、黄、紫むらさきと色分けしてあるが、誰が誰だかわからん。みんなてんで見けん当とう違ちがいの方に攻こう撃げきしたり、バランスを崩くずして倒たおれたりしている。

「公王陛下、これは……」

「まあ……」

　初めて見る様々なものにクラウド王子も教皇猊下も驚いているようだ。ま、そうなるか。

「ここは遊戯室です。まあ、遊ぶための部屋ですね。月に一、二度、西方同盟の会議後にみなさん遊んで帰るんですよ」

　最近じゃ会議のために集まってるのか、遊ぶために会議をしてるのか、怪あやしいところだが。少なくとも今回は有意義な会議だったかな。

　しかしまだフレイズの来らい襲しゆうが確実なものではないとはいえ、他の国でも操縦者を育てておくべきだろうか。

　万が一、とんでもない数のフレイズが世界の結界を破り現れたら、ブリュンヒルドだけでは対応できないかもしれない。フレームユニットを貸し出して、それに備えておくべきかもしれないな。乗れるのがその国の国王だけってのもマズイ気がするし。

　そんなことを考えながら、教皇猊下とクラウド王子のために、シェスカとラピスさんに軽い食事を持ってくるように頼たのんだ。やることがいっぱいあるなあ。この中で一番忙いそがしい王様は間違いなく僕のような気がする。







　　　　　◇　◇　◇







　リーニエ王国へ【ゲート】を開くため、【リコール】でクラウド王子の記き憶おくをもらう。正直、男相手にはこの魔法は使いたくないんだが。何が悲しくて男と手を握り、額を合わせないとならんのか。

　クラウド王子の母親、エリア王おう妃ひを救出するためのメンバーは、クラウド王子、僕、エルゼ、八重、それと琥こ珀はく。戦せん闘とう部隊というか、機動力のあるメンツにした。残りのメンバーはお留守番だ。こういう潜せん入にゆう作戦だと少人数の方がいい。

【ゲート】で一気にリーニエの王都、ニムエへと跳とぶ。初めての転移にクラウド王子はキョロキョロとしていた。

「すごい……。本当に一いつ瞬しゆんでリーニエに……」

　誰にも見られないように街の裏路地へと出たが、どうやら人目につかなかったようだ。

　ここから一いつ旦たん、城へと行き、クラウド王子には縁えん談だんの申し込みの結果を報告してもらう。

　僕らはまだその第一王子や宰相を見てもいないからな。どんな奴なのかしっかりとこの目で見み極きわめなければならない。クラウド王子以外の、僕、エルゼ、八重、琥珀に【インビジブル】の魔法をかけて姿を消した。

「すごい魔法ですね……どこにいるのかさっぱりわかりません」

「見えなくなっているだけで、触ふれられれば気付かれてしまいますけどね。じゃあ案内をお願いします」

　クラウド王子は静かに頷くと、普ふ段だんよりゆっくりとした足取りで城へと歩き始めた。

　人が少ない通りの端はしの方を歩いて、王城へと入っていく。門番もクラウド王子をチラッと見るだけで、何も言わない。なんというか無視されているような感じだ。仮にもこの国の王子様だろうに、冷遇されてるのは本当らしいな。

　城のホールに入ると向こうからやって来た人物を見て、クラウド王子が一瞬固まった。そしてそのまま深々と頭を下げる。

「……ただいま戻もどりました、兄上」

「クラウドか。ずいぶんと早かったじゃないか。愚ぐ図ずのお前にしては珍しい。明日は雨かな」

　身長はクラウド王子よりも少し低い。痩やせ型がたでマッシュルームカットの男が口くちの端はを吊つり上あげて笑う。こいつが第一王子、ザブンか。全身ラメの入った服に高級そうなスカーフ、金ピカのブーツを履はいている。

「悪あく趣しゆ味み～……」

　エルゼの小さな声が聞こえてきたが、幸いザブン王子には届かなかったようだ。声は聞こえるんだから喋しやべるなって！

　後ろには俯うつむいた顔の女性と、同じようにニヤニヤといやらしい笑いを浮かべた二人の男がクラウド王子を見ていた。男たちの方はザブン王子の取り巻きか？　女性の方は……奴ど隷れいだ。首に『隷れい属ぞく化かの首輪』がある。この国は奴隷制度はなかったはずだが。

「それで先方の返事はどうした？　もちろんいい返事をもらってきたんだろうなぁ？」

「いえ……残念ながら、オルトリンデ公こう爵しやく令れい嬢じようにはすでに許嫁いいなずけがいるとのことでお断りになられました」

「……あ？　すまないな、聞こえなかった。なんだって？」

「ですから縁談の話をお断りに……」

　パァンッ！　とクラウドに最後まで話させず、ザブンの平手が飛んだ。

「使えないなあ、お前は！　だったら公爵令嬢をかっさらってくるとか、少しは考えろよ！　連れてきて『隷属化の首輪』をはめてしまえば僕ぼくの奴隷になるんだからさあ！」

　なに言ってるんだこのバカは。スゥを奴隷にするだと？　そんなことを考えてたのか？

「あのガキはリーフリースのパーティーで僕を見て笑いやがったんだ。たかが公こう爵しやくの娘のくせに。一生、僕に逆らえないように躾しつけをつけてやるはずだったのにさァー！」

　そんなことで……。もし、そのパーティーにもこんな服装で行っていたとしたら、スゥじゃなくても笑うだろ。いや、他の大人たちは笑わなかったかもしれない。けれどスゥは子供だ。それぐらい許すことができないのか？

「チッ、これぐらいの使いもできないとは、役立たずの弟を持つと苦労が絶えないね。それで？　公爵令嬢の許嫁いいなずけってのは誰だよ？」

「……ブリュンヒルド公国公王、望月冬夜陛下です」

「ブリュンヒルド……？　ああ、あの最近できたっていう成り上がりのちっちゃい国か。あんなちっぽけな国に嫁がせたところでなんの得にもならないだろうに」

　ちっぽけな国で悪かったな。自分で言う分にはいいが、他人に言われると腹が立つな。

　ザブン王子は面白おもしろくなさそうに舌打ちをしてクラウド王子を睨にらんだ。そして何を思いついたのか、いやらしい笑みを浮かべる。

「おい、クラウド。お前、もう一度ベルファストまで行って、噂うわさを流してこいよ」

「噂？」

「ブリュンヒルド公王は女好きで、今まで泣かされた女がたくさんいるってなぁ。公爵令嬢もそこに嫁がせなんかしたら、不幸になるのが目に見えてるって噂をだよ。そうすりゃ婚こん約やく解消になるかもしれないじゃないか。いい考えだろ？」

　こいつ殴なぐってもいいよな。僕、殴ってもいいよな？　くそっ、あとで見てろよ。

「……その噂を流せば母上に会わせていただけますか？」

「ああ？　だから言ってるだろう？　お前の母親は病気なんだよ。びょ・う・き。伝染うつったらどうするんだ。兄のありがた～い配はい慮りよだろうが。まあ、いつ死ぬかわからないから会いたい気持ちはわかるけどなぁ」

　ニタニタと薄うすら笑わらいを浮かべるザブンをクラウドが拳こぶしを握りしめて睨み返かえす。それに気付いたザブンの表情が一変する。

「なんだよ、その目はァ！」

　突とつ然ぜん激げき昂こうしたザブンの蹴りがクラウドの腹に突つき刺ささる。蹲うずくまるクラウドにザブンが容よう赦しや無なく二発、三発と蹴りを浴びせ続けた。

「生まれの卑しいクズのくせに立場をわきまえろッてんだよ！　お前は僕の命令を黙だまってきいてりゃいいんだ！　生かしてやってるだけありがたく思え！　わかってんのか、ああ!?」

　バカ王子の攻撃をさすがに止めようとしたところに、別の人物が現れた。

「ザブン？　なにをしているのです？」

「ああ、母上。いやね、聞き分けのない弟を教育してやってたんですよ」

　派手な赤いドレスを着て、どぎつい厚あつ塗ぬりの化け粧しようをした樽たる……いや女性が数人の侍じ女じよを従えて赤絨じゆう毯たんの階段から降りて来た。こいつがこのアホの母親、ダキア王妃か。体形はまったく似てないが、濁にごった目といやらしい口元はそっくりだ。

「クラウド。あなたもいい加減身分をわきまえなさいな。あなたと違ちがってザブンはいずれこの国を背せ負おって立つ身。つまらないことで煩わずらわせないで。これも母親が卑しい血のせいかしらね」

　まるで野の良ら犬いぬでも見るように見下した冷たい目でクラウドを一いち瞥べつし、ザブンの方へ笑え顔がおを向ける。気持ち悪いくらいの表情の変化だ。

「それで縁談の方はどうなったの？　ザブン」

「クラウドのせいで断られたよ。まったく役立たずさ」

「まあ、かわいそうに。ベルファストは馬ば鹿かの国だから仕方ないのよ。滅ほろびればいいのにね」

　あまりにも頭の悪い会話に、怒いかりよりも呆あきれの方が先に立ってしまう。こんなことってあるんだな。

「僕が国王になったら痛い目にあわせてやるさ。もういいだろう、母上。婚約なんてしなくても王位を継つげるよ」

「そうねえ。ワルダックに話してみましょうか」

「そうこなくっちゃ！」

　もうクラウドに興味はないとばかりに二人とその取り巻きはぞろぞろと去っていった。

　いや、いろんな意味で救いようのない母子だな。歪みまくってるわ。ここの王様が何を考えてあの樽女と結けつ婚こんしたのかわからん。政略結婚か、なにか弱みでも握られていたのだろうか。

「【光よ来たれ、安らかなる癒いやし、キュアヒール】」

　クラウド王子に回復魔法をかけると彼はゆっくりと立ち上がり、大きく息を吐はいた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい……ありがとうございます。どこも痛くありません」

　身体の痛みは消えたろうが、心の痛みまでは消えてないだろうな。まだ握りしめた拳が震えている。あんな仕打ちを物心ついたときから受けてきたのだろうか。この第二王子の精神が歪まなかったのは奇き跡せきに近いと思う。

「呆れたバカ王子ね」

「拙せつ者しや、何度か斬きりかかりそうになったでござるよ」

　エルゼと八重の声が聞こえてくる。二人とも怒りの感情がこもった声だった。実際、僕も殴りたかったので気持ちはわかる。

「しかしあの『隷属化の首輪』は……」

「兄がサンドラ王国の商人から買い求めたのです。我わが国くにでは奴隷は禁止されているというのに」

　一歩間ま違ちがえればスゥが奴隷にされていたかもしれないのか。あの野や郎ろう、簡単にぶちのめすだけじゃ気がすまん。っとその前に。

　僕らは柱の陰かげに移動して【インビジブル】を解いた。そして遠くに見える先さき程ほどの奴隷の女性にターゲットロックして、彼かの女じよの足あし下もとに【ゲート】を発動させる。

「あ……え？」

　地面に落ちたと思ったらいきなり転移させられて、わけがわからずパニックになっている彼女を無視し、そのまま【アポーツ】で首輪を取り寄せる。

　僕の手中に現れた首輪を見て、自分の首へと手をやり、それがないとわかると彼女はポロポロと涙なみだを流し始めた。

「取れた……。首輪がとれた……」

　自由になった彼女に身分を明かし、【ゲート】を使ってとりあえずブリュンヒルドへと送り届ける。ユミナに簡単に事情を説明して、面めん倒どうを見てもらうように頼んでおいた。

　しばらくすると慌てた様子でバカ王子たちが戻ってきたので、また【インビジブル】で姿を消す。

「おいっ！　こっちに僕の奴隷が来なかったか!?」

「いえ、存じませんが」

　クラウド王子の返答に舌打ちをして、そのままザブンと取り巻きの二人が城の階段を駆かけ上がって行く。【スリップ】で最上段から落としてやろうかと考えていると、バカ王子の足が止まった。

「どうしました、ザブン王子？」

「ワルダック！　僕の奴隷がいなくなったんだ！　いきなり消えたんだよ！」

　階段の上でザブンが黒い長なが衣ぎぬに身をまとった五十代くらいの男に訴うつたえていた。ワルダック？

「あれが宰さい相しようのワルダックです」

　僕らだけに聞こえるように、クラウド王子が小さくつぶやく。ワルダックっていうか、顔はブルドッグみたいだけどな。まあ、悪わる巧だくみしそうな顔ではある。

「戻ってこいと命令してみたのですか？」

「したよ！　でも戻ってこないんだ！」

「では殺してしまいなさい。そんな奴隷は必要ないでしょう？　死体が見つかったらこちらで処理しておきます」

　なんでもないことのように、宰相がバカ王子を促うながす。なんて奴だ。本当にこれが国を支える宰相なのか？

「ちぇッ！　まだ本格的に遊んでなかったのにな！　足の骨でも折っとけばよかったよ！」

　ザブンがそう言うと同時に、僕の手の中にあった首輪がひとまわり小さく収縮した。もしこれが人の首に着いたままだったら確実に窒ちつ息そく死ししたことだろう。

　他人の生命をなんとも思わぬこいつらの所業に、僕は怒りを感じた。こいつらは自分がしたことを逆に他人にされるとか、そういった想像をしたこともないのだろう。その想像力の欠けつ如じよが他人への冷れい酷こくさとなって表面に現れているのだ。

「おや、クラウド王子。いつベルファストから戻られた？　縁談はまとまったのですかな？」

　階段の上からこちらに気付き、ワルダック宰相が声をかけてくる。仮にも自分の主君の息子むすこに対して礼ひとつしない。明らかにクラウド王子を見下した態度だった。

「いや、残念ながら……」

「ふん、まあ、いいでしょう。ちょうどいい。そのうちあなたには北のパルーフ王国へ行ってもらう事になりそうですからね」

「パルーフへ？　いったいなんのために……」

　そのクラウド王子の声に答えようとはせずにワルダック宰相はニヤリと笑うと、ご機き嫌げん斜ななめのザブン王子を連れて僕らの前から立ち去った。

　僕は召しよう喚かん陣じんから一匹ぴきのハツカネズミを召喚し、【インビジブル】をかけて宰相の後をつけさせた。あれはなにか企たくらんでいる笑いだ。探さぐった方がいいと直感が告げる。

　やがて二人に追いついたネズミを通して、ザブンとワルダックの声が聞こえてきた。

『ワルダック、今度はクラウドをパルーフ王国へ使いに出すのか？　あの国に僕好みの王女や貴族の娘むすめがいたっけ？』

『いいえ、縁談の使いではありませんよ』

『違うのか？』

『クラウド王子には宣戦布告をしてきてもらうのです。パルーフ王国にね』

　ほらな。碌ろくでもないこと考えていやがった。
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　西方で一番大きな島、パルニエ島には島を二分して、北にはパルーフ王国、南にはリーニエ王国が存在していた。

　二つの国はなにかと小こ競ぜり合あいを繰くり返してはいたが、大きな戦争になるほどの争いに発展することはなかった。小競り合いをしては停戦し、また小競り合いをしては停戦。

　互たがいの国力はほぼ同じ。戦争に踏ふみ切きって、たとえ勝利しても自国の被ひ害がいも甚じん大だいになるであろうことを知っていたからである。

　ところが近年になってこの均きん衡こうが崩れてきた。パルーフ王国を治めていた国王が亡なくなり、続けざまにその右みぎ腕うでというべき宰相も亡くなってしまったのだ。さらに運の悪い事に、大冷害による凶きよう作さくがパルーフを襲おそった。リーニエも冷害による被害を受けたが、パルーフほどではなかったことから、リーニエ宰相ワルダックは今こそパルニエ島統一のチャンスと行動を開始したのである。

　以前から着々と準備を進めていたワルダックは、パルーフに対して宣戦布告をし、大だい打だ撃げきを与あたえるつもりらしい。

「しかし、宣戦布告なんて普ふ通つう第二王子にやらせるか？」

「表面上は親書の受け渡しということにして、中身は宣戦布告の内容。相手が激げき昂こうしてその使いである第二王子をバッサリ、という筋書きでござろうか？」

「あり得なくはないですね。それ自体が目的ではないでしょうが、私が斬られたとしても、『第二王子を手にかけた憎につくきパルーフを許すな』などとワルダックが白々しくわめくのが目に見えるようです」

　ワルダックの悪巧みを思い浮かべて、クラウド王子が自嘲気味に笑う。自分の使い道などそれぐらいにしか考えてないのだと。

「ともかく、行動を開始しよう。クラウド王子、今一度言うけれど、ここから先は完全に宰相たちと対決することになる。いいんですね？」

「わかっています。母を救い、私は宰相と戦います」

　僕に向ける視線には揺ゆるがない決意の光があった。

　まずは力になってくれそうな前宰相のクープ侯爵の元へ行くことにする。侯爵なら他の貴族を説得して、第二王子派をまとめてくれるだろうし、なにより囚とらわれの母の状じよう況きようが知りたいとのことだった。

　ここからは迅じん速そくに行動しないとな。










「よくぞ決意して下された、クラウド王子。しかも西方諸国の協力を得た今となってはなにも怖おそれることはありません」

　クープ侯爵がクラウド王子に跪ひざまずき、深々と頭を下げる。この人が王子様扱あつかいされているの初めて見たなあ。さすがにこんなに王都から離はなれた地方だと、バカ王子の目を気にしないですむらしい。いかにも田舎いなかの屋敷といった感じのクープ侯こう爵しやく邸ていで、僕らはこれからのことを話しあっていた。

「協力と言っても、なるべくならこの国に被害を出したくはありません。武力によって制圧というのは避けたいところですが」

「そうなるとやはり宰相の拘こう束そく、ザブン王子の王位継けい承しよう権けんの剥はく奪だつ、それが鍵かぎとなりますな」

　クープ侯爵が立ち上がり、僕に視線を向けてくる。しかしこの人、本当に六十歳さいを越こえているのか？　筋肉ムキムキなんですけど。禿はげ上がった頭と白い髭ひげは年相応に見えるんだが、がっしりとした浅黒い身体つきはとても老人には見えない。

「宰相の拘束はさほど問題ではないと思うんですけどね。どっちかというと、ザブン王子の王位継承権剥奪の方かなあ」

「今までの所業から廃はい嫡ちやくを決定することはできないのでござるか？」

　もっともな意見を述べる八重に対し、力なくクープ侯爵が首を横に振る。

「明確な証しよう拠こがありません。全て宰相が握りつぶしていますからな。被害にあった者も宰相やザブン王子の報復を恐おそれて証言することもしないでしょう。となると、あとは国王様自らがザブン王子の廃嫡を命じでもしなければ……」

　しかしその王様はザブン王子の母親、ダキア王妃に逆らえないというわけか。どうしてだろうな。やはりなにか弱みでも握られてるのだろうか。

「最悪、王様を脅おどして王位を無理やりクラウド王子に……って、これじゃこっちが悪党みたいだなあ」

「……必要であるならば、それをすることも辞しません。たとえ後世に父親から王位を奪うばった王子だと罵ののしられても」

　なるべくならそんな風にはなってほしくないところだが。しかし、なんとかしないと北のパルーフ王国と戦争だしな。うーん、結局シェスカたちの言った通り、バカ王子をサクッと殺ってしまえば全て片付くんだよなあ。

「何よりもまずはクラウド王子の母上を救出してからだな」

「エリア王妃はワルダック宰相の領地にある、ガリア砦とりでに軟なん禁きんされています。私の手の者が潜入していますが、エリア王妃は宰相の言うような病気ではありません。しかし、あそこはあまり環かん境きようがよろしくない。そのうち本当に病気になりかねません」

　クープ侯爵の言う通りなら急がないといけないな。僕らはすぐさまそのガリア砦へ向かうことにした。

　うん、また【リコール】で今度は侯爵から記憶をもらわないといけないのだね。なんで筋肉ムキムキの爺じいさんと手をつないで額を合わせなきゃならんのか。

　記憶をもらったあと、女の子分が欲ほしくなり、思わずエルゼを抱だきしめてしまった。あー、癒される……。

　殴られた。










　ガリア砦はそれなりに大きかったが、ブリュンヒルドの城よりは小さい。いかにも山城といった感じで、峠とうげの道を塞ふさいでいる。

　砦の端には大きな塔とうが建っており、その最上階にクラウド王子の母、エリア王妃が閉じ込められているという。

　その城じよう塞さいの中庭まで、僕らはクープ侯爵の記憶のおかげで厳重な警備をスルーし、無事に転移できた。中庭の物もの陰かげから塔の最上階を見上げ、クラウド王子が口を開く。

「ここからはかなり厳重な警備のはずです。ですが、陛下の魔ま法ほうを使えば透とう明めいになって潜入できるでしょう。母上を救出したなら、一気に国外へ転移してしまえば、もう安心……」

「ターゲットロックオン、砦の兵士。【パラライズ】発動」

『ターゲット捕ほ捉そく、終しゆう了りよう。【パラライズ】発動しまス』

「ぐうッ！」とか「はうあ！」とか短い叫さけび声ごえがして、塔の前を警備する兵士が、ばったりと倒れる。これでほとんど無力化したはずだ。何人か【パラライズ】の効かない魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよくの高い奴やつや、護ご符ふを持っている奴らがいるかもしれないが、いいとこ二、三人だろ。

「じゃ、行きましょうか」

「………………」

　ポカンとしているクラウド王子に声をかけて僕は歩きだす。その肩かたを八重が軽く叩たたき、「気にしたらキリがないでござるよ」とわけのわからない慰なぐさめをかけていた。なんだよ、それ。

　僕らは倒れている兵士を横目に塔の中へと入っていく。しかし物々しい警備だなあ。王宮よりも厳重なんじゃないか？

　入ってみてわかったが、馬丁とか料理人とか、まだ砦の中でも動ける人間がそれなりにいた。ターゲット指定を「兵士」ってしてたからな。失敗したか。

　もっとも彼らはパニックになっていて、僕らに向かってくるようなことはなかった。なんか「伝でん染せん病びようだ！」とか叫んでいる。まあ、そうも見えなくもない。

　そんな彼らを無視し、僕らは塔へと入る。階下の大部屋で何人かの倒れている兵士たちから鍵かぎを奪うばい、扉とびらを開けて、長い石の螺ら旋せん階段を上へ上へと登っていく。

　と、階段途と中ちゆうの中部屋の前で、メイド服を着た二十歳はたちくらいの黒くろ髪かみの女性とばったりと出くわした。ああ、この人にも【パラライズ】は効かないわな。どう見ても「兵士」には見えないし。

「誰だれです!?　兵士を呼びますよ！」

「僕はクラウド。この国の第二王子だ。ここにいる母を迎むかえにきた。通してくれないか」

「クラウド王子!?」

　黒髪ロングのメイドさんはその場に跪き、顔を上げた。おや、ひょっとしてこの人……。

「失礼致いたしました。私はエリア王妃様の世話係をさせていただいてます、アンジェと申します。クープ侯爵の命により王妃様の安全を守っておりました」

「そうか、君がアンジェか。クープ侯爵から聞いている。いつも母のことを知らせてくれてありがとう。心から感謝している」

「そんな、もったいない……」

　やっぱりそうか。クープ侯爵が潜もぐり込ませていた人ってこの人か。

「王妃様はこの上におります。さ、お早く……」

「なんだお前たちは！」

　上の階段から降りてきた一人の兵士が僕らを見て剣けんを構える。ちっ、動ける兵士がいたか。

　僕は兵士を動けなくするため、実じつ弾だんの装そう填てんされた腰こしのブリュンヒルドで足を撃うち抜ぬこうとした。しかしそれよりも速く、一瞬で兵士の前に飛び込んで、身を低くしたアンジェさんが打ち上げるような強きよう烈れつな蹴けりをその顎あごに食くらわせていた。うおお、凄っ。

「アンジェさん、武ぶ闘とう士しね。しかも結構な使い手みたい」

　エルゼが小さく呟つぶやく。武闘メイドか！　確かにこれくらいの実力がないと潜入なんかできないのかもしれない。

「さ、行きましょう」

　ぶっ倒れた男から鍵の束を奪い、アンジェさんが階段を登っていく。それに遅れまいと僕らも続いて登り始めた。

　しばらくすると小さな扉が取り付けられた階に辿たどり着つく。これより上の階段はない。ここが最上階か。

　アンジェさんが鍵を開けて、クラウド王子が部屋へ飛び込む。そこには椅い子すに腰こし掛かけ、編み物をしていた四十代の女性がいた。あ、こりゃクラウド王子のお母さんに間違いないわ。目元がそっくりだ。

「母上！」

「クラウド……？　クラウドなの？　クラウド！」

　久しぶりの再会に、親子が涙を流しながら抱き合う。後ろからぐすっ、という声が聞こえてきたので振ふり向むくと、八重が涙を浮かべていた。もらい泣きかよ。気持ちはわからんでもないけど。八重は優やさしい子だからな。

　ポケットに入れていたハンカチを八重に差し出すと、彼女は涙をそれで拭ふいてから、ちーんっ、と豪ごう快かいに洟はなをかんだ。おまっ！　そんなベタな！

「クラウド、こんなに大きくなって……。今日まで生きてきたかいがあったわ」

「母上、すぐにここから脱だつ出しゆつしましょう。陛下、お願いします！」

「あいよー」

「陛下？」

　僕を怪け訝げんそうな顔で窺うかがうエリア王妃の前で【ゲート】を開く。一気にブリュンヒルドに行ってしまおうかとも思ったが、とりあえずクープ侯こう爵しやくの屋や敷しきにつないだ。

　クラウド王子が驚おどろく母親の手を取り、【ゲート】をくぐる。同じように驚いているアンジェさんを引き連れて、僕らもクープ侯爵邸に転移した。

　救出完かん了りようっと。これでもうクラウド王子を縛しばる枷かせはない。安心して第一王子派に反旗を翻すことができるってわけだ。

　さてさて、どう料理してやろうかねえ。スゥを奴隷にしようと考えてた奴に、容よう赦しやなどする気は微み塵じんも無いぞ。くっくっくっ。

「冬夜が悪い顔してるわ」

「またえげつないことを企んでるのでござろうなあ……」

　なんだよう。
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　さて、こちらにはもう心配事は無くなったので、クラウド王子は王宮から姿を消した。

　クープ侯爵の元に母子共々身を寄せていたわけだが、そこまで追っ手は迫せまってこなかったらしい。まあ、来たとしても殲せん滅めつさせるか、【ゲート】で高飛びするだけだが。

　突とつ然ぜんの第二王子失しつ踪そうに、王宮内でもひと騒そう動どうあったようだ。その様子が今の僕にはありありとわかる。




『ガリア砦からエリア王妃が消えただと!?　クラウド王子が連れ去ったというのか!?　砦の兵士はなにをしていたのだ！』

『は、はい、伝でん書しよ鳩ばとからの知らせでは全員が身動きを封ふうじられ、何もできなかったと……』

　伝令の言葉にいらだたしげにワルダック宰相が机を拳で叩く。それに臆おくしたのか、伝令が一礼して宰相の部屋を出て行ってしまった。

『だから言ったでしょう、ザブン。さっさとあんな子、消してしまえばよかったのに！』

『クラウドのやつ！　飼い主に逆らってタダですむと思うなよ！』

　声をヒステリックに荒あららげるダリア王妃と、面白くなさそうに舌打ちをするバカ王子。

　その三人の慌あわててる様子を窓辺のカーテンの陰から覗のぞく、小さな監かん視し者がいた。僕の召喚したハツカネズミである。

　現在、このハツカネズミの視覚と聴ちよう覚かくを僕と同調シンクロさせて、相手の出方を伺うかがっている。

『クラウド王子がクープ侯爵と手を組んで、地方の貴族たちを抱き込むと面倒なことになりかねない。……ここは急ぎ、国王陛下に王位をザブン王子に譲ゆずるよう願い出ましょう。その上で、クラウド王子を捕とらえます。罪状はなんとでもなりましょう』

『パルーフとの戦争はどうするのさ、ワルダック』

『残念ですが後回しです。まずは反逆の芽を摘つむのが先かと』

『チェッ、せっかくパルーフの王女を手に入れられると思ったのになァ。まあ、やっと国王になれるからいいかあ』

　国王になれるという喜びからか、浮うかれた様子でザブン王子が部屋を出て行った。

　うーん、これはどうなんだろう。現国王から王位を奪うよりは、バカ王子が王位についてから奪ったほうが良心の呵か責しやくが少ない気もするが。

　いや、間を空ければ空けるほど、被ひ害がい者しやは増える可能性もある。ここはやはり……。

『……エリア王妃を奪われたのはまずい。いずれ国王の耳にも届くかもしれん。その前にザブンに王位を譲らせねば……』

　おや？　ワルダックの口調が変わった。苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、国王やザブン王子を呼び捨てにしてるし。本ほん性しようを現したか？

　でもダキア王妃がいるのにな。イトコのダキア王妃の前では素すを出しているのだろうか。

『こんなことならさっさと王位を継がせるべきだったか。クープ侯爵らを押おさえつけるのに国王の力が必要だったとはいえ……くそっ！　幸い、エリア王妃を奪われたことはまだ知られてはいないだろう。強ごう引いんにでも認めさせねば。認めねばエリア王妃の命はないと脅せば間違いあるまい』

　おいおい、どういうことだ？　エリア王妃が人ひと質じちになってたのはクラウド王子を封じるためじゃなかったのか？　国王もエリア王妃を盾たてにされて、宰相の言いなりになってたとでも……。

　ちょっとこれは決定的な証拠になるかもしれん。現場を押さえとこう。【ゲート】を使い、スマホをこっそりとハツカネズミ君の元へと送る。よしよし、ちゃんと録画しておいてくれよー。

『エリア王妃とクラウドに国王の元へ行かれてはマズい。王宮を完全封ふう鎖さし、その間に国王を脅して、王都の貴族の前でザブンに王位を譲らせねば』

『王位をザブンに譲らせたら国王はどうするの？』

『消えてもらうさ。今すぐ死んでもらってもかまわんのだが、きちんと王位をザブンに譲り渡わたしてからでないと、クラウドを担かつぎ上げる面倒な奴らが出てくるかもしれんからな』

　おおっと、いただきましたよー。国王暗殺計画の証拠を。っていうかこれ、ダリア王妃も同罪だよな。これで、クラウド王子は反逆者の汚お名めいを被こうむらないですむかもしれない。

『どっちみち後こう顧この憂うれいを断たつために、なんとしてもクラウドには死んでもらう。王家の血筋は一人たりとも残すわけにはいかん』

　？　何言ってんだこいつ。国王とクラウド王子を殺したって、ザブンが残ってるじゃない……か……。

　…………おいおい、ちょっと待てよ。まさか……そういうことなのか？　だとすればクラウド王子への仕打ちもわかる。

『やっと我が一族がこの国を手に入れられるのだ。誰にも邪じや魔まはさせん』

『私とあなたの息子が、もうすぐこの国の王となるのね』

『ああ。新しい王家の誕生だ』

　そう言って二人は口の端を釣つり上げ、歪ゆがんだ笑いを浮かべていた。










『やっと我が一族がこの国を手に入れられるのだ。誰にも邪魔はさせん』

『私とあなたの息子が、もうすぐこの国の王となるのね』

『ああ。新しい王家の誕生だ』

　録画した映像の再生を終了する。周りを見み渡わたすと、みんな声も出ないようだった。

「そんな……ザブン王子がワルダックとダキア王おう妃ひの息子だと!?　ならば……ならばこれは王家の乗っ取りではないか！」

　椅子から立ち上がり、拳を握にぎりしめてクープ侯爵が叫ぶ。無理もないか。これは侯爵の言うとおり王家の乗っ取りだ。冷静でいられるはずがない。ワルダックは三十年以上もザブンの出生を騙だまし続け、宰相になったという十年前からは国王を脅して政治的にもこの国を操あやつっていたのだ。

　おそらくクープ侯爵の宰さい相しよう更こう迭てつも、ワルダックのシナリオだったのだろう。

「驚いたわね……。でもなんか納なつ得とくしちゃったわ」

「で、ござるな……。クラウド殿どのとあのバカ王子はあまりにも似ておらぬ。片親どころかまったくの赤の他人なら、それも当然でござるよ」

　エルゼや八重の言うことももっともだ。なんか腑ふに落ちたというか、どうりで、と納得できてしまった部分もある。体型的には似ていないが、濁った目付きはそっくりだ。

『托たく卵らん』という動物の習性がある。カッコウなどの鳥類にみられる習性だが、まったく別の鳥の巣に卵を産みつけ、自分の子供をちゃっかり育てさせるという習性だったはずだ。そんな知識がふと頭をよぎった。

　椅子に座すわったまま微び動どうだにしないクラウド王子に目を向ける。膝ひざに肘ひじをつけて指を組み、じっと足元に視線を向けていた王子が静かに口を開いた。

「兄……いやザブンと私はなんの繋つながりもなかった。もう何も躊ちゆう躇ちよする理由はありません。私は国のため、父のため、母のために、国を乗っ取ろうとする国こく賊ぞくと戦います」

「よくぞ申された、クラウド王子！　正しい王位継けい承しよう者しやはあなたなのです！　この国をあのような輩やからに渡してはなりません！」

　クープ侯爵の言う通り、これで大義名分はこちら側にある。王様を脅きよう迫はくする材料にしていたエリア王妃も助け出した。もう向こうに切り札はあるまい。あとは一気にたたみかけるだけだが、その前にきっちりと調べることがある。

　僕はこっそりと【インビジブル】を使い、ワルダックとザブンから毛根付きの髪かみの毛けを拝借して、『錬金棟』のフローラの元へと持っていった。それをもとにフローラが解かい析せきした結果、間違いなく二人は親子だという結論が出た。つまり、ザブンは国王の血を引いていない。まったくの赤の他人ということだ。

　まあ、万が一ということもあったからな。ちょっと安心した。

「うふふ。マスターの子供が生まれた時も調べてあげまスの」

「おいコラ、どういう意味だ？」

　そんなことを気にしてたら世の中のお父さんは疑ぎ惑わくの中で子供を育てないといけないだろうが。

　江え戸ど時代の将軍様が大おお奥おくを男子禁制にした理由が今回ものすごくわかったが。

「マスターはお嫁よめさんが沢たく山さんいるから子供も沢山でスの。博士が言ってたでスの」

「博士って、バビロン博士がか？　僕ぼくの子供のことまで知ってたのか」

　未来を覗くアーティファクトとやらで見たのか。すると、今よりも先の未来を見たのかな。子供がいるってことは、十八歳になった後……だと思うけど。僕が欲望に負けなければ。

　あと一年と半分くらい、いや妊にん娠しん期間を入れれば、早くても二年以上先の未来か？

　ただこの世界、一年が三六五日じゃないんだよなあ。地球より長いんだ。だとするとさらにもう少し先かもしれない。

「九人のお嫁さん、それぞれに子供がいるみたいでスの。子宝国王様でスのね」

　うはっ!?　九人も子供がいるのか。相手するのしんどそうだなあ……。




　…………………………………………はい？　九人のお嫁さん、それぞれに？




「九人!?　なんだそれ!?　聞いてないんですけど!?」

「言ってませンの」

　え!?　なにそれ、九人もお嫁さんが増えるってこと!?　どんな未来だよ、それ！

　ちょ、ちょ、ちょっと待てよ。今の段階でユミナ、エルゼ、リンゼ、八重、ルーの五人だろ？　暫ざん定ていだけど、スゥが入ったとしても六人。つまりあと三人も増えるってこと!?　なにがどうなってそうなった！

「……この話、誰かにしたか？」

「してないでスの」

「誰にもするな。余計な被害を生み出だす原因になりかねん」

　特に僕に。それにしてもいったいなにやってるんだよ、未来の僕……。

「それはつまり残りのお嫁さん候補に私を入れてくれるということでスの？」

「なんでそうなるんだよっ。だいたいお前ら子供はできないって言ってたろ」

「子供なんて『錬金棟』と『研究所』の技術を合わせれば、マスターのクローンを作ることも可能でスの」

「絶対やんなよ！」

　自分の完全クローンの息子なんて真っ平ごめんだ。フローラに余計なことを口走らないように釘くぎを刺さして、クープ侯爵邸へと戻もどってきた。

　鑑かん定ていの結果をエルゼたちに伝える。間違いなくザブンは王族ではない。これで本当に向こうに遠えん慮りよする必要はなくなった。

「さて、じゃあ最後の仕上げをしてくるか」

「どっかへ行くのでござるか？」

　八重が僕に尋たずねてくる。どこへってそんなの決まってる。

「一番の被害者のところへ真実を伝えにさ」

　そう言いながら僕は再び【ゲート】を開いた。
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　　　　　◇　◇　◇







　二日後、リーニエの王宮には王都に住む全ての貴族たちが集められていた。表向きは国王による召しよう集しゆうであるが、実際は宰相ワルダックの召集である。

　僕らとクラウド王子、クープ侯爵も王宮へと忍しのび込んでいた。例によって【インビジブル】で姿を消し、謁えつ見けんの間に並ぶ貴族たちから離れて様子を伺っている。

　立ち並ぶ貴族たちの先頭にはワルダックが陣じん取どり、不敵な笑えみを浮かべていた。

　玉座より一段下ではザブン王子がにやにやとした目付きで、玉座の横に座るダキア王妃に話しかけていた。

　ざわついていた謁見の間に突然ラッパの音が響ひびき渡る。

「国王陛下の御お成なりにございます」

　伝令の声に従って、ざわついていた貴族たちが静まり、皆みな、その場で臣下の礼をとる。現れたリーニエ国王は五十を越えたくらいの年ねん齢れいで、クラウド王子に似て長身の、どこか頼たよりない印象の人だった。

　真っ赤なマントと白い衣、そして金の王おう冠かんといういかにも「王様」といった感じのその国王が、黄金の王おう錫しやくを片手に玉座に座る。

「忙いそがしいところ皆に集まってもらったのは他でもない。私はそろそろ王位を譲り、退位しようかと考えている」

　リーニエ国王の突然の言葉に、再びざわつき始める貴族たち。動じなかったのは三人だけ。言うまでもなく、宰相ワルダックとダキア王妃、そしてザブン王子である。三人とも共通した笑みを浮かべて、国王を見ていた。

「ここで皆に次の国王を発表したいと思う。私は全ての公務をその息子に譲り、王位を退く。次期王位継承者はリーニエ王国第一王子……」

　貴族たちの目がザブン王子に集まる。様々な思おも惑わくの乗った視線を浴びて、マッシュルームカットの痩やせぎすな王子はにやついた笑みを浮かべていた。が。

「第一王子、クラウド・ゼフ・リーニエに王位を譲ることとする」

「「「なッ!?」」」

　貴族たちの驚いた声よりさらに驚きよう愕がくした三つの声が謁見の間に響き渡った。

　ここぞとばかりに【インビジブル】を解いたクラウド王子の背中を押してやる。

　真まっ直すぐに玉座の前へと歩むクラウドの後を、護衛するかのようにクープ侯爵が続く。僕らはあくまで部外者だ。しばらくはここで消えたまま見守ろう。

「なっ、クラウド！　お前っ……！」

　突然現れたクラウド王子にわけがわからず狼ろう狽ばいするザブンをよそに、クラウド王子は国王の前で恭うやうやしく膝を折る。

「謹つつしんでお受けいたします、父上。これからは国王として一層の努力を惜おしまぬ所存でございます」

「うむ。頼たのんだぞ」

「ちょっと待てよ！　どうなってるんだよ、これわぁ！」

　ザブン王子がわめく。突然の成り行きに周りの貴族たちも狼狽うろたえ始め、その中から宰相であるワルダックが前へと進み出た。

「陛下！　御お言こと葉ばではございますが、国の定めに従えば第一王子たる者が王位を継つぐのが定石。それを捻ねじ曲まげることはたとえ国王陛下でも……！」

「なるほど、道理よな。だからこそ私はクラウドに王位を譲るのだ。言ったはずだぞ？　『リーニエ王国第一王子、クラウド・ゼフ・リーニエに王位を譲る』とな」

「っ！　なにを馬ば鹿かなことを！　第一王子はザブンですわ！　ザブンが国王になるのが筋でしょう!?」

　たまらず隣となりにいたダキア王妃が声を荒らげる。それを聞いた国王陛下がおかしそうに笑い始め、やがて謁見の間に響き渡るほどの声で笑い出した。ダキア王妃が尋じん常じようではない国王から一歩引く。

「それが筋と申すか、ダキア。よくもまあ言えたものだ」

　リーニエ国王・シュラフは玉座から立ち上がり、鋭するどい目付きで王妃を睨にらみつける。そこには頼りない国王の姿はなく、怒いかりに燃える目だけがあった。

「皆は知っておるだろうか。ベルファストとレグルスの間にできたばかりの公国を。ブリュンヒルド公国のことを。公王は銀ランクの冒ぼう険けん者しやであり、ミスミドに現れた悪あしき黒こく竜りゆうを屠ほふった。さらにレグルス帝てい国こくの反乱を鎮ちん圧あつし、帝国をも救った人物。彼かれが我わが国くにも救ってくれたのだ」

「公王陛下、こちらへ！」

　クラウド王子に呼ばれ、僕らも【インビジブル】を解除してみんなの前に現れる。僕の左右には八重とエルゼが付き従い、僕を先導するように白びやつ虎こモードに戻った琥珀が前を歩く。

「ブリュンヒルド公王。あの晩、私に見せてくれた『あれ』をここで皆にも見せてはくれないだろうか」

「……いいんですか？」

「いいのだ。三十年も騙された間ま抜ぬけな男と思われようとも、この真実は知らせるべきだと思う」

　自じ嘲ちよう気味にリーニエ国王が笑う。

「わかりました」

　僕はスマホを取り出し、空中に映像を映し出す。それは映画のスクリーンのように大きなものなので、謁見の間にいる全ての人が見ることができる。

『王位をザブンに譲らせたら国王はどうするの？』

『消えてもらうさ。今すぐ死んでもらってもかまわんのだが……』

「こっ、これは!?」

　突然映し出された自分たちに、ワルダックもダキア王妃も慌てふためく。そりゃそうだ。二人で国王の暗殺を話しあっているのだから。

『私とあなたの息子むすこが、もうすぐこの国の王となるのね』

『ああ。新しい王家の誕生だ』

「やめろ！　今すぐにこれをやめろ！」

　僕に向かって駆かけ寄よろうとしたワルダックを琥珀がひと睨みして押さえつける。暴あばかれた真実に集められた貴族たちがざわめく。

「これはその時の出来事を記録して、もう一度見られるようにできる僕の無属性魔法です。あんたたち二人の会話はしっかりと僕の使つかい魔まが見ていたんだよ」

「馬鹿な！　陛下、これは何かの間ま違ちがいで……！」

　ワルダックが懸けん命めいに言い訳をしようとする。確かにこれが忠臣の言葉なら国王もこの映像を信じなかったかもしれない。しかし、相手は自分を脅迫していた奸かん臣しんである。信じられるはずもない。

「間違い、か。三十年前に気付くべきだったな。お前たちの目には私はさぞ滑こつ稽けいに映っていただろう。自分たちの息子を何も知らずに第一王子として扱い、その所業に悩なやまされる私の姿は笑えたか？」

　国王の言葉にワルダックが押し黙だまる。脂あぶら汗あせを流しながら視線はキョロキョロと泳ぎ、明らかに冷静さを失っていた。

　結局、こいつの力は国王という操り人にん形ぎようがいてこそなのだ。エリア王妃という操る糸が切れたため、今度はザブンという新しい操り人形を操るはずだった。それが瓦が解かいしてしまったのだ。そりゃこうなるか。

「エリアが救出された今、お前に遠慮することもなくなった。ワルダック、この場でお前から宰さい相しようの地位を剥奪する。国民を優先すべき国王でありながら、エリアの身を案じて貴様の言いなりになってしまったこの十年……悔くやんでも悔やみきれぬ。私には国王の資格はない。が、貴様にも宰相の資格はないぞ」

「父上……」

　悔くやしそうに俯うつむく国王をクラウド王子がなんともいえない表情で見つめる。国王の隣にいたダキア王妃の方は力無く座り込み、呆ぼう然ぜんとしていた。

　元はといえばこの王妃の不ふ貞ていが招いた事件だ。ざまあみろとまでは思わないが、自じ業ごう自じ得とくだと思う。夫を裏切ったことに対して、良心の呵か責しやくを少しも持たず、あまつさえ殺してしまおうと考える女に、同情などできるわけがない。

　そんなことを考えていたら、そいつの息子の馬鹿が喚わめき出した。

「こんなのは出まかせだ！　第一王子は僕だぞ！　国王には僕がなるんだ！　クラウドが国王なんて許すもんか！　暗殺を企たくらんだのはワルダックと母上じゃないか！　僕じゃないぞ！　僕には関係ない！」

「……本当に救いようのない馬鹿だな」

　呆あきれ果はてて、ため息しか出てこない。母親の犯罪とは無関係だと喚き散らす息子。そこからは自分のことしか頭にない我わが儘ままな幼よう稚ちさしか感じられない。馬鹿過ぎる。

「馬鹿だと！　お前みたいなちっぽけな国の国王に言われる筋合いはないぞ！　僕からベルファストの公こう爵しやく令れい嬢じようを奪ったくせに偉えらそうにするな！」

「【グラビティ】」

「うぐう――――!?」

　加重魔法でバカ王子、おっともう王子じゃないか。馬鹿を床ゆかに押さえつける。車に轢ひかれたヒキガエルのように地べたに縫ぬい付つけた。

　これ以上聞いてると頭がおかしくなりそうだ。こいつはまったく状況がわかってないんだろうか。ため息をついた僕に、クラウド王子が声をかけてきた。

「陛下、魔法を解いてもらえますか」

「え、でも」

「お願いします」

　クラウド王子の申し出に【グラビティ】を解除する。とたんに、ザブンが勢いよく立ち上がり、クラウドに向けて満面の笑みを浮かべた。

「よくやったぞ、クラウド！　お前も僕が国王になるのが一番いいってわかってるんだな！　今までのことは許してやるから、僕に王位を、」

「黙れ」

　静かな怒りを震ふるわせてクラウド王子がザブンの前に立つ。へらへらとした笑いを浮かべていたザブンの笑みが固まり、頬ほおを一筋の汗あせが流れた。クラウドがゆっくりと上げた右手に拳こぶしが握られる。

「……おい、なんだその手は。僕を殴なぐろうっていうのか!?　兄であるこの僕を殴るなんて許さないぞ！」

「貴様を兄と思ったことなど、一度もない」

　バキィィィッ！　と、全力で振り抜いた右拳が馬鹿の顔面をとらえ、そのままもんどりうって床に倒たおれる。うおう、決まったなあ。

「ザブン！」

　鼻血を流しながら倒れている息子の元へダキア王妃が駆け寄る。それを冷たい目でリーニエ国王が眺ながめていた。

「お前のような女でも自分の息子は可愛かわいいか。わかるぞ。私も自分の息子が大事だからな。お前たちが他人のクラウドに冷たい仕打ちをしたのも、仕方のないことだったのかもしれんな。私もザブンが殴られても何も感じぬわ」

　ザブンの教育などはすべてワルダックとダキア王妃が行い、国王は何もさせてもらえなかったという。

　一年に数回会う程度で、聞かされるのはしでかした不始末の噂うわさばかり。叱しかりつけようとしてもワルダックがそれを阻はばみ、親子の情などほとんど感じたことはなかったらしい。

　これがもし触ふれ合あう機会も多く、愛情をもって育てていたら。たとえ他人の子とわかっても、ここまで冷たい目はしなかったのではないだろうか。

「くっ！」

　ワルダックが謁見の間から逃にげ出そうと身を翻ひるがえす。おっと、逃がすわけないだろ。

「【グラビティ】」

「うぐう――――!?」

　ブルドッグが地べたに這はい蹲つくばる。しかし、ザブンとおんなじような反応だな。さすがは親子ってとこか？

「あんたの屋敷も調べさせてもらったよ。ずいぶんと悪どいことをしてたみたいだねえ。贈ぞう収しゆう賄わい、公金横領、密貿易、出るわ出るわ。あ、証しよう拠この品はもう国王陛下に渡してあるから」

「それに追従した者もわかっておる。今さら言いい逃のがれができると思うなよ」

　クープ侯爵がざわつく貴族たちを睨みつける。あからさまに目を逸そらしたり、視線が泳ぐ奴らが何人かいた。

「……情けない。すべての責任は私にある。ここまで好き勝手にされて、なにもできなかったのだからな。私よりもクラウドが国王となった方が国民のためになるだろう。後始末を押し付けるようですまないが……」

「なにをおっしゃいます、父上。私も至らぬところがあるでしょう。そのときはどうか遠慮なく叱りつけて下さい」

「クラウド……すまん……」

　一人息子の手を取って顔を伏ふせる国王の目には涙なみだが浮かんでいた。よかったな。これで日ひ陰かげの人生を歩んできたクラウド王子も幸せになれるだろう。

「ふざけるなあ！　この国は僕のものだぞ！　お前らみんな死ね！　おい、衛兵！　あいつらを殺せ！　褒ほう美びをやるぞ！」

　鼻血を流しながら立ち上がったザブンが大声で喚く。あいつらってのは国王も含ふくめてか？　当然ながら誰もその命令に従う者はなく、虚むなしくその声が響き渡るだけだった。

「なんかこうなると哀あわれでござるよなあ……」

「まったくよね。子育てって、ちゃんとしなきゃいけないんだって身に染しみて感じるわ」

　確かに。これが自分の息子だったらと思うと……ううっ、寒気がする。

「見苦しいぞ。お前はもう私の息子でもなければ王子でもない。そのような者に誰が従う。それよりも自分のしてきた所業を省かえりみよ」

　国王からの最終通告にザブンが顔を真っ赤にして歯をギリギリと食いしばる。ワルダックの悪事を調べるときに、この馬鹿が今までしてきたことも全部わかった。

　弄もてあそばれた女性たちや、面白おもしろ半分で殺された町人、無理やり攫さらわれて奴ど隷れいにされた人たちがたくさんいた。泣いて許しを請こう親を殴りつけ、娘むすめをその前で辱はずかしめたこともあったという。

　悪いことをしたという気持ちが微塵もない。反省もしなければ、後こう悔かいもない。なにを言っても自分が正しく、相手が間違っていると思っているのだろう。

　甘あまったれた馬ば鹿か野や郎ろうだ。こんな奴に情けをかける必要があるのか？

「リーニエ国王陛下。この三人をどうするおつもりで？」

「罪状から考えるなら全員死し刑けいだ。取とり繕つくろってもしかたあるまい。国外に恥はじを晒さらすことになるが、それも甘んじて受けよう」

　王妃に騙されて浮うわ気きされた挙句、その子供を王子として扱あつかい、宰相には国の実権を握られていた。確かにいい笑い者だな。だがそれを甘んじて受けようというのなら僕からは何も言うまい。

「なんで僕が死刑にならないといけないんだ！　ふざけるな！」

　ザブンがいまだにわめき散らしている。もうその姿は見るに耐たえない。いいかげんに黙れよ。

「ふざけてるのはどっちだ。今度はお前が今までやってきたことの報むくいを受ける番だろ？　もうお前は王子でもなんでもない、ただの犯罪者だ。誰も守ってくれなどしない。いい加減に認めろ」

「うるさいうるさいうるさい!!　お前！　必ず殺してやるからな！　覚えてろよ！　お前の国も、女も、メチャメチャにしてやるからな！」




「…………あ？」




　ゆっくりと抜いたブリュンヒルドでザブンの右足の甲こうを撃ち抜く。実弾が貫かん通つうし、右足の先から血がどくどくと流れ出た。今なんて言った？

「ぎゃああああああぁぁぁああぁあぁぁぁッ!?」

　撃ち抜かれた右足を押さえながら、ザブンが倒れる。うるさいな。耳みみ障ざわりな声を出すなよ。

「な、なにを……！」

「僕の大切なものをメチャクチャにするんだろ？　そんな奴やつを生かしておけると思うのか？」

　もう一発、今度は左足の太ふと腿ももに撃ち込む。

「うぎゃあぁあぁ！　やめ、やめて！　痛い、痛いぃいぃぃいぃ！　ころ、殺さないで……！　死にたくないぃぃ！」

「そう言った罪もない町の人を笑って殺したんだよな、お前は。自分は許されるとでも？」

　恐きよう怖ふに引ひき攣つるザブンの右みぎ腕うでを足で押さえつけて、その手のひらに三発目を撃ち込む。

「ぎゃあぁぁああぁぁぁぁあああぁぁああぁ!!」

　がくっ、と、痛みのためか、死の恐怖のためか、ザブンはあっさりと気を失った。

　その馬鹿に回復魔ま法ほうをかけて傷を治してやる。初めから殺す気は無かった。ただムカつくから脅おどして撃うった。それだけだ。こいつに罰ばつを与あたえるのは僕の役目ではない。

　こいつは間違いなく地じ獄ごくに行くだろうが、あっさりと死刑ではこの馬鹿に人生を狂くるわされた人たちは納得しないだろうな。まあ、そこらへんはクラウド王子、いや、新しいリーニエ国王に任せよう。

「……すいません。余計なことをしました」

　振り返り、元リーニエ国王に頭を下げる。

「いや、ザブンには自分のしたことを償つぐなう必要がある。死刑とは言ったが、どうするかはクラウドに一任しよう。私はもう国王ではないからな」

「衛兵！　この三人を地ち下か牢ろうへ！」

　新しい国王の声を聞き、弾はじけるようにやってきた衛兵たちが三人を拘こう束そくしていく。ついこのあいだまではクラウドを無視しまくっていたのにな。

「大だい丈じよう夫ぶ、冬夜？」

「……ごめん、少し取り乱した」

　公国やエルゼたちをメチャクチャにしてやるとあの馬鹿に言われて、つい頭に血が昇のぼった。あいつにそんな力があるわけないのに。

　ベルファストの若い騎き士し連中に絡からまれた時もそうだったが、自分のことよりも周りのみんなのことをなんか言われると、カッとなってしまう。短気なつもりはないんだが。もっと平常心を持たないといかんな。

　拘束されて地下牢へと連行されていく三人を見ながら、僕はそんなことを考えていた。







　　　　　◇　◇　◇







　王位継けい承しようがされてから数週間、目まぐるしくクラウド王子、いや、新しいリーニエ国王は動き始めた。

　まずは宰相職にクープ侯こう爵しやくを復帰させ、ワルダックとつるんでいた王国御ご用よう達たし商人の賄わい賂ろや横領の証拠を掴つかんで全員捕らえさせた。

　同じくその甘い蜜みつを吸っていたワルダック寄りの貴族たちも粛しゆく清せいしたという。

　国民たちの税金も下げたようだ。ワルダックの溜ため込んでいた財産はとんでもない額で、クラウドはそれを惜しげも無く全て国民の生活向上のためにと解放したという。

　ザブンの所有する屋や敷しきの地下牢からは多くの奴隷たちが見つかり、僕が全員『隷れい属ぞく化かの首輪』を外し、解放した。

　十年という年月の間、宰相の地位をいいことに好き勝手をしていたワルダックではあったが、その方針は軍事に国力を注ぎ込み、戦争の準備をする一点にあった。

　パルーフ王国を打ち倒し、初のパルニエ島統一という偉い業ぎようを成なし遂とげた英えい雄ゆうとして歴史に名を残そうと躍やつ起きになっていたらしい。

　そのために国民の生活や国内の整備などは完全にないがしろにしていた。こんな状態じゃ戦争したとしても勝てたかどうか怪あやしいもんだ。

　結果、リーニエの国力はかなり下がったと思われる。救いがあるとすれば、パルーフ王国との戦争は回かい避ひされたということか。まあ、向こうも凶きよう作さくやらなんやらでそんな余よ裕ゆうはなかったのだろう、お互たがいに今まで通りの関係を続けているようだ。

「それでも以前よりはパルーフ王国と友好的な関係を築けるようになれると思います。いろいろ大変ですが、やりがいがありますよ」

「前国王はどうしてます？」

「父上は母上といつも一いつ緒しよに過ごしています。ワルダックの専横な振ふる舞まいを防げなかったとして、自ら蟄ちつ居きよいたしました」

　ブリュンヒルドの会議室で、新しいリーニエ国王のクラウドがそう語った。

　あれから街の様子を探さぐってみたが、前国王は性しよう悪わるのダキア王妃に騙されて、ザブンという偽にせ王おう子じを自分の子供として思い込まされていたという、『可哀かわい想そうな王様』みたいになっていた。無能でダメな王というレッテルは貼はられたが、恨うらみや憎にくしみは全部ザブンやダキア王妃、ワルダックの方へと向いたらしい。

　ザブンの横暴は城下町でも有名だったので、あれが国王になったらこの国は終わりだ、と思っていた人たちも多かった。ところがそのバカ王子が廃はい嫡ちやくどころか、偽にせ王子と証明され、今までの罪を罰せられるとわかると、街の人たちは喜びにわいた。ずいぶんと嫌きらわれていたもんだな。

「それで、あの三人の処置は？　やはり死刑で？」

「いいえ。もっと重い刑けいにしました。でなければあの三人に命を奪うばわれた者たちが浮かばれません」

「もっと重い刑というと……」

「ザブンの持っていた『隷属化の首輪』を付け、サンドラの奴隷商に売り渡しました」

　それはまた……キッツいなあ……。

　なんでもサンドラの採さい掘くつ場じようを管理する商人に売り渡したそうだ。そこで働かされる奴隷の大半が犯罪者奴隷で、ほとんど朝から晩まで強制労働が続くらしい。脱だつ走そうもほぼ不可能で監かん獄ごくと変わらないという。

「労働などしたことのないザブンにとっては地獄でしょうね。しかし、そうでなくてはならない。自分の犯おかした罪を身を持って味わわなければ、死んだ者たちも納得しないでしょう」

　ある意味ものすごく残ざん酷こくな刑とも言えるし、甘い刑とも言える。生き地獄ではあるが、生きているだけマシ、とも思える。本人の気持ち次し第だいだろうが。

　犯罪者奴隷として一生を終える……それほどの罪を犯してきたのだ。同情する気にはなれない。

「冬夜殿、そろそろいいかな？」

「あ、すいません。話し込んじゃって」

　咳せき払ばらいをしてベルファスト国王が椅い子すから立ち上がる。そしてその場にいる各国の首しゆ脳のう陣じんを見渡し、今日の議題の決を取り始めた。

「リーニエ王国の西方同盟への参加を認めぬ者は挙手を」

　ベルファスト、リーフリース、ミスミド、レグルス、ラミッシュ、全ての代表から手が上がることはなかった。むろん、僕も異議はない。

「ではリーニエ王国を西方同盟の同盟国として迎むかえよう」

　みんなから拍はく手しゆがあがるなか、新しいリーニエ王国国王、クラウドが深々と頭を下げた。これである程度の援えん助じよは各国からもたらされるだろう。あくまで各国も無理しない程度の援助ではあるが。

「と、今日の議題も終わったところで」

「『親しん睦ぼくを深める』としましょうかな」

「よっしゃ、今日は負けんぞう！」

　またそれかよ！　普ふ通つうなら月一回の会議が、今回はリーニエの騒そう動どうがあったからな。また遊べるのが楽しいのかもしれないけどさ。

　ベルファスト国王とミスミド国王が連れ立って会議室から出て行こうとする。

「冬夜殿、メンバーはもう球場に？」

「……転移しときましたよ。っていうか前もって教えておいて下さいよ……」

　ジト目で二人を見た僕は小さくため息をつく。

「今日はミスミドとベルファストで試合を行う予定でな。リーニエ国王も観戦に来たまえ」

「試合？　剣けん術じゆつ試合の観戦ですか？」

「野球だよ、野球！　知らんのか？　ならワシがルールを教えてやるから、さっそく行こう！」

　クラウドがレグルス皇こう帝ていとリーフリース皇王に連行されて行った。ラミッシュ教皇も興味を引かれたのか、若き国王のことを心配したのか、三人についていく。

　って言うかいつの間に決まったんだ、その試合。さっきいきなり「会議後に試合するから両国のメンバーを球場へ転移して」と頼まれた。僕は送そう迎げいバス代わりか。まあ、いいけど。

　このことをうちの騎き士し団だんに知らせたらみんな楽しみにしてたし。警備とかの仕事がない奴らは、もうみんな球場に行ってるんじゃないかな。

　しかし野球観戦か。ならポップコーンでも作るかね。キャラメルとかかけたやつ。魔法で作れば量も多く作れるだろう。それだけだと喉のどが渇かわくからビールサーバーも作るか。おや？　これって商売になるかな？

　そんなことを考えながら、城の厨ちゆう房ぼうに向かっていると、背後からけたたましく駆け寄る足音が聞こえた。このパターンは……！

「冬夜ああああああぁぁぁぁぁ!!」

「ぐふうっ!?」

　振り向きかけた僕の横腹に強きよう烈れつなタックルが浴びせられる。こないだより痛え！

「父上から聞いたぞ！　わらわのためにバカ王子をぶん殴ってやっつけてくれたのだな！　やっぱり冬夜は最高じゃ！　わらわの最高の旦だん那な様さまじゃ！」

　押し倒した僕の首にしがみついてくるスゥ。いや、殴ったの僕じゃなくてクラウドだし。

「っていうか、バカ王子にスゥを渡わたしたくなかったのは確かだけど、旦那様ってのは……」

「父上が冬夜が認めてくれたと言っておったぞ？　それともわらわではダメか……？」

　む、う。そんな泣きそうな顔をされるとな……。これはやっぱりバビロン博士の言った九人の花はな嫁よめにスゥも入ってるんだろうなあ……。

　すでに五人もいるし今さらな気もする。みんなもかまわないって許可してたしな。はあ……。流されてるだけかな、これ。

　スゥはかわいいし、元気だし、頭だって悪くない。ちょいとわがままなところもあるが許容範はん囲いだ。大人になったらさぞ美人さんになることだろう。

　今はまだ妹みたいにしか思えないけど、そのうち他のみんなと同じように思えるようになる気はする。いや、なるな、絶対。ユミナのときと同じだ。

「う……」

　いかん！　黙り込んでたらマジでスゥが泣きそうになってる！

「……みんなと同じように、僕が十八になるまで結けつ婚こんはしないけど、それでもいいね？」

「っ、もちろんかまわぬ！　ありがとう、冬夜！」

　再びスゥは僕の首に飛びついて小さな手で抱だきしめてくる。……幸せにしてあげないとな。

　そのままスゥを抱き上げて、ポップコーンを作りに厨房へと僕らは向かった。










　結果、ポップコーンとビールは売れに売れた。ポップコーンはキャラメル味とシンプルな塩味を用意したが、初めは塩味を買っていく人が多かった。しかし、そのうちに甘いキャラメル味のほうを買っていく人が多くなった。ポップコーン自体はこの世界にもあったが、キャラメルは珍めずらしいみたいだ。砂糖自体が無いわけじゃないんだけどな。変なの。

　ビールは木製のコップを用意したが、自分でジョッキなどを用意してくれば、価格から三割引くことにした。紙コップでもよかったんだが、ゴミとかになるかもしれないしやめておいた。木製のコップならそのまま持ち帰れば使えるし、無む駄だにならない。お代わりもできるし。

　こうなってくるとホットドッグとかハンバーガーとかも売りたくなってくるな……。

　そんなことを考えてたら、目の前にポップコーンを抱かかえたオルバさんが立っていて、にこやかに手と尻尾しつぽを振っていた。この人の商売における嗅きゆう覚かくは異常だと思う……。

　まあ、商人としては真っ当な商売をする人だし、悪どく稼かせぐわけでもないから信しん頼らいできるんだけどね。ミスミドのお抱えってわけじゃないから、自由な位置にいるし。

　オルバさんには後で商談するとして、今は試合を観戦することにしよう。バックネット裏、高いところに設けられ、透とう明めいなボックスになってるＶＩＰ席に行くと、リーフリース皇王とレグルス皇帝、リーニエ国王、ラミッシュ教皇がポップコーンを食べながら試合を観戦中だった。

　周りにはそれぞれの国の騎士団長クラスが警備についている。レグルス帝国の騎士団長、隻せき眼がんのガスパルさんは前のパーティーのビンゴ大会で当たった「火か焔えん槍そう」を持っていた。ま、もっともこのＶＩＰ席の周りは魔法が無効化されるようになってるからただの槍やりだけど。

「どうですか、野球は？」

「ああ、公王陛下！　いや、面白いですねえ！　いつか我が国も余裕が持てるようになったら、こんな試合を国民たちに見せたいものです！」

　興奮気味にクラウド王子……クラウド王が目を輝かがやかせる。

「で、どっちが勝ってるんです？」

「七回裏、３―２でミスミドが勝っとるよ。獣じゆう人じんの身体能力は並外れてるからのう。普通のスリーベースヒットもランニングホームランになってしまう」

「でもベルファストだって負けてない。あのピッチャーは変化球が得意なんだ。あいつが出てきたら、これ以上ミスミドが点を取るのは難しいぞ」

　皇帝と皇王が状じよう況きよう説明をしてくれた。ベルファストとしては一点が欲ほしいところだな。男三人が試合に夢中になっている横で、ラミッシュ教皇がぽりぽりとキャラメルポップコーンを食べていた。

「あの、冬夜様」

「様はやめてって言ってるのに……」

「いえいえ、『あの方』の使いである方を呼び捨てになどできません。ところでこのキャラメルという食べ物、我が国でも作れますか？」

「作れますよ。簡単ですからね。あとで作り方を書いた紙をお渡ししますから、お城のコックに渡して下さい。あ、さっき厨房で作った飴あめがあるんですけど、ひとつどうですか？」

【ストレージ】から取り出した紙に巻いたキャラメルを何個か手て渡わたす。それをひとつ口の中に放り込むと教皇猊げい下かは驚おどろいたような表情で口をもごもごさせていた。

「美味おいしい……！　これは子供が喜びそうですね。孤こ児じ院いんの子供たちに配ってあげたいですわ」

「あ、いいですね。じゃあこれも作り方を書いておきますよ。子供たちに喜んでもらえれば何より……」

　と、そこで、ジーッと教皇猊下の背後からこちらを見ている三人の視線を感じた。そんな物もの欲ほしそうな顔しないでも。

　レグルス皇帝たちにもキャラメルを渡す。さっそく口の中に放り込み、笑え顔がおでもごもごとさせていた。もうついでなんで、ボックス外の警備に立つみんなにも一個ずつ渡す。チラチラ見てたの知ってるんだからね。

　試合は３―２のまま九回裏まで進み、ベルファストの攻こう撃げき、ワンアウト、ランナーは一塁るい。一発が出れば逆転勝ちもあり得る。

　と、そこへバタバタと誰だれかがＶＩＰ席へとやってきた。一いつ瞬しゆん、警備の皆に緊きん張ちようが走ったが、それがウチの家令である執しつ事じのライムさんであったので、すぐに警けい戒かいを解いた。っていうか珍しいな。ライムさんがこんなに早足で来るとこなんか初めて見るぞ。

「なんかあったんですか？」

「先ほど、ゲートミラーで、ベルファストからこれ、が、送られてきました」

　呼吸が荒あらい。よっぽど急いでいたんだな。ライムさんから渡された紙し片へんを広げ、目を通す。え!?

「こりゃ……大変だ！」

【ゲート】を使い、一気にベルファストベンチへと跳とぼうとしたが、ここでは魔法が無効化されるのを忘れてた。慌あわてて席から離はなれ、範はん囲い内ないから出ると、あらためて【ゲート】を使ってベルファストベンチへと転移する。

　野球監かん督とくさながらに、横には弟のオルトリンデ公こう爵しやくを従えて試合場を睨んでいた国王陛下が、突とつ然ぜん現れた僕ぼくにビクッとなる。

「うおっ、冬夜殿どのか。なんだ、応おう援えんにきてくれたのか？」

「それどころじゃないですよ！　生まれます！」

「へ？　生まれる？　なにが？」

　鈍にぶいな！　わけがわからずキョトンとしている国王よりも、横の公こう爵しやく殿でん下かの方が「あっ！」と声を上げていた。

「国王陛下の子供が生まれるって言ってるんです！　さっき陣じん痛つうが始まったってベルファストから連れん絡らくがあったんですよ！」

「へー……ッ、な、なにいぃ――――――――ッ!?」

　遅っ！

　そろそろかな、とは思っていたが、まさかこんなタイミングとは。

　とりあえず慌てふためくベルファスト国王陛下を【ゲート】でベルファストの城に送り、試合の方は公爵に任せる。まあ、あと２アウトか逆転すればそこで試合終しゆう了りようだが、待ってられない。

　王城の一室ではすでに分ぶん娩べんが始まっており、僕らは中へ入れなかった。僕はまだわかるのだが、夫である国王までも入れないってのは徹てつ底ていしている。なんでも男子禁制なんだとか。王家でのしきたりだとか、厄やく除よけだとかなんとか。まあ、入ったところで手助けなんか出来ないのだが。

　とりあえず、間にひと部屋空けた、隣の隣の部屋で待つことにする。声が聞こえないようにとの配はい慮りよらしいが、たまに王おう妃ひ様の苦しそうな声がうっすらと聞こえてくるんだけど……。

　ウロウロと部屋の中を歩き回る国王陛下を置いて、【ゲート】を開き、ユミナたちを呼び寄せる。ユミナにとっても弟か妹の誕生だからな。

　ユミナはすぐに王妃様のところへ向かった。他のみんなも手伝いへと向かう。結局また僕と国王陛下が残された。

　僕がこうしていても仕方ないので、何かあった時の連絡のために琥珀をこちらに残し、一いつ旦たんブリュンヒルドへと戻もどる。

　試合は３―２のままでミスミドの勝ちだった。それぞれの選手を国へと送り返し、各国の王様たちも帰した。ベルファスト国王の子供の誕生をしきりに気にしてたが、無事生まれたらこちらからゲートミラーで手紙を送ると約束して帰ってもらった。

　オルトリンデ公爵とスゥを連れてベルファスト城へ戻ってくると、まだ生まれてないらしく、国王陛下は相変わらずそわそわしっぱなしだった。

「ずいぶんとかかるんですね……」

「ユミナの時はすぐに生まれたんだがな。ちょっと遅おそいような気もする……」

　実質まだ一時間も経たってないけど、すごく長く感じる。たまに聞こえてくる苦しそうな王妃様の声に、毎回ビクッとなる。男なんてこういう時は、どうしようもなく無力なもんだな……。

　っていうか、これがもし自分の子供の誕生で、あの声が奥おくさんだったとしたら耐えられる自信がないな……。いや、ちょっと待て。バビロン博士の言う通りなら、僕はこのあと最低九回も子供の誕生を迎えるってことか!?

「想像もつかないな……」

　さっきからウロウロと部屋の中を行ったり来たりしてる国王陛下を、僕も数年後あれをやるんだろうか……と、ぼーっとした目で追いかけていた。

　出産ってだいたい何時間かかるんだろうと、スマホをネットにつなげようとした時、おぎゃあ、おぎゃあと元気な声がかすかに聞こえてきた。

　バンッ！　と国王陛下が部屋を飛び出していく。僕らも慌ててそれに続き、王妃様の部屋の前まで走っていった。

　さすがに国王陛下も中に飛び込むようなことはできず、誰かが部屋の中から出てくるのを待っていると、扉とびらが開いてリンゼが顔を見せた。

「生まれました。元気な男の子、ですよ。母子共に健康、です」

「そうか！　そうか!!　男か!!」

　国王陛下が嬉うれしそうに中へ入っていく。子供を産んだばかりの王妃様を見るのも失礼かと、僕と公爵は廊ろう下かで待つことにした。

「男の子……王子か。これで冬夜殿がこの国の王になる可能性はなくなったわけだ。ちょっと惜おしい気もするな」

「よしてくださいよ。めでたい日に」

　公爵が言ってることが冗じよう談だんだとわかってはいたが、正直、ホッとしたのも事実だ。これで全て丸く収まる。

　やがて扉が開き、真白い布に包まれた赤ちゃんを抱いて、国王陛下が姿を現した。

「見てくれ！　我わが国くにの跡あと取とりだ！」

「おめでとうございます、兄上」

「おめでとうございます」

　生まれたばかりの赤ちゃんはシワだらけで、正直サルみたいだった。しかし小さいなあ。抱いたら壊こわれそうだ。ユミナと結婚したら、この子は僕の義理の弟ということになるんだな。

「それでな、冬夜殿。冬夜殿にこの子の名付け親になってもらいたいんだが、何かいい名前はないか？」

「え!?　僕がですか!?」

　そんなこと言われてもな……。えーっとお姉さんがユミナだろ？　んー……あ。

「ヤマト……ってのはどうでしょう」

「ヤマト……ヤマトか。ヤマト・エルネス・ベルファスト……うん、悪くない。悪くないな。よし、この子はヤマトだ！　ヤマト王子だ！」

　ユミナの名前を五十音順で一文字上げただけなんだが。ま、「大和やまと」ととれば強そうな名前だしな。悪くはないんじゃないかと。戦せん艦かんの方だとあまり縁えん起ぎが良くないかもしれないが、世界が違ちがうし、気にすることもないだろう。

　国王陛下が高々とヤマト王子を持ち上げて、喜びを表現する。

「ふぇえぇ……おぎゃあああ……」

「うわわわわわ」

　高く持ち上げられて驚いたのか、一ひと際きわ大きく泣き出した王子を抱えて国王陛下が慌てて室内へ戻って行く。はしゃぎ過ぎだろ。子供が生まれると親ってのはこんな感じになるのかねえ。子供、恐おそるべし。










　それからすぐさま王子誕生の発表がなされた。

　夕方に発表されたその情報は瞬またたく間まに城下町に広がり、夜にはそれを祝う人で街に人が溢あふれた。僕もお祝いとして花火を何発か上げさせてもらった。（実際はバビロンから落としているのだが）

　同時に、王女であるユミナの婚こん約やくも発表された。相手は新興国の公王。つまり僕だ。こちらもなかなかに話題を呼んだらしい。

　言ってみれば冒ぼう険けん者しや上がりの人間が国王になって王女を娶めとるなんて、サクセスストーリーの一種らしく、ギルドでは盛大に発表して、盛り上げているという。

　さらにユミナだけではなく、レグルス帝てい国こく第三王女、ルーシア姫ひめとの婚約も発表されていた。たぶん、帝国の方でも同じような発表がされている。

　これにより、ベルファストとレグルスは深い同盟関係になったことを国民たちは感じたんだと思う。

　それ以外のみんなは発表なんかなかったが、気にしている様子はなかった。や、スゥだけはちょっと膨ふくれていたが。

　スゥも婚こん約やく者しやとして認めてしまったわけだが、さすがにまだブリュンヒルドに連れて帰る気にはなれない。公爵やエレン夫人が寂さびしがるだろうしな。

　なので後日、オルトリンデ邸ていのスゥの部屋とブリュンヒルドに新しく用意するスゥの部屋を【ゲート】でつなぎ、スゥ本人と許可した人間だけ自由に行き来できるようにする。いつでも遊びにこい、と言うわけだ。

「はあ……無事に生まれてよかったわねー」

「拙せつ者しや、ちょっと感動してしまったでござるよ……」

　ヤマト王子の出産に立ち会ったみんなが与えられた客間の長なが椅い子すで脱だつ力りよくしている。ユミナとスゥはこの場にいないが、エルゼにリンゼ、八重にルー、全員が安あん堵どと喜びを味わっているのかもしれない。

「私たちも、そのうち子供を産むんですか、ね」

　リンゼがぼそりと放った呟つぶやきに、みんな赤面して目をあらぬ方向へと向ける。なんだこの空気。僕まで赤くなるだろ。

　ともかくその日は街を上げての盛大なお祭りだった。王宮からも酒が振るまわれ、みんな王子誕生を喜んだ。
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　各国から王子誕生の祝いの文がゲートミラーで届き、国王陛下もにやにやしっぱなしだった。僕はあんな風になるまいと、ちょっと気をつけるよう心に誓ちかった。










　さて、リーニエ王国の問題も片付き、ベルファストにヤマト王子が誕生して、ひと段落したと思っていたのだが。

「フルールと言います。公王陛下にはお礼の言葉も言えず……」

「あー……いや、気にしないでいいから」

　目の前には明るい茶ちや髪ぱつをボブカットにした女性が立っていた。歳としは二十歳はたちくらい？　あのザブンから解放した奴隷の女の人である。正直忘れてた……。

　しばらくドタバタとしてたからなあ。あれからフルールさんはずっとウチの城にいたそうだが、今日やっと会うことができた。というか、思い出した。

「ザブンはサンドラの鉱山へ犯罪者奴隷として送られた。もうあなたは自由です。故郷へ帰るなら送って行くけど……」

「いえ、私もこの国で働かせて下さい。故郷はもう盗とう賊ぞくに襲おそわれてありませんし、リーニエにも戻りたくありません」

　まあ、あの国で奴隷として引き回されてたんだからな……。国王が変わっても嫌いやなことを思い出すのかもしれない。

「そうだな……。じゃあ城下町に知り合いの宿屋があるから、そこで働いてみます？」

「はい！　よろしくお願いします！」

　というわけで事情を話して『銀月』でフルールさんを雇やとってもらうことにした。ミカさんが二つ返事で引き受けてくれたので助かったな。

　お礼というわけじゃないけれど、『錬金棟』特製のポーションを何個か進しん呈ていしておいた。怪け我が人にんが出た場合、必要になる時もあるだろう。

「客足はどうです？　儲もうかってますか？」

「そうねえ、儲かっていると言えば儲かっているわね。空室がほぼ無いから。ベルファストとレグルスの交易路にあるから旅人は多いし。あ、そういや変な話を聞いたわよ」

「変な話？」

　実質、ここ『銀月』ブリュンヒルド支店は宿屋であると同時に、情報収集の拠きよ点てんでもある。従業員はほぼ武たけ田だ忍しのびの出だし、怪しい人物や、世界の情報、そういったものを監かん視し、収集する役目も担になっていた。

「ロードメア連れん邦ぽうの南のなんとかって村でね、水すい晶しようのような体の魔ま獣じゆうが現れたんだって。なんでも熊くまよりも大きくて、カマキリみたいな形をしていたって話よ」

「……！」

　フレイズだ。大きさからすると下級フレイズ……僕らが初めて出会ったあのコオロギ型と同じタイプのやつだろう。

「それで、その魔獣はどうなったんです？」

「なんでもギルドから討とう伐ばつ隊が出て退治したらしいわ。でも村は壊かい滅めつ、討伐隊にもかなりの被ひ害がいが出たって」

　倒たおしたか。下級のフレイズならなんとか倒せないこともないだろうからな。

　しかし、フレイズが少しずつだがこっちの世界に現れるようになってきている。世界の結界がもたなくなってきているのか。

　エンデは現れなかったみたいだが、下級フレイズはあえて無視しているのかもしれない。

「いろいろと急がないとな」

　僕はフルールさんのことをミカさんによろしく頼たのんで、バビロンへと【ゲート】を開いた。







第三章　備えあれば憂いなし







「これがエーテルリキッドか」

　フローラから渡された『それ』は五〇〇ミリリットルのペットボトルほどの大きさで、透明な筒つつに入った緑色の液体だった。あれだ、メロンソーダに似てる。氷とアイスフロートが乗ってれば飲んでしまいそうだ。

「これ一本でどれくらいの稼か働どう時間があるんだ？」

「純正品ではないので、おそらく一ヶか月げつ程度でスの」

「ずいぶん長いんだな……。てっきり一、二時間くらいかと」

　ガソリンとか灯油なんかとは比べものにならないほどの低燃費だな。いや、元になったものを考えると逆か。とんでもなく高いな。

「エーテルリキッドは燃料とは言ってまスが、実際には人間で言えば血管や神経みたいなものでスの。操縦者の意思や反応を機体の隅すみ々ずみまで行いき渡わたらせる触しよく媒ばいみたいなものでスのよ」

「血管や神経だとしたら、こんな量で間に合うのか？　もっと必要なんじゃ……」

「問題ないでスの。別に本当に機体に管があって、全身に流すわけではないのでスから」

　正直、よくわからん。まあフレームギアだろうが、なんだろうが道具には変わらない。構造やシステムを知らなくても動かすことはできる。壊れた時は専門家に任せればいいか。

「で、何本できたの」

「今はそれ一本でスの。でも明日から一本ずつ、全部で十本できまス。予備のエーテル鉱石……魔ま石せきも使えば、もう十本追加できまスの」

　フレームギア十体分……十ヶ月分ともとれるか。とりあえず今はそれでよしとしとこう。年中無休で動かすわけじゃないんだし。

『錬金棟』をあとにし、できたばかりのエーテルリキッドを持って、今度は『格納庫』のモニカのところへと向かう。

　彼かの女じよはそれを受け取ると量産型フレームギア、機体名『シュバリエ』の背面装そう甲こうを開けて、その筒をそのままそこへセットした。プシュッ、と空気が抜ぬけるような音がして、中身の緑色の液体が流れ込んでいく。

「よっしゃ、これでいつでも起動できるゼ。でも、ここで動かすのは勘かん弁べんしてくれよナ、マスター。倒れでもされたらオレの大事な『格納庫』に傷が付いちまう」

　その大事な『格納庫』にスパナレンチで一いち撃げきを食くらわせてたのはどこのどいつだ。

　とはいえ、確かにここで動かすのはマズいよな。地上に降ろして公国内で起動実験をしたいところだが、どうするか。

　フレームギアを衆目に晒さらすのはマズいか？　いや、もしフレイズの襲しゆう来らいがあったときのために、公表しとくべきなのかもしれない。考えたくはないが、大襲来があった場合、ブリュンヒルド一国で防ぐのは限界がある。絶対に各国の協力が必要になるだろう。

　今はまだ余計な混乱を招くかもしれないので、フレイズのことを知らせる気はないが、フレームギアというものが実際に存在するということは知らせてもいいだろう。実際、これもアーティファクトの一種だしな。存在しててもおかしくはない。

　問題はフレームギアを手に入れようと、余計な国がちょっかいを出してこないかということだが……。

　西方同盟の国々は心配ないと思う。そんなことをしたら、どういう報復が待っているか分かってるだろうし。せいぜい乗せてくれとか言われるのが関の山だ。

　まあ、それ以外の国から実際にちょっかいを出されたら痛い目にあってもらうけどな。普ふ段だんはバビロンに格納しておくから盗とう難なんなんてのもないだろうし。

　よし、地上に降ろして起動実験をしよう。隠かくすわけじゃないが、一応、今回はウチの騎士団内だけでのお披ひ露ろ目めといこうか。










「陛下……これは……」

「うっわー！　本物だ！　本物のフレームギアだ！　作っちゃったの、陛下!?」

「これ、幻げん影えいじゃないですよね……？」

　ポカンと口を開けたまま公国の平原に立つシュバリエを見上げる、騎士団長と副団長たち。同じように絶句している他の騎士団員たちに混ざって、ちらほらと国民のみなさんの姿も見える。まあ、目立つからなあ。

「おいおい、なんだよこりゃあ……。動くのか？　これ？」

「それを今から試ためすんだろ。しかし小こ僧ぞう、とんでもねえモン作ったな……」

　山やま県がたのおっさんと馬ば場ばの爺じいさんがみんなと同じような顔でシュバリエを見上げながらつぶやく。正しくは作っちゃいないんだが。

　普段から【モデリング】などでいろんなものを作っているせいか、どうやらこれも僕のお手製だと思ったらしい。まあ、訂てい正せいする気はないが。

《八や重えの準備は大だい丈じよう夫ぶ？　紅こう玉ぎよく》

《大だい丈じよう夫ぶです。いつでもいけると言ってます》

　シュバリエには八重と紅玉が乗り込んでいる。通信機がないので代わりに紅玉にも乗ってもらった。わざわざそのために新しい召しよう喚かん獣じゆうを呼ぶのもなんだしな。

　機体同士の通信装置や外部スピーカーも作らないとなあ。後でロゼッタに頼んでおくか。

《よし、じゃあシュバリエ、起動！》

　ヒュオオオオ、と何かが回転するような音がして、機体の各部に光が浮かび上がる。電源を入れた状態ってとこか。脚きやく部ぶと胸部の隙すき間まから生暖かい風が吹ふき出してくる。

　やがてシュバリエがゆっくりと右足を前に出し、ズシンと重い一歩を踏ふみ出した。

「動いた……」

　そんな声を漏もらしたのは誰だったか。確かにその言葉はここにいる全員の心情を表していた。

　さらにもう一歩、シュバリエが歩みを進める。そのままの速度で数歩進んで、Ｕターンし、今度はこちらへ戻ってくる。

　またくるりと踵きびすを返し、今度はやや早足で歩き、また戻ってくる。そのたびにズシンズシンと重い振しん動どうが足元から伝わってきた。

《よし、足回りはそんなもんでいいだろ。今度は上半身を動かしてみてくれ》

　僕の命令通りシュバリエが立ち止まり、今度は腰こしに装備されていた剣けんをゆっくりと抜き放つ。それを上段に構え、振ふり下おろし、薙なぎ払はらい、次々と剣けん舞ぶを披ひ露ろうしていく。うん、問題はなさそうだな。

　なぜ八重をテストパイロットに選んだかというと、彼女が一番魔ま力りよく量が少なかったからだ。八重にも自由に動かせるなら、他の人たちにも動かせる。

　と、剣技を披露していたシュバリエがバランスを崩くずし、横よこ倒だおしになる。一際大きい衝しよう撃げきが地面から僕らに伝わってきた。

《八重！　紅玉！　大丈夫か!?》

《あたたた……。大丈夫でござる。思ったより衝撃が緩かん和わされるのでござるな。けっこう派手に倒れたでござるのに。ちょっと慌てて肘ひじを打っただけでござるよ》

　紅玉を通して八重の声が僕に届く。よかった、無事か。

　そういやフレームギアを起動させると、コックピットの周りは何重にも魔力のシールドがかかって、ある程度の衝撃を緩和するってロゼッタが言ってたっけ。あれぐらいの衝撃はなんともないってことか。

　再びシュバリエが立ち上がり、こちらへ歩いてくる。装甲にも破損したところや陥かん没ぼつした部分は無さそうだな。けっこう頑がん丈じようだ。

　僕らの手前でシュバリエが立ち止まる。胸部装甲が跳はね上がり、中から八重と紅玉が姿を現すと、騎士団のみんなから割れんばかりの歓かん声せいが上がった。うおっ、びっくりした！

　八重がそれに応こたえて手を振っている。早く降りろっての。

「どうだった？」

　やっと降りてきた八重に乗ってみた感想を聞く。

「思ったより動かしやすかったでござるな。かなり揺ゆれるのではと思ったのでござるが、さほどでもなかったし。フレームユニットとなんら変わらぬでござるよ」

　なるほど。コックピット周りの衝撃を吸収する機能ってのは、歩くときの揺れも抑おさえるのかな。それなら船に弱いリンゼでも安心か。

　そんなことを思っていると、再びヒュオオオオ、とフレームギアの起動音がして、振り向いた時にはシュバリエがまた動き出していた。

「なっ！　誰だ!?」

「すいません、お姉ちゃんが勝手に……」

　ばつが悪そうにリンゼが謝あやまってくる。エルゼか！　いつの間に……。くそ、次は僕の番だろう！

　巨きよ大だいロボットに乗るという男子一生の夢を奪うばわれた。初めは動くところを直に見たいというのと、例の魔力量の問題があったから八重に譲ゆずったけど、二番手まで譲る気はなかったのに！

　初めっから飛ばして駆かけ出してゆくシュバリエを見ながら地じ団だん駄だを踏む僕。ああもう！　いい動きするなあ！

　武ぶ闘とう士らしく拳けん撃げきや蹴けりの動きをしながら、飛とび跳ねたり、アクロバティックな動きをさせているが、無理なく動いている。すごいな、フレームギアってのは。

　やがて満足したのか僕らのところへ戻ってきて、胸部装甲を跳ね上げたシュバリエの中からエルゼが飛び降りてきた。

「いやー、いいわね！　思った通りに動かせるわ。フレームユニットで練習した甲か斐いがあったわ」

「そりゃあ、よかったね！　っていうか、次は僕の番って言ってたろ!?」

「細かいこと言わないの。もうちょっとデンと構えてなさいよ。王様でしょ？」

「よく言うよ。僕がどれだけこれに乗りたかったか知ってるくせに。順番抜かしはいけないんだぞ！」

　昔、バスの停留所で並んでいたら、時刻表を見るようなそぶりをしてそのまま横からバスに乗っていったオバサンがいた。あれは最悪だった。恥はずかしくないんだろうかと思う。順番抜かしはいけない。幼よう稚ち園えん児じでも知ってるのにな。

　嫌な記き憶おくが甦よみがえった僕の耳に、またしてもヒュオオオオ、というシュバリエの起動音が聞こえてきた！　うええ!?

「ちょっ、誰――――ッ!?」

　振り向くとシュバリエがまた歩き出していた。なんでえ!?　僕、まだ乗ってないよ!?

「誰が乗ってんの!?　あれ!?」

「『次、あたし！』ってノルン殿が」

　僕に尋たずねられた八重が、少し引きながら答える。うぬう！　あの狼おおかみ娘むすめめ！　副団長のくせに落ち着きのない！

　はっ、と気付くといつの間にか一列にみんな並んでいる。え!?　これって乗る順番!?　僕の番は!?

「順番抜かしはいけない」と吠ほえた手前、国王だからって並ぶみんなを押しのけるわけにもいかない……っ！　うぬぬぬぬっ……！

　かと言って僕が最さい後こう尾びに並んだら、みんなが気を使って順番を譲ってくれるのが目に見えている。それはそれで情けない！　催さい促そくしたみたいだしさ！

　今日は諦あきらめるしかない……のか。ううっ、くそう。

　なんでこうなった。







　　　　　◇　◇　◇







　さて、フレームギアのお披露目をしてからというもの、遊ゆう戯ぎ室しつでの専用シミュレーター、『フレームユニット』の稼か働どう率りつがとんでもないことになっていた。

　むろんこの部屋はあくまで騎き士し団だんの訓練や、仕事が終わった後、もしくは非番の日に解放されることになっているので、みんなは騎士団の訓練をしたあとに今度はフレームギアの訓練をしていることになる。

　我ながらこの世界に労働基準法とかあったらマズいんじゃないかと思うほどだった。まあ、みんなが自主的にやっているだけで、僕がさせているわけじゃないんだけど。そうなるように仕向けちゃいたが。

　馬場の爺さんとか、内ない藤とうのおっさんのようにあまり興味が無い人たちもいたしな。あくまでこれはまだお遊びの段階だ。フレームギアも国のものというより、僕個人のものなので、まだどうしようという気はない。

　中級以上のフレイズが出てこない限りは、フレームギアの出番はないわけだし。

　と、思っていたのだが。










「初めてお目にかかります、ブリュンヒルド公王陛下。冒険者ギルド統とう括かつ責任者ギルドマスターが一人、レリシャ・ミリアンと申します」

　謁えつ見けんの間で頭を下げたその女性は二十歳くらいに見えた。白はく磁じの肌はだに金色の長い髪かみ、薄うすいパステルグリーンのマントに銀の細剣を腰に差している。

　整った顔立ちをしていたが、僕が目を引きつけられたのはその美び貌ぼうではない。その長く尖とがった耳だ。

「エルフを見るのは初めてでしょうか？」

「あ、いや、すいません」

　にこやかに微笑ほほえまれて、思わず謝ってしまった。やっぱりエルフか。この世界にいたんだ、エルフって。

　僕の乏とぼしいファンタジー知識だと、確か森に住む長命種で、弓と魔ま法ほうが得意な種族だったと思うが。ただ、その知識がこの世界で当てはまるかどうかわからないけど。

　ひょっとしてこの人も見た目通りの年ねん齢れいじゃないのかもしれないな。妖よう精せい族のリーンと同じように。

「我が冒険者ギルドの数少ない銀ランクの冒険者にして、一国の国王になられた陛下を一同誇ほこりにしております」

「いや、たまたまそうなっただけのことで、たいしたことは……」

　んー、なんかやりにくいなあ。なんか値ね踏ぶみされてるような感じがする。や、不快さはないんだけどね。

「えーっと、それで今日のご用件は？」

「は。このブリュンヒルド公国にも、我が冒険者ギルドの支部を置かせていただきたく、お願いに参上仕つかまつりました」

「え？　でもこの辺りには、ほぼ魔獣とかいませんよ？」

　建国の際に狩かり尽つくしてやったからな。あれからだいぶ経ってるから、多少は他所よそからやって来ているかもしれないが。

「お言葉ですが、魔ま獣じゆう討とう伐ばつだけがギルドの仕事ではございません。日々、困っている国民からの依い頼らいを受け、それを冒険者に仲ちゆう介かいするのがギルドの本質でございます」

「なるほど」

　そういやそうか。別に魔獣討伐だけじゃなくて、雑事系の依頼もあるもんな。日ひ雇やといのバイトじゃないけど、困っている人には助けになるし、お金が欲ほしい人たちにはありがたい話だし。

　討伐系に比べると報ほう酬しゆうが少ないから、うちの国に住んで、冒険者だけで食べていくのは難しいかもしれないけど。

「わかりました。特に問題もないと思います。建築する場所などはうちの内藤と相談していただければ」

「ありがとうございます。それともうひとつお願いが」

　ん？　もうひとつ？　頭を下げたエルフのギルドマスターが、静かな微笑みを浮かべながら切り出した。

「ギルドから銀ランク冒険者である、望もち月づき冬とう夜や様への依頼でございます。巨きよ獣じゆうの討伐をお願いしたく」

「巨獣ですと!?」

　僕よりも先に、玉座の横に控ひかえる高こう坂さかさんが驚おどろいたように声を上げる。なんだなんだ？　わからないので高坂さんに尋ねる。

「巨獣ってなんです？」

「その名の通り、巨大な魔獣です。突然変異種ともいいますが、稀まれに通常の種よりも大きな個体が現れることがあるのです。その大きさは大きな屋や敷しきほどにもなると言われています」

　なんだそりゃ。怪かい獣じゆうじゃないか。そんなのがいるのか。突然変異種ってことは、そんなに頻ひん繁ぱんに出現するってわけじゃないみたいだけど。

「通常、巨獣はその成長過程で危険視され、討伐されることがほとんどです。しかし稀に秘境や峻しゆん峰ぽう、深海など人の目の届かぬところで成長し、成せい獣じゆうになるものがいるのです」

　レリシャさんがそう説明する。確かにそんな大きな魔獣がいたら目立つよな。こっちの世界はそれほど人口が多いわけではなさそうなので、いくらでも人の目が届かない地域なんかありそうだ。

「そのまま秘境でひっそりと暮らしていてくれれば助かるのですが、中には村や街へとやってくるものもいるのです。その場合、国家をあげて討伐せねばなりません。当然、倒せたとしても被害は甚じん大だいで、その損失は計り知れません」

「その巨獣が現れた、と？」

「はい。場所は大樹海です。しかし観測者の情報によりますと、この巨獣はまっすぐ東へ向かっており、いずれライル王国へと出るでしょう。進行方向にはテムの町があり、このままでは町は壊滅してしまいます」

　ライル王国……大樹海の東に位置する国か。そこにその巨獣とやらが向かっているからそれを倒せってか。確かに緊きん急きゆう事態なのはわかるけど……。

「なんでまたその依頼を僕ぼくのところへ？」

「公王陛下は巨大なる騎き士しをお持ちとか。そのお力をもってすれば巨獣をも倒せるのではないかと」

　む。フレームギアのことを知っているのか。公開した以上、どこかが接せつ触しよくしてくるかと思ったけど、まさかギルドが最初だとはな。

　うーん……どうしよう。この依頼、はねつけてもいいんだがさすがに街ひとつ潰つぶれるとなると、いささか気が引ける。

「この依頼はそのライル王国から？」

「はい。報酬はかなりはずむとのことです」

「マップ表示。ライル王国周辺部。検けん索さく、巨獣」

『了りよう解かい。マップ表示しまス』

　目の前にマップが浮かび上あがり、その一点にピンが落ちた。巨獣ってのを見たことはないが、検索されたってことは一目でわかる姿をしてるってことか。

　ライル王国ってのはラミッシュ教国の南東にある。どうやら本当にそこのテムの町ってのに向かっているみたいだな。

　フレームギアの性能テストにちょうどいいかもしれないが、どうしたものか……あ。

「すいません。報酬の方なんですけど、追加でいただきたいものがあるんですが」

「……なんでしょうか？」

　マップでさらに検索をしながら、訝いぶかしげにしているレリシャさんに尋ねる。

「そのライル王国でえーっと、三ヶか所しよほど掘ほり起おこす許可をいただけないかと。そこに埋うまっている魔石をいただければ」

「それくらいならば多分許可をいただけると思いますが、一応、先方に聞いてみます。少し時間をいただけますか」

　？　聞いてみるってのはどういうことだ？　レリシャさんは懐ふところから薄いＢ６サイズほどの黒い板を取り出し、何やらペンで書き込んでいた。やがてそれがボウッと淡あわく光り、すぐに消える。

「それは？」

「これは『伝文の書』というアーティファクトで、ここに書いた文章は、遠く離はなれた同じ『伝文の書』に届くようになっています。我々のギルドではこれで依頼などをやりとりしているのですよ。と、言っても貴重品なのである程度の役職の者しかもっておりませんが」

　へえ。電子メールか。僕が作ったゲートミラーよりもダイレクトに書き込める分だけ便利そうだ。貴重品ってことは数があまりないんだろうな。

　量産できないって点ではゲートミラーの方が優すぐれているとも言えるけど、ゲートミラーだって僕しか作れないしな。おそらく古代文明時代にはあれで情報のやりとりをしていたんだろう。

　しばらくかかりそうなので、レリシャさんには謁見の間から応接室へと移動してもらう。おそらくライル王国のギルドから王宮にでも連れん絡らくが行っているのだろう。その間に巨獣について聞いてみることにした。

「その巨獣というのはどんな姿をしているのですか？」

「今回の巨獣は、ひと言で言えば尾おが二つある蠍さそりですね。スコルピナスと呼ばれています。これは巨獣すべてに言えるのですが、その巨きよ体たいのため、動きはさほど素す早ばやくはありません。しかしその鋏はさみの一撃は強力で、尾の先からは毒液を飛ばしてきます」

　毒液か。確かフレームギアのコックピットにはある程度の防護フィールドが施ほどこされているって話だったが、一応盾たてとか持っていった方がいいだろうな。

　あとは内藤のおっさんを呼んで、ギルド建設の相談をしてもらう。冒険者たちが集まるのは結構だが、やはり町の中央だといろいろと厄やつ介かいなことも起こる可能性もあるので、少し西へ外れたところに建ててもらうことにした。

　ギルド承しよう認にんの酒場もその隣となりに建設するらしい。まあ、酔よっ払ぱらいがなにか騒さわぎを起こすかもしれないから、その近くに騎士団の詰つめ所しよもひとつ作っておくことにする。

　そんな相談をしていると、レリシャさんの傍そばに置かれた『伝文の書』が淡い光を放ち、光の文字が現れた。

「どうやら許可が取れたようです。その場所で取れた魔石に関しては、所有権を放ほう棄きするとのことで、自由にして構わないそうです。むろん、討伐しての報酬ですが。ギルドもこの契けい約やくの証人となります」

　よし。これでもう少しエーテルリキッドの量産ができるな。【モデリング】で小さな魔石を融ゆう合ごうさせて大きくし、刻印魔ま術じゆつを施せないかとも思ったのだが、ダメだった。同じ色の魔石でも微び妙みように違うらしく、融合しても魔力の流れがスムーズにいかないんだそうだ。

　挽ひき肉にくをいくら合わせてもハンバーグにはなるが、ステーキにはならないんだなあ、と、そんなことを思ったのは秘密だ。

「では依頼を受けることにします。すぐにでも向かいますので」

「よろしくお願い致いたします」

　レリシャさんと別れたあと、バビロンへと飛び、シェスカにライル王国の方へ急行してもらうことにした。いろいろ不測の事態を考えると、バビロンごと出向いたほうがいい。

　そしてそのまま『格納庫』へと向かう。

　灰色の重騎士、シュバリエの置いてあるガレージを通りすぎ、隣のガレージへと入る。そこには盾とメイスを装備した黒騎士が立っていた。

　シュバリエよりも少し大きい。指揮官機、『ナイトバロン』である。額部分から角が一本伸のびているのが一際目を引く。これは元々はついてなかったが、僕が付けた。だって指揮官機っていうからさ。

　ロゼッタが言うにはシュバリエの一・五倍のパワーがあるそうだ。微妙な数値だな。赤く塗ぬったら三倍くらいにならんかな。

「んあ？　どしたい、マスター？　バビロンが動いているようだけど」

『ナイトバロン』の肩かたに乗り、なにか調整していたモニカがこちらを見下ろす。

「モニカ、『ナイトバロン』出せるか？」

「ああ、調整はしてあるから問題はねえゼ。エーテルリキッドも注入済みだしナ」

　よし。じゃあこいつで巨獣相手に初戦せん闘とうといきますか。どれぐらいの性能か試してみたかったしな。

　あ、そういや巨獣の素材ってなにかに使えるのかな。蠍っていうと防具系の素材になりそうだけど。売ったら結構な金額になりそうだ。この仕事は冒険者としての仕事なんで、僕個人のポケットマネーになるし、ひとつ頑がん張ばるとするか。







　　　　　◇　◇　◇







　バビロンでラミッシュ教国の上空を飛び、大樹海に差しかかった。もうじき、例の巨獣がいる場所にたどり着く。

「ロゼッタ、通信機は取り付けたのか？」

「バッチリでありまス。バビロンや他の機体にも送れるでありまスし、プライベートチャンネルもありまス。外部スピーカーも取り付けたでありまスよ」

　胸部装甲のハッチを閉めて、チャンネルを３番に合わせる。これで外にいるモニカのレシーバーにつながるはずだ。

「聞こえるか、モニカ」

『聞こえるゼ、マスター。バッチリだ』

　正面モニターに映るモニカが大きく手を振った。向こうの声も聞こえるし、問題無さそうだな。

　まあ、今回は性能テストも兼かねて、僕一人でいくつもりだから他の機体と交信する必要はないけどね。

『マスター。目的地上空でス。ターゲットは前方の大樹海を抜けテ、ライル王国の荒こう野やへと侵しん入にゆうしまシタ。ターゲットを追おい越こしてから降下願いまス』

「あいよー」

　コックピット内にシェスカの声が響ひびき渡わたる。モニターと計器類をチェックし、起動スイッチと各部駆く動どう機に魔力を流す。

　ヒュオオオオ、と起動音を響かせて、黒騎士ナイトバロンが目覚める。

　モニターに映るモニカの先導に従って、『格納庫』内にある昇しよう降こう機きにナイトバロンを載せる。ガコン、ガコン、と音を立てながら『格納庫』の地下へと昇降機は降りていく。

　アニメとかだと「行きまーす！」とか言って射出カタパルトなんかを使うところだが、あいにくとここは宇宙空間でもないし、ナイトバロンに飛行機能はついていない。

　地味に普ふ通つうに『格納庫』地下の出入り口から地上へと飛び降りた。低空飛行しているとはいえけっこう高い。ちょっとビビっていたのは内緒だ。

　降下途と中ちゆうで脚部と背面のバーニアを吹かしながら、降下モードの魔法を起動させると落ちる速さがゆっくりとしたものになる。これって【レビテーション】と同じ魔法なんじゃないだろうか。

　そのまま地上へ着地する。思ったより衝撃は少なかった。ちなみにバビロンに戻もどるときはワイヤーで引き上げるんだそうだ。もうちょっとなんとかならんかったのかね。あ、【ゲート】で戻せばいいのか。

　着地した荒野の正面から双尾の蠍がこちらへ向けてやってくるのが見えた。やはりでかいな。

　赤銅色の体の大きさは、フレームギアが人間と同じ大きさだとしたら、大型バスくらいはある。

　平べったいボディに対して両手の鋏が馬ば鹿かでかい。あれで殴なぐられたらフレームギアといえども吹っ飛びそうだな。挟まれてもヤバそうだ。

「さて、ここは先手必勝かな」

　右手のメイスを握にぎり直し、左手の盾を構え直す。巨獣スコルピナスへ向けて黒騎士ナイトバロンを走らせた。

　その姿を確かく認にんしたのか、巨獣の二つの尾がこちらへと向けられる。その先から紫むらさきがかった毒々しい色の液体が水みず鉄でつ砲ぽうのように噴き出した。

　しかしあらかじめそれを知っていた僕は、慌あわてることなく左手に構えた盾でそれを受け止める。

「備えあれば憂うれいなしって……うえぇえ!?」

　毒液を受け止めた盾からブスブスと煙が上がっている。ちょっ、溶けてるぞ、これ!?

　これは毒液っていうか、強酸だろ！　まずいな、何回も受けたらそのうち盾がなくなってしまう。

　幸い向こうは動きがさほど素早くない。相手の右手側に回り込み、手にしたメイスを片方の尾目がけて思い切り振り抜いた。

　メキャッ、という音がして尾の部分にヒビが入る。堅かたあっ!?

　確か蠍って蜘蛛の仲間で、ザリガニみたいに堅い甲こう羅らは持ってなかったはずだろ!?　こっちの世界の蠍は違ちがうのか!?

　僕があまりの堅さに驚いていると、体を回転させた鋏の一撃が黒騎士ナイトバロンを襲う。

「危なッ！」

　それをよけつつ、正面に来た蠍の頭にメイスを振り下ろす。ガインッ！　とさっきよりも堅い手応えがしたが、さすがに頭への一撃、体勢を少し崩した。そこを畳たたみ掛かけようとしたが、またしても尾から毒液（強酸だが）が噴出される。

「くっ」

　再び盾で防ぐが、そう何回ももたない。盾で視界が遮られた一いつ瞬しゆん、蠍の鋏が伸びてきて、思わずそれも盾で受けてしまう。

「しまっ……」

　蠍の鋏はガッチリと黒騎士の盾を挟み込み、危険を感じた僕はすぐさま盾を手放した。

　メキョッ、と半分溶けかけていた盾があっさりと潰される。危な！

「全力でやらないとまずいか。モニカ、戦槌バトルハンマー投下」

『よっしゃ、戦槌バトルハンマー投下するゼ！』

　空から大きめの黒いハンマーが落ちてくる。衝撃を伴って地面に突つき刺ささったそれを、巨獣の攻こう撃げきを避けながらメイスを放り投げ、両手で掴つかんだ。

「魔力同調。第一スロット解放」

　操そう縦じゆう桿かんの横にあるスイッチをオンにして、僕の魔力を同調させて増ぞう幅ふくし、黒騎士の両手から戦槌バトルハンマーに流す。

「【グラビティ】」

　重さを軽減させた戦槌バトルハンマーをひょいと担ぎ直し、巨獣へと助走をつけて飛び上がった。そして振り下ろしざま、今度は逆に何倍もの加重をハンマーにかける。

　ズドォォンッ!!　と地響きを立てて、戦槌バトルハンマーの一撃を受けたスコルピナスが圧あつ壊かいされた。内臓なかみをぶちまけて、胴体が真っ二つに千切れ飛んでいる。うあ、グロッ。

『ひゅー。やったナ、マスター』

　モニカからそんな通信が入る。思ったより手こずったな。本来ならば二、三体でかかるべきだった相手なのかもしれない。盾もダメにしちゃったしなあ。ロゼッタになんか言われそうだ。まあ、勝てたから良かったとするか。

　しかし、ちょっとやりすぎたか……？　コレ、素材として買い取ってもらえるかなあ。グチャグチャになった巨獣の死体を見下ろしながら、僕は溜息をついた。










「これはまた……。まさかこんなに早く倒たおしてしまうとは思ってもみませんでした」

　スコルピナスを倒した現場に【ゲート】を使い、レリシャさんを連れてきた。と、いうのもこいつの討とう伐ばつ部位がどこかわからなかったからである。

　本来、巨獣の討とう伐ばつ依い頼らいなどというものは個人に出されることなどないので、討伐部位の指定はないとのこと。こいつの元になった種、スコルピオネなら鋏の部分なんだそうだ。

　とりあえずギルドマスターが証人なら問題はないだろう。『伝文の書』でレリシャさんに呼び出されたテムの街のギルド職員によって、スコルピナスの鑑かん定ていがされ、買い取ってもらえることになった。剥ぎ取りなども全て向こうに任せる。面めん倒どうだし、ちょっと気持ち悪くて触りたくない。

「ではこれを」

「お」

　先ほどレリシャさんに渡したギルドカードが金色になって返ってきた。綺き麗れいだけど派手だな。

「最高ランク、ゴールドクラスのギルドカードです。現在、それを持っているのは公王陛下と騎士王国レスティアの先王陛下のみでございます」

「騎士王国レスティア？」

「ここライル王国より東にある騎士の国でございます。騎士王が治める大国ですね」

　へえ、そんな国があるんだ。金ランクってことはやっぱり強いんだろうなあ。騎士王か。先王ってことはもう引退しているわけで、高齢なのかもしれないけど。

　そういやギルドカードに「ドラゴンスレイヤー」「ゴーレムバスター」「デーモンキラー」の三つの称号と、シンボルマークがあったが、今回のは何もつかないらしい。

　そもそもこのクエスト自体が個人依頼されるものではないから仕方ないか。フレームギアがなければ、レリシャさんも僕に依頼しようとは思わなかったろうし。まあ、「巨獣ハンター」とかゴロ悪そうだしな。

「しかし……恐るべきアーティファクトですね。この力があれば他国を侵しん略りやくすることも容易たやすいでしょうね」

　巨獣の傍に立つ黒騎士ナイトバロンを見ながらレリシャさんがつぶやく。んー、どうも危険視されているようだな。

「こいつは『フレームギア』といいます。古代王国の天才博士（変態だけど）が作り上げたアーティファクトで、この世界を守るために作られたものです」

「……世界を守るため？」

「ギルドマスターなら知っているんじゃないですか？　最近、世界各地で目撃されている正体不明の水すい晶しようの魔ま物もののことを」

「ッ！」

　レリシャさんの顔が強張る。確実に知っているな。世界各地に存在する冒ぼう険けん者しやギルド。そして『伝文の書』という通信アイテムがあるのだ、知らないはずがない。

「……確かに各地の支部から報告が上がっております。剣も通じず、魔法も通じず、再生能力を持つ水晶の魔物のことが。小さな村や傭よう兵へい団だんなどが壊かい滅めつし、被ひ害がいはかなりのものになりつつあります」

「その怪物の名はフレイズ。かつてこの世界に存在していた古代文明を滅ぼした魔物ですよ」

「なんですって……!?」

　驚きよう愕がくの表情でレリシャさんが固まる。まだフレイズのことによるパニックは避さけたいところだが、世界各地にあるギルドの情報力は役に立つ。ここはある程度の情報公開をして、協力を取り付けるにこしたことはないだろう。

　僕は話せる範はん囲いで知る限りのことをレリシャさんに伝えた。

「世界の結界……異次元からの侵略者……。水晶の魔物の報告がなければ一笑にふしていたでしょうね」

　僕から説明をされたレリシャさんが、小さくつぶやく。当然ながらバビロンや、フレイズの王の核などは伏せておいた。

　それでも信じてくれる気にはなったようだ。事実、フレイズによる被害があるのだし、考こう慮りよすべき問題なはずだからな。

「こののち、フレイズたちの大だい襲しゆう来らいがあるかどうか僕にはわかりません。だけど対抗手段がなければ蹂じゆう躙りんされるだけです。そのためにフレームギアを甦よみがえらせたのですから」

　まあ、ただ乗りたいという願望もあったが。

　どっちみち中級フレイズ以上には、フレームギアでしか対抗できないと思う。その上、上級フレイズがいるとすれば、フレームギアで小隊を組んでも勝てるか保証はない。だけどやれることはやっておいた方が無難だ。準備期間がどれだけあるかもわからないのだから。

　しばらく黒騎士ナイトバロンを眺ながめていたレリシャさんが、やおらこちらを振り向き、口を開いた。

「わかりました。フレイズのことはギルド本部の方に伝え、なるべく情報を集めて公王陛下の方に提供するようにしましょう」

「ありがとうございます。ただ大襲来のことは、まだ不確かなことなのでなるべく内密にして下さい」

「わかっています。我々も無闇に世界を混乱に陥れようとは思いません。幹部内の話に留めておきます」

　ギルドの情報力があればなにか異変があったとき、すぐに教えてもらえるだろう。なるべくならそんな報告は聞かないでいたいのだが。

　今回の依い頼らい報ほう酬しゆうと素材売却のお金はまとめて後日払ってもらうことにした。

　レリシャさんはこのまま残って事後処理をするというので、【ゲート】を使い黒騎士ナイトバロンを『格納庫』へ戻した。

　そのあと【フライ】の魔法を使って、発はつ掘くつ許可をもらった場所へ飛び、巨きよ大だい魔ま石せきを次々と掘り出していった。この国には三個。青と緑と黄色の魔石。これでエーテルリキッドも増え、さらにフレームギアの量産化が進むな。

【ストレージ】に巨大魔石をしまって、僕はバビロンへの【ゲート】を開いた。
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　フレームギアとエーテルリキッドの量産を続けつつも、突とつ然ぜんなにかが変わるわけでもなく、相変わらずの日常は続く。

　数日経たってからギルドから巨獣の討とう伐ばつ報ほう酬しゆうと素材売却のお金が支払われた。正直かなりの額だった。これでまた鋼材を買い求め、フレームギアの量産に当てられる。

【ゲート】を使い、『格納庫』へと向かう。ナイトバロンのガレージを覗のぞくとロゼッタとモニカが両りよう腕うでの装そう甲こうを外し、なにやら唸うなっていた。

「どうした？」

「どうしたもこうしたもねえゼ、マスター。ナイトバロンの両腕にかなりガタがきてる」

　え？　一回の戦闘でか？　でも腕にダメージは受けなかったはずだけど。

「こいつは戦闘によるダメージではないでありまス。【グラビティ】の使用……というより、マスターの魔法による負荷でありまスよ」

「え？」

「ぶっちゃけて言うと魔ま力りよくが強すぎるナ。マスターの魔力は純度が高いから増幅され過ぎちまうんだ。で、それにナイトバロンのパーツが耐えられない」

　そんなのってありか。僕だけ全力で乗れないってことか？

「重騎士シユバリエも黒騎士ナイトバロンも旧タイプのフレームギアでありまスから……。新型機ならばそこらへんも改良されているハズでありまスが」

「新型機？」

「博士が設計だけはしておいた機体だナ。基本になる機体ベース、ボーンフレームって言うんだが、それが接近戦用、遠距きよ離り支援用、高機動用と、何種類かあるんだ。それに多岐に渡る装甲と装備を追加し、個人レベルで一番合ったカスタマイズができるようになっているんだゼ。しかもエーテルリキッドの交換不要って話だ。ま、もっとも設計だけで、一体も完成してねえけどナ」

　すごいじゃんか。自分に合わせた機体を作れるってことだろ？　しかしもったいないな。一体くらい作っといてくれりゃよかったのに。

「ちなみにその設計図ってのは……」

「【蔵くら】の中だナ」

　やっぱり。だけど聞いた話だと【蔵】の管理人はかなりのドジらしいじゃないか。五千年も無事で存在してるだろうか。

　ただでさえすでに数個、地上にバラ撒まいているというのに。何かの拍子に燃やしてしまったとか……ありそうで怖こわい。

「とりあえずマスターはフレームギアでの魔法使用は禁止だナ」

「えー？」

「そう何回も壊されたらたまらないでありまス。ただでさえ整備スタッフが二人しかいないでありまスのに」

　むう。それを言われると。フレームギアの生産の方は『工こう房ぼう』が自動でやってくれてるが、修理するのは二人に頼るしかないからな。あれ？

「だったら修理なんてしないで、黒騎士を初めっからもう一機『工房』で作ればいいんじゃないか？」

「……フレームギアを作る素材をもう一度初めっから突っ込めってか？　ずいぶんと贅ぜい沢たくだナ？」

「あ、いや、えーっと、この壊こわれたやつを『工房』に放りこめば……」

「この機体を『工房』に材料として突っ込むと、蓄ちく積せきされたせっかくの戦せん闘とう記き憶おくメモリーや操縦者との同調データがリセットされるでありまスが？　いつまでも成長しないレベル１の機体で戦えるとお思いで？」

　二人にものすごいジト目で睨まれた。あれ、なんか地じ雷らい踏ふんだ？

「で、データだけ抜ぬいて新しく作った方に移しかえるとか……」

「その入力をやるのは俺たちなんだゼ？　毎回毎回壊れるたびに、そのデータをものすごい時間をかけて新品に移しかえろってのか？」

「だいたいデータだけ移し替えても、新品の機体とマッチングさせるのにどれだけの手間がかかるかわかってるでありまスか？　調整やら接続やら、魔力回路の復元まで、全部やるんでありまスよ？　それをマスターが壊すたびに、全部小生らにやれと？　何も知らないってのは言うだけ気楽でありまスなぁー」

　ヤバイ。二人の目が氷点下に下がり始めた。結局は「壊すな」という無言の圧力だ。戦闘での破損なら仕方ないが、わざわざ壊れるような乗り方をするな、ということなんだろう。

　面倒なことになる前にそそくさと逃げ出す。

　確かに二人にばかり任せっきりだからなあ。フレームギアの構造をろくに知りもしない輩やからに横から口を出されたらイラッとくるか。現代日本の常識で口を出すとろくなことにならない。

　しばらく『格納庫』には近づかない方がいいか。触さわらぬ神になんとやら、だ。
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　ロゼッタたちから逃げ出した僕は、久しぶりに国内を見て回ることにした。東部の農業地にはいくつかの水田と畑ができており、順調に作物が育っているようだった。

「あれ、陛下ではないですか」

　突然声をかけられて振ふり向むくと、そこには一人の女性が立っていた。

　女性ではあるが、普通の女性ではない。翡ひ翠すいのような緑色の髪に花の髪かみ飾かざり、花びらのようなスカートと背中から伸びた羽のような葉、そして身体のいたるところに巻きついている蔦つた。彼かの女じよは人間ではない。アルラウネだ。

　ウチの騎き士し団だんにやってきた風変わりな魔族五人のうちの一人である。

「えっと確か、ラクシェだっけ？」

「はい。騎士団所属、アルラウネのラクシェです」

　にぱっ、と笑え顔がおを浮かべ、敬礼して見せる。いや、警察官じゃないんだから。

「なんでこんなところに陛下がいるんですか？」

「あ、いや、ちょっと視察にね。ラクシェこそなんで？」

「私は今日は非番なんで、こちらの畑のお手伝いをしようかと」

　へえ、感心だな。アルラウネは植物系の魔族だ。こういった農作業に向いてるのかもしれないな。

「この国の生活はどう？　もう慣れた？」

「はい。みなさん親切で。よくしてもらってます。たまに旅人とかに怖がられることがあるけど、なんてことありません」

　まだまだ魔族への偏見は多く、忌き避ひする存在として疎うとんじられることがある。それでも攻撃してくる者が少ないのは、魔族は人間なんかよりはるかに強力な能力を持っているからだ。

　だから自然と避けるようになる。酷ひどい辺境だと触るだけで呪いを受けると信じられているとの噂うわさだ。馬鹿らしい。

「ラクシェは魔族の国からやって来たんだっけ？」

「はい。ここからずうっと北東の海を越えたところにあります。ゼノアスって国です。厳しい環かん境きようの国ですが、魔族だからへっちゃらです」

　魔族の国、魔王国ゼノアス。言葉で書くと世界征服でも狙ねらっているような悪の国っぽいが、実際は普通の国らしい。

　国民のほとんどが魔族であるため、人間の国とはほとんど交流がない。鎖さ国こくというわけではないのだが、どうも積極的に他国と交流をする気はないようで、孤立状態とも言える。そのため、あまり内部事情がわからない国だ。

　この国を治めているのは魔王と呼ばれる存在と、四天王と呼ばれる側近らしいが、ますますもって悪いイメージがある。ラクシェが言うには普通にいい国らしいけど。

　僕の印象だと魔族と人間はそんなに仲が悪いといったイメージはない。一部の人間が過か剰じように怖がっているだけな気がする。普通に付き合えば仲良くなれるのにな。

　まあ、あまり積極的に人間と交流しようとしない魔族にも問題があるとも言えるが。僕的には人間嫌ぎらいというよりは照れ屋さんといった感じがするんだけど。

「この国は自然も豊かで素晴らしいです。思い切って騎士団に入ってよかったと思います」

「そう言ってもらえると嬉うれしいよ。これからも力を貸してほしい」

「はい！」

　畑作業の邪じや魔まをしてはいけないので、ラクシェと別れ、街の方へ戻ってくると、ギルドの建設現場で今度は違う魔族の姿を見かけた。

　三メートル近い巨体に赤せき褐かつ色しよくの肌はだ、丸太のように太い腕に、白い髪かみから伸びる二本の角。オウガである。

　上半身を脱いで裸になり、建設に使う角材を運んでいる。普通の作業員の五倍近く持っているな。さすがにものすごい力た。

「あ、陛下ぁ。こんちはぁ」

「お疲れ、ザムザ。君も非番か？」

「はぁい。自分は人の三倍食べるもんでぇ、給金だけではきついって言ったら、内藤様がここの仕事を手伝えばいつも腹一杯食わせてくれるってぇ」

　オウガのザムザがにかっと笑う。なるほど、適材適所か。しかしすごい力だな。一人で何人分もの仕事をこなすんだから、食事代くらい安いもんだ。

　ザムザはこれだけのパワーがありながら実は戦闘向きではない。正しく言うと「性格が」戦闘向きではない。なんというか、戦うことをどこか怖がっているところがある。

　騎士としては致命的な気もするが、荒あら事ごとだけが騎士団の仕事ではないし、国民のために役に立てることはいくらでもある。

　事実、彼かれの力は大変みんなの役に立っている。

「頑張れよ。これは差し入れだ。終わったらみんなで食べるといい」

【ストレージ】から以前倒した巨きよ大だいイノシシの肉を二匹ひき分取り出し、作業現場の床ゆかに置く。

「わぁあ。ありがとございます。がんばりますだ」

　破顔して角材を次々と運び出すザムザ。安上がりな奴やつだな。彼はその巨体からいろいろと不便なところもあるだろうな。店なんかにも入れないだろうし。あまり気にしていないみたいだけど。

　もっと住みよい国にしないとな。何が必要かなあ。学校とかか。子供たちの教育は疎おろそかにできないよな。

　夕暮れの中を家路に急ぐ子供たちを見て、なにがこの国に必要なのかを考えながら僕も城へと帰ることにした。
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「うっわーッ！　すっげえ！　本当に飛んでる！」

「ねえねえ、へーか！　魔ま法ほう!?　これ魔法!?」

「魔法じゃないよ。これは揚よう力りよくで……まあ、風の力で飛んでるんだ」

　正確には違うけど。僕ぼくは手元の糸を引きながら、するすると凧たこを上じよう昇しようさせていった。子供たちがキラキラとした目で上空へと上がっていく凧を見ている。

　そのうちの一人に凧を手渡し、羨うらやましそうに見ている子たちにも次々と凧を作ってやった。

　揚あげ方のコツを教えてやると、すぐさまみんな凧を上手に操り始める。子供は学習能力が高いなあ。

　こういうことをしているといつの間にか現れていそうな商売人、オルバさんの姿を探したが、見当たらなかった。まあ、いつもそうそういるわけがないんだけど。

　糸を絡からませないようにとだけ注意して、僕は木こ陰かげへと座すわる。ここは街から離れた場所なので、凧を揚げても人の邪魔になることもない。

　平和だなー。こんな風にのんびりとした日々が続けばいいのに。

　ロゼッタとモニカは壊れた黒騎士ナイトバロンを直している。機体全部を新品に変えればいいという僕の意見は却きやつ下かされたからな。

　同じ機体を使い続けていると、運動性能や魔力反応速度が上がっていくんだそうだ。そうした経験を機体が積んでおけば、あとあと新型機を造った時にそのデータを有効活用できるんだそうで。

　ゲームとかで言うと、前作で育てたキャラが新作でも引き続き使える、みたいなものだろうか。

　やっぱり修理スタッフが少ないのがネックだよな……。

　なんとかならないのかとロゼッタらに聞いてみたら、自動で修理をしてくれるミニサイズの自律ロボットがあるんだそうだ。しかも数も結構あるらしい。

「それがあれば問題解決じゃんか。で、それはどこに？」

「『蔵』」

「うぬう！」

　なんでもかんでも保管しすぎだろ……。あの博士、そんな几き帳ちよう面めんには見えなかったがな。

　ぼんやりとそんなどうしようもないことを考えていたら、どこからか僕を呼ぶ声が聞こえてきた。

「冬夜さーん！」

「冬夜様！」

「ユミナ？　ルーもか」

　立ち上がり、ズボンについた土をはたいていると、両サイドから抱だきつかれた。

　この二人は今度のことで、公式に僕の婚こん約やく者しやとなった。世間的にも認められることとなり、誰だれにもはばかることがなくなったためか、やたらとくっついてくる。正直、恥はずかしいんだが離はなれてくれとも言えず、そのままにさせている。

「どこに行ったかと思っていたら、あれが見えまして。絶対にここにいると思いましたわ」

　ルーが空高く揚がっている凧を指差す。なるほどな。あんなもの作るのは僕くらいか。

「私たちのことを放っておいて子供たちと遊んでいるなんて。冬夜さんはもっと奥おくさんを大切にするべきです」

「まだ奥さんじゃないでしょうが……」

「私たちはもうそのつもりですのよ？　冬夜様とは比ひ翼よくの鳥、連理の枝……あら？　この場合ちょっと違ちがいますかしら？」

　まあねえ。翼も枝も多いわな。首を傾かしげるルーに苦く笑しようしていると、向こうから何台もの馬車を引き連れて、商隊がやってきた。

　ぞろぞろと目の前を馬車の列が横切っていき、ベルファスト方面へと進んでいく。

　馬車に乗っている商人たちが、不思議そうに子供たちが揚げている凧を見上げていた。ダメだなあ、そこでオルバさんみたいに商売に結びつけて、飛びつかないと。

「レグルスの商隊ですわね。ほら最さい後こう尾びに護衛の兵士がついてますわ」

「にしても多いなあ。何を運んでるんだろう」

　護衛がいるってことは高級な品かな。高級家具とか美術品とか。こういった一般の物資輸送なんかは大変だよな。僕なんかは【ゲート】があるから苦労したことがないけど。やっぱり【ゲート】を使って宅配便とかをやったら儲もうけられるよなあ。

　トラックとかあると便利だよな。一気に物を運べるし。いや、それなら貨物列車のほうが……。

「列車……？」

「冬夜さん？」

　列車……列車か！　線路を敷しきさえすれば、かなり便利なんじゃないか？　蒸気機関車ぐらいならロゼッタに頼たのめば作れるんじゃ……いや、でもこの世界じゃ列車は危険か？

　線路に誰かしら知らずに飛び込むかもしれないし、列車強盗なんかもあるかもしれないし。線路に石とか置かれたり、レールを壊されたりするかもしれない。

　うーん、そんなことをいちいち考えてたら何もできないんだけどな。元の世界の感覚で、どうしてもやっぱり「安全」ってのを考えてしまう。フレームギアとかを動かしておいて今さらだけど。

　むう。思いつきの列車計画は凍とう結けつかな。って……。

「いてててて！」

「……なに他のこと考えてるんです？　私たちをほっといて」

　考えに集中していたらユミナに脇わき腹ばらをつねられた。つねんなくてもいいだろうに。

《主、聞こえますか？》

《うん？　琥こ珀はくか？》

　つねられた脇腹をさすっていると、念話が飛んできた。僕が動きを止めたので、また考え込んでいるのかと、ユミナがぷうっと顔を膨ふくらませるが、違う違うと手振りで示す。

「どうした？　なにかあったか？」

　念話していることを二人に示すためわざと声を出して答える。

《マスター、ロゼッタでありまス。フレームギアの量産に使うオリハルコンが切れたので、補充してほしいのでありまスが……》

　琥珀を通してロゼッタの声が聞こえてきた。オリハルコンか。オルバさんから入手した分は、もう使いきってしまったのか。

　仕方ない、何処どこかで手に入れてくるとしよう。

「わかった。それはこっちでなんとか用意するから」

《よろしくお願いするでありまス》

「どうかしたんですの？」

　念話を切るとルーが不思議に思ったのか尋たずねてきた。

「ロゼッタからのオリハルコンの注文だよ。さて、どこで手に入れてくるかな……」

「鉱石場に行けば幾つか売ってもらえると思いますが。たぶんそれじゃ足りないんでしょうね」

「オリハルコンは希少金属ですものね。値段もかなりいたしますし」

　買えないことはないけどね。このあいだ巨きよ獣じゆう退治でまとまったお金が手に入ったから。でも今後のことを考えると倹約したいところだな。ミスリルならまだ余ってるんだけど……あ。

「オリハルコンのゴーレムっているのかな？」

　ミスリルゴーレムのような奴がいれば、一気に回収できるだろうと思い、二人に聞いてみた。

「オリハルコンゴーレム、ですか？　聞いたことないですね……」

「私わたくしも。いてもおかしくないような気もしますけれど」

　うーん。そんな都合のいい存在はいないか？

　一応、マップを呼び出して検けん索さくしてみるか。一度も見たことないけど、オリハルコンゴーレムってのがいるなら、全身金ピカのオリハルコンで出来たゴーレムだろうし。一目でわかるだろ。

「検索。オリハルコンゴーレム」

『検索開始。……終しゆう了りよう。表示しまス』

　展開したマップにストトトッ、とピンが落ちる。

「……けっこういるじゃん」

「いますねぇ……」

　予想外にピンが落ち、ちょっと驚おどろく。世界って広いなあ。まあ、よくよく見ると人が住んでなさそうな高い山とか、深い谷とか、そんなところばかりだった。目撃者が出そうもないところに生息しているのかな。

「どれ、じゃあひと狩かり行ってくるか」

「あ、じゃあ、私たちも……」

「いや、一人で大だい丈じよう夫ぶ。行ったことのないところだから、【フライ】を使って飛んでいくしさ」

【フライ】と聞いて二人とも押し黙だまる。そんなに嫌いやかね？

　とりあえず二人を城へ【ゲート】で送り、もう一度マップを開いた。

「んー、この位置だと一度行ったことのある場所から近いのはここか……イーシェンだな」

　イーシェンのオエドから少し西に行った山中にいるな。なんとなくイーシェンって日本列島に似てるけど、ここって富士山じゃないだろうか。

　ここならオエドからすぐ飛んでいけそうだ。よし、行くか。

　オリハルコンが大量に手に入ったらいつか金ピカのフレームギアとか作ってやろうかしら。黄金騎士とか？　派手かな。
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「うはー……。金ピカだぁ……」

　イーシェンのオエドから西に数十キロ、険しい山中の渓けい谷こくにそいつはいた。

　ミスリルゴーレムよりひと回り大きく、金ピカのボディが渓谷に差し込む太陽の光を浴びて、キラキラと輝かがやいている。これがオリハルコンゴーレムか。フレームギアと同じくらいの大きさだな。

　こいつもミスリルゴーレムと同じように中ちゆう枢すう核かくは胸部にあるんだろうか。

　ごつごつとした岩石のようなボディに大きい手足。足は短く胴は長い。外見はミスリルゴーレムと同じだし、たぶん同じところに中枢核があるんじゃないかな。

「とりあえず胸んとこ破は壊かいすりゃなんとかなるだろ。【スリップ】」

　ズシィィンッ！　と盛大な地じ響ひびきを上げて、金ピカゴーレムが仰あお向むけに倒れる。

「【グラビティ】」

　そこをすかさず加重魔法で地面に縫い付ける。【ストレージ】から取り出したフレイズの破片を丸くし、野球ボールほどにした水すい晶しよう球だまに魔力を込め、オリハルコンよりも高い硬こう度どに変化させる。

「【ゲート】」

　ゴーレムの胸の真上と僕の手前の地面を【ゲート】でつなぎ、【グラビティ】をかけた水晶球をポイと投げ込む。

【ゲート】を抜けた瞬間に、何百トンにも加重された水晶球がゴーレムの胸の上に落ち、ドガギャッ！　という破壊音が響ひびき渡わたって、オリハルコンゴーレムが沈黙した。

　これぞ【スリップ】、【グラビティ】、【ゲート】の三段活用である。なんちて。

　一応、警けい戒かいしながらゴーレムに近づき、完全に機能停止していることを確かく認にんする。やっぱり中枢核は胸部にあったようだな。

【ストレージ】を開き、オリハルコンゴーレムを収納する。よし、任務完かん了りようっと。

　不意に、がさっ、と茂しげみから音がして、一匹の鹿しかが飛び出してきた。こんな山奥の渓谷にも鹿なんかいるんだな。

　鹿は僕のことなど目もくれず、向こうの川の方へ歩いて行ってしまった。人間を怖がらないのか。

　鹿……鹿か。鹿肉でもお土産に持って帰ろうかね？　いやいや、人間を警戒していない純粋な鹿を、あっさりと殺してしまうのもなんか抵てい抗こう感があるな。

　鹿が歩いて行った川の方へ目を向けると、何かが河原に転がっていた。なんだ、あれ？

　近づいて確かめてみようと足を進めると、次し第だいにそれが何かわかってきて、僕は足を速めた。人だ。人間が倒れている。

「おい！　ちょっと！　大丈夫か!?」

　慌あわてて河原に駆かけ寄よると、どうやら女の子らしかった。

　年のころはエルゼやリンゼと同じくらい。長い髪は真っ白で、元は上等そうだが今はボロボロになった服を着ている。身体中に痣あざや切り傷があるが、これは川を流されて来たのだろうか。

　上半身を抱かかえ上げて川の中から引き出すと、右足がおかしいことに気がついた。折れているのか？　袴はかまのようなものをたくし上げてみると、足が膝ひざの下から千切れていた。あらためて見ると右手も手首から先が無い。

　よく見ると背中もバッサリと切られている。これって刀傷じゃ……。

　すでに死んでいるのではと思ったが、か細いがちゃんと呼吸をしている。溺おぼれる前にここに辿たどりついたのかもしれない。

　っと、そんなことより治療が先だ！

「【光よ来たれ、女神の癒いやし、メガヒール】」

　大回復魔法をかけると、たちまち身体の傷がふさがり、痣が消えていった。足の傷もふさがったが、千切れた足はそのままだ。ついでに【リカバリー】もかけておく。毒でも受けてたらヤバイからな。

「……う…………」

「おい、気がついたか!?」

　うっすらと開いた菫すみれ色の瞳が僕を見つめる。

「…………あ……」

　少女は何か声に出そうとしていたが、再びその瞼まぶたが閉じられ、また気を失った。

「くっ……バビロンの『錬金棟』に運ぼう。確かフローラが肉体再生も可能だって言ってたからな。足も元に戻もどるかもしれない」

　僕は彼女を抱え上げ、『錬金棟』へと一気に【ゲート】で転移した。










「それで、その子は？」

「『錬金棟』の再生カプセルの中で眠っている。今はフローラとルーがついてるけど」

　リンゼに答えながら、僕は椅い子すに深くもたれる。僕もついていてあげたかったが、ユミナとルーに追い出された。決してカプセル溶液の中に浮かぶ、全ぜん裸らの彼かの女じよを見たかったわけじゃない。……ないってば。

　実際に死ぬ一歩手前だったようだ。もう二、三分遅れていたら助からなかったとフローラが言っていた。あの鹿が導いてくれたんだろうか。

「どれぐらいで再生が終わるのでござるか？」

「明日には完了するらしいよ」

「無くなった手足を治すのにたった一日ってすごいわね……」

　まったくだ。おそるべしバビロンの技術。本当にクローンとかホムンクルスとかが作れるんじゃ……って、もう作ってるのか……。

　僕の空になったカップに紅茶を注ぐシェスカをじっと見る。彼女らの場合、機械の部分もあるそうだから、正確にはサイボーグ、になるのか？　機械化生命体？　なんかそれだと車とかに変形するロボットの方になりそうだな。うーむ……気になるな。

「……マスターの欲情した熱い眼差しが私を貫つらぬいていまス。コレは『今夜、お前を欲望のままに貫くゼ』という暗黙の命令……」

　やっぱ、どーでもいいわ。こんなポンコツエロロボ子。

　わざとらしく自分の身体を抱きしめながら悶もだえ始めたアホはほっといて、『工房』へ行くことにする。手に入れたオリハルコンをロゼッタに渡してこないとな。

『工房』へ転移すると、ロゼッタが完成した重騎士シユバリエを調整しているところだった。一機一機作るたびに設定調整するんじゃロゼッタも大変だよなあ。

「おーい、オリハルコン持ってきたぞ」

「早かったでありまスな。しばらくかかるかと思って、量産を止めてたでありまス」

【ストレージ】からオリハルコンゴーレムを取り出す。一応自分の分として右みぎ腕うでの手首から下をもらっておいた。

　これでまた量産を続けられるな。

「これはまた……こんなには必要なかったんでありまスが……」

「え？　そうなの？」

「動どう力りよく炉ろの一部に使っているだけでありまスから。まあ、あって困るもんじゃないでありまスし、何体量産するかもわからないでありまスからな」

　そう言いながら『工房』の床を開き、オリハルコンゴーレムを収納する。

「それとマスター。重騎士シユバリエの装備なのでありまスが。剣けんは標準装備だとして、追加装備として盾シールド、戦棍メイス、戦槌バトルハンマー、突撃槍ランス、戦矛ハルバード、戦斧バトルアツクスあたりでよいでありまスか？」

「うん、だいたいそんなもんだろ。フレイズには魔法は効かないからな。打撃戦になるだろうし」

　戦槌バトルハンマーのようにその重さを活いかした攻こう撃げきの方が有効だ。遠距きよ離り攻こう撃げきの武器も欲ほしいところだが、このサイズで銃なんて作ったら火薬量がとんでもないことになるからな……。あ、でも待てよ。

「弓矢みたいのはできるか？」

「できなくはないでありまスが……フレイズの硬さにはあまり効果はないと思うでありまスよ。思い切り近づいて放てば、いくらか効果はあるかもしれないでありまスが」

　それ、遠距離攻撃の意味ないよな。うーむ、ダメか。

「なら遠距離武器とは違ちがうけど、大きな鉄球に鎖をつけて、振り回せるような武器も作っといてくれ」

「星鎖球モーニングスターでありまスな。了りよう解かいでありまス」

　本来のモーニングスターってのは釘くぎバットみたいなものだったと思うが……まあ、いいか。こっちの世界じゃそうなんだろう。

『工房』を出て、イーシェンで拾った彼女の様子を見に『錬金棟』へ向かう。

　むろん、ルーに入らせてもらえなかったが。

「怪我けがの方は明日には治るそうですわ。ただ、意識が戻るかまでは……」

「うーん……変なトラウマとか植え付けられてなきゃいいけど……」

　あの傷を見る限り、あの子は何者かに襲おそわれたのだろう。その時の死の恐きよう怖ふが精神になにか傷を与あたえていなければいいのだが……。

「それと冬夜様、これを」

　ルーが差し出してきた物。それは直径十センチほどのメダルだった。紐ひものついた銀色に光るメダルだ。

「あの子が首からかけておりました。ひょっとしたらなにか身元がわかる物かもしれません」

　メダルには何やら複雑な紋もん様ようが描えがかれており、細かい彫ちよう金きんが技術の高さを表している。ひっくり返すと裏り面めんには何も描かれておらず、真っ平らな状態だった。表の紋様、その中心にあるのは眼……か？　よくわからん。家紋ってわけでもなさそうだが。

　とりあえず預かっておく。

　これ以上どうしようもないので城の方へと戻ることにした。廊ろう下かを歩いていると、向こうからラピスさんがやってくる。

　ベルファストの屋や敷しきの時から仕えてくれているラピスさんとセシルさんだが、このたび正式にブリュンヒルドの一員となった。

　今まではユミナの護衛という名目があり、ベルファストの諜ちよう報ほう機関『エスピオン』所属だったのだが、僕とユミナとの婚こん約やくを機にそこを辞任し、正式にウチのメイドとして採用したのだ。なので、ラピスさんの今の肩かた書きはブリュンヒルド王宮のメイド長なのである。

「陛下、お話があるのですが」

「はい。なんですか？」

「実はこの城の使用人の増員をお願いしたいのです。さすがに私とセシル、レネとシェスカさんだけでは十分な対応や、掃そう除じまで行き届きませんので……」

　なるほど。それもそうか。確かに僕らの世話から客の対応、掃除に洗せん濯たくまで四人では無理があるな。一応、椿つばきさんのとこの諜報機関の人たちも手伝ってくれる時もあるらしいが、あの人たちはあの人たちで仕事がある。

「わかった。何人か人員を増やそう。どれぐらい必要かな？」

「侍女レデイースと厨房係キツチン、接客パーラー、洗濯ランドリー、全部含ふくめて十名ほど。このうち厨房係キツチンは、コック長であるクレアさんの、接客係パーラーはセシルの指揮下に入ってもらいます」

　けっこう増えるな。まあ許容範はん囲いか。

「人員は全てメイドギルドより紹介してもらいます。陛下は最終的に面接だけしていただきたく。レネとシェスカさんは、基本的には陛下の身の周りのお世話を専属でしてもらうことにします」

　むう。レネはいいんだが、シェスカには一いち抹まつの不安を感じる。まあ逆に言うと、あのエロメイドを客の前に出せるかってことなんだが。

「それと、全員に戦せん闘とう技術の指導も行いますのでよろしくお願いします」

「戦闘技術!?　そんなのいるの!?」

「いつ、どこに賊ぞくが潜ひそんでいるかわかりません。それに対応できず、ただ狼狽うろたえる者などメイドにあらず。全てのことに対応できてこそ、真のメイドにございます」

　そう言ってラピスさんが頭を下げる。深いな、メイド道……。

　そういやリーニエで会ったアンジェさんも武ぶ闘とう士だったな。戦闘技術を学ぶことはメイドの嗜たしなみなんだろうか……。

　まあ、頼たよりになるのはありがたいので許可しておく。

　しかし、これってレネも参加するんだろうか。気になったので一応そこいらへんを聞いてみる。

「すでにレネはセシルから指導を受けています。短剣けん術じゆつならそこらのゴロツキなど相手にもならないでしょう」

　どんな教育してんの!?　知らぬ間にそんなの叩たたき込まれていたのか……。ちょっと怖いわ。

　メイドの世界観が変わった気がします。
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「……毎度のことながら、冬夜殿どのが冬夜殿でよかったと思うよ」

「……まったくだな。我らは運がいいのだろうなあ」

「なんですか、それは」

　そびえ立つ重騎士シユバリエを見上げながら話す、レグルス皇こう帝ていとベルファスト国王の言葉に思わずツッコんでしまった。

「いやいや、もし冬夜殿が野心家であったのなら、とっくにこの世界は征服されていたかもしれんぞ。こんなの見せられて歯向かおうとか思えんよ」

「だなあ……。でなくても反則に近いほど強えしな……。今さらだがお前さん、いったい何者だ？」

　リーフリース皇王とミスミド獣王が続けて口を開く。褒ほめられてるのかけなされてるのか。

「冬夜様は野心を持たれることなどありませんよ。冬夜様が何者だろうと、私たちの友人であることに変わりはありません」

　ラミッシュ教皇が落ち着いた表情でそう語る。ある意味、僕の正体をこの中で一番知っているのはこの人だからな。どうも神様の使いと考えている節があるけど。あいにくだが僕は天使じゃない。

「すごいですねえ……。これ、本当に動くんですか？」

「動きますよ。フレームユニットと同じ操作で動きます」

　子供のように目を輝かがやかせているのが、リーニエ国王のクラウドだ。

　今日は西方同盟のみんなを集めてフレームギアのお披ひ露ろ目めをしている。それぞれ各国のお供の騎士達もあんぐりと口を開けて呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。ま、そうなるわな。

「しかし、なんだってこんなものを？」

「今のところは趣味……ですかね。名目上は対巨獣用といったところです」

「巨獣か。確かにこいつなら被ひ害がいも少なくできるだろうな」

　納なつ得とくしたようにベルファスト国王が頷うなずく。実際は違うのだけれど。

　ギルドマスターのレリシャさんには、情報協力を得るために事の真相を話したが、各国にはまだ伏せていたい。実際に起こるかわからないことで他国を巻き込むわけにもいかないし、言っても信じてもらえるかどうか。

　それでもいざという時にすぐに受け入れてもらえるように、その準備はしておいた方がいい。そんな都合のいいことを考えている。

　フレームギアの存在を示すのもその一つだ。

「で～だな、冬夜殿。あれに乗せてはもらえるのかな？」

「そうそれ！　そこが大事！」

　ベルファスト国王とミスミド獣王が僕に熱い視線を投げかけてきた。ものすごい「乗せろ乗せろ光線」が送られてくる。

「その前に安全確認のため、それぞれの護衛の方が乗ってからの方がいいでしょう。ガスパルさん、どうですか？」

「は？　私……ですか？」

　帝てい国こく騎き士し団だん長、隻せき眼がんのガスパルさんがポカンとした顔で自分を指差す。一応ここにいる護衛の人たちは、ウチに来たときに遊ゆう戯ぎ室しつでフレームユニットに乗ったことのある人たちだ。それなりに動かすことができるはずだし、問題はないと思う。

「大だい丈じよう夫ぶです。何かあったら僕が緊きん急きゆう停止できるようになっています。変な暴走をすることはないですから」

　フレームギアには安全装置として緊急停止機能をつけておいた。僕のスマホと連動して、その動きを制限、停止することが可能なのだ。なので、例えガスパルさんがここにいるみんなを攻撃しようと思っても、指一本動かすことができなくなる。まあ、そんなことにはならないだろうけど。

　皇帝陛下に許可を得て、ガスパルさんが重騎士シユバリエに乗り込む。

『どうですか？　フレームユニットと変わらないでしょう？』

『はい。そうですね、操作方法がわかります』

『では起動してみて下さい』

　コックピットとの通信をレシーバーでしながら、他のみんなに下がるように指示した。

　ヒュオオオオ……と起動音が鳴り響き、重騎士シユバリエが動き出す。










　それからは誰が先に乗るかで若じやつ干かん揉もめたが、取り立てて問題はなかった。国王全員が乗ることができたし、（教皇猊げい下かは乗らなかったが）かなりうまく操れていたようだ。

　そして巨獣が出現した時に限り、フレームギアを貸し出すことを約束した。ただし、操縦者はそちらで用意してもらうので、そのために訓練用のフレームユニットを各国に六台ずつ貸し出すことにする。

　みんなにはこれで練習して、巨獣との戦闘に備えてほしいというのと、騎き士し団だんの人たちの息いき抜ぬきに使って欲しいという「建前」を説明した。

「本音」はいずれ来るかもしれないフレイズたちとの戦いに備えて、フレームギアに乗れる者を鍛きたえておいて欲しい、ということだが。

　ベルファストやレグルスぐらいの広大な領地ともなると、巨獣の出現が割とあるらしいので、何回かは貸し出すことがあるかもしれない。ミスミドやラミッシュの方でも大樹海があるので巨獣の襲しゆう撃げきもあり得なくはない。

　残念ながら、リーニエにはほぼ巨獣の被害はないそうなので、出番はなさそうだが。海からやってくる巨獣というのもいるらしいし、万が一ということもある。

　とりあえずなんとか各国に受け入れてもらえそうで安心した。

　自国にその技術を取り入れようという思おも惑わくもあるのかもしれないが、ま、許容範囲である。










　イーシェンで助けた子が目覚めたというので『錬金棟』へと向かうと、すでに彼かの女じよは再生カプセルから出ていて、『錬金棟』の中の簡易ベッドの上に起き上がっていた。薄うす手での寝ね巻まきのようなものを着ている。

　布ふ団とんの上に置かれた右手は見事に再生されている。布団で隠かくれて見えないが、おそらく足の方も元通りになっていることだろう。

　真っ白だと思っていた髪かみはうっすらと赤みがかかっていて、薄い桜色に見えた。助けた時は白かったと思ったが。まさか血の色が移ったんじゃないだろうな。

「……あ………」

　僕を見たとたん、彼女は小さく声を漏もらした。どうやら助けた時のことを覚えていたようだ。

　傍かたわらの椅子に腰こし掛かけていたフローラに声をかける。

「どうやら無事に再生完了したようだね」

「あー……それが～……でスの」

　フローラが歯切れ悪く言葉を詰つまらせる。どうした？

「どうやら彼女……記き憶おくを失っているようでスの」

「は？」

　なんでも僕に助けられるまでの記憶が全く無いんだそうだ。名前も、生まれも、なぜ殺されかけたか、なぜあそこにいたのか、全部覚えて無いという。

「まさか再生治療の後こう遺い症しようとか……」

「そんなことはないでスの！　頭を再生したのならともかく、手足の再生で記憶を無くスなんてないでスの！　お疑いならマスターの股こ間かんのモノをちょん切って、試ためしてみるといいでスの！」

「怖こわいわ！」

　そんなんでちょん切られてたまるか！　だいたい本当に後遺症があったら、僕の記憶まで無くなるだろ！

　しかし、記憶喪そう失しつってのは……。

「僕に会ったのは覚えてる？」

　こくん、と少女は小さく頷く。ってことは、僕と会ってからの記憶はあるってことだよな。そのあと再生カプセルに入ったわけだから、やっぱり記憶喪失の原因は襲われた時のことだと考えるのが自然か。

「名前は？」

「……わからない」

「なんであんな怪我を？」

「……知らない」

　うーん、どうしたもんか……。それからいろんなことを聞いてみたが、イーシェンのことや一般常識、読み書きや計算など、そういった記憶や知識は残っていることがわかった。ベルファストやレグルスも知ってたしな。

　しかし、自分に関することの記憶がすっぽりと抜けているのだ。名前や生年月日、どこで何をしていたか、家族はいるのか、なにが好きでなにが嫌きらいか、そういったものが全く思い出せないという。試しにもう一回【リカバリー】をかけてみたが無む駄だだった。

「むう……。そのうち思い出せるならいいけど……」

「……あなたは……」

「ん？」

　ベッドの上から彼女は菫色の瞳をまっすぐ僕ぼくに向けてくる。

「……あなたはだれ？」

「ああ、僕は望月冬夜。ブリュンヒルド公国の国王をしている」

「……王様……」

　彼女は少しだけ驚きの表情を浮かべたが、すぐに元に戻った。どうもこの子は感情が乏とぼしいように感じる。

「ここはそのブリュンヒルド？」

「そう。イーシェンの山奥で倒たおれていた君を連れてきた。酷い怪我だったからさ」

「どうやって……」

「転移魔ま法ほうで」

　あ、また驚いた顔をした。すぐに元に戻ったけど。なんか面白おもしろい。

　とにかくこのままこの『錬金棟』にいるのもマズいかと、【ゲート】で城の一室に簡易ベッドごと転移した。

「これは……」
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　少女はキョロキョロといきなり変わった部屋の中を見回している。これで転移したって信じてもらえたかな。

　とりあえずこの部屋でしばらく暮らしてもらうとしよう。そのうち記憶が甦よみがえるかもしれないしな。

　イーシェンに送り届けるって手もあるけど、記憶を無くしている状態だし、しかも何者かに狙われている可能性だってゼロじゃない。今は危険だ。

「にしても、名前が無いのは不便だな……なんか仮の名前でも決める？」

「名前……。なんでもいい。王様が決めて」

　そう言われても。しばらく考え込んでみたが、やはり西方の名前よりイーシェン寄りの名前の方がいいだろうな。と、なると……。

「んじゃ、『桜さくら』で」

「桜……」

「綺き麗れいな桜色の髪をしているからさ。気に入らなかったら別なのを考えるけど」

　我ながら安直だが。少女は小さく首を横に振ふり、否定の意を示す。

「桜でいい。ありがとう」

　あまり感情を表さない桜の顔が少しだけ微笑んだ気がした。
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　あれからしばらく経たったが、桜が記憶を取り戻す気配は一切なかった。

　傷きず痕あとひとつ残ることはなく、怪我の方は全て完治し、健康状じよう況きようは良好らしいが。

　そういや彼女が元々持っていたメダルを渡すと、不思議そうな顔をしていた。どうやらメダルのことも覚えてないらしい。それでも唯ゆい一いつの持ち物だから、一応身につけておくようにと言い聞かせた。身元を示すものかもしれないし。

　一度、彼女を発見したあの渓谷に行ってみようと提案したのだが、行きたくないって拒否された。死にかけたわけだし、恐怖が身体に染み付いているのだろうか。

　どうも彼女は記憶を甦らせるのを避けているような気がする。どうでもいいっていうか、戻らなくても問題ないっていうか……。

　あいにくと記憶喪失になったことはないのでわからないが、ここにいる自分とは別の人格みたいなものが出来上がってしまうのだろうか。でもそれじゃあ記憶喪失じゃなくて二重人格だよな。

　何かの本で人は辛つらいことがあった時、Ａという人格が別のＢという人格を生み出すことがあるって読んだような。辛い目にあっているのはＢで、Ａの自分じゃない。他人のように感じることで自らを守る防衛本能だとかなんとか。

　まあ、嫌がっているのを無理にさせても仕方ない。そのうち思い出すかもしれないし。

　桜は動き回れるようになると、国を見て回りたいと言い出した。特に問題はないのでお目付役＆ボディガードとして珊さん瑚ごと黒こく曜ようをつけてやった。

　建築現場や農耕地などによく行っているようだ。時折、リンゼと一いつ緒しよにいるのを見かける。どっちもおとなしく、口数の少ないタイプだから気が合うのだろうか。

「記憶を失くしてよく平気でいられますね、あの子」

「平気というより、たぶんそういう感情もわかないんじゃないかな。まったく自分のことが思い出せないんじゃ、悲しむ気持ちも出てこないだろうし」

　僕は庭師のフリオさんの言葉に答えながら、中庭のいたるところに穴をあけ、桜の木を植え替えていった。

　記憶喪失の桜で思いついたわけじゃないけど、イーシェンの桜を城に移植したいと思ったのだ。季節はこれから冬になろうとしているため、咲くのはだいぶ先だが。

　今さらだが、これ本当に咲くんだろうか？　イーシェンの気候とここらの気候はほぼ同じらしいので大丈夫だと思うけど。ダメだったらフローラに頼たのんで新種を作ってもらうか。

　この世界、気候とかがメチャクチャだからなあ。精せい霊れいの力によるものらしいけど。

　関係ないけど、桜って地方によってイメージが違うのかな、とか思う。三月、四月に咲くけど、西日本だと桜は「別れの季節」、東日本だと「出会いの季節」みたいになるんだろうか。卒業式、入学式の時期とかで。

　以前、青森の親しん戚せきのところにゴールデンウイークに遊びに行って、まだ桜が咲いていなかったことにびっくりしたおぼえがある。

「フリオさんは桜の手入れはしたことあるんですか？」

「いいえ、ありません。ですが、この国にはイーシェンの方が多いので、教えてもらえばなんとかなると思います」

　ああ、なるほど。確かにブリュンヒルドにはイーシェンの人が多い。椿さんの一族や、元武田の家臣とか。あとは最近だと獣じゆう人じん、魔ま族ぞくあたりをちらほらと見かけるようになってきたな。

　ここだと他の国より別種族に差別的な目で見られることが少ないから、商売や仕事がしやすいらしい。

「そのうち城から街へ向かう道にも桜を植えようか。桜並木とかきれいなんじゃないかな」

「いいですねえ」

　そんなことを考えながらフリオさんと午前中を過ごした。午後からは椿さんの報告を聞く。

「パルーフとリーニエの関係は良い方向にいっているようです。戦争になるようなことはまずないでしょう」

「リーニエ国王が頑がん張ばってるからなあ。そのうちきちんと不可侵条約とか結べるといいな」

　椿さんの抱える諜ちよう報ほう部員の忍しのびが、各国から僕の渡した「ゲートミラー」で情報を送ってくる。別に他国の王宮を探さぐっているわけじゃない。いろんな国における町の噂うわさなどの情報を収集しているだけだ。

「少し気になるのはイーシェンの情勢が不安定だということでしょうか」

「イーシェンが？」

　桜のこともあり少し気になった僕は、椿さんに詳くわしく話を聞くことにした。なんでも戦いくさになるほどではないが、領主同士の小こ競ぜり合あいが始まってるということだ。

「イーシェンは伊達だて、上うえ杉すぎ、徳とく川がわ、武たけ田だ、織お田だ、羽は柴しば、長ちよう宗そ我か部べ、毛もう利り、島しま津づの九領主がいましたが、先の事件で武田が滅び、織田と徳川の勢力が伸びました。羽柴は織田に付き従い、徳川と織田は友好関係。織田の力が頭一つ抜け出てきているようです」

　やっぱそうなるのか。僕らの世界じゃ天下を握るのは徳川なんだけどな。「織田がつき、羽柴がこねし天下餅もち、座すわりしままに食うは徳川」ってか。

　あの恰かつ幅ぷくのいい、ちょびヒゲの徳川家いえ泰やすさんを思い出すと、その通りになるか怪あやしいもんだが。ま、全てが僕らの世界の史実通りにいくとも限らないし。

　イーシェンは気になるが、今のところは放置だな。さすがにオエドが危ないとなったら、八重の家族だけでも避難させるつもりだが。

　椿さんからの報告を聞き終え、今度はバビロンの『格納庫』へと転移する。

　重騎士シユバリエとその指揮官機、黒騎士ナイトバロンがそれぞれ数機ガレージに収納されている。比率としては重騎士シユバリエ九機に対して黒騎士ナイトバロンが一機という感じだ。

　単に数を数えやすくするための比率だが、黒騎士ナイトバロンの方が作るのに少し時間がかかるし、やはり指揮官機だけあって乗りこなすのに技術がいる。扱あつかい易さなら重騎士シユバリエの方がはるかに優すぐれているのだ。

　防御に優れた重騎士シユバリエと攻撃に優れた黒騎士ナイトバロン、そしてもうひとつ、現在ロゼッタとモニカが整備してる機体がある。

　そのガレージに入ると細身で鋭角的なデザインの赤い騎士が立っていた。

　何よりも特徴的なのは両足の先せん端たんと踵かかとの左右に取り付けられた大きな車輪、そして腰こしの横と後ろにつけられた大型バーニアである。その腰周りを整備しているロゼッタとモニカに声をかける。

「あとどれくらいかかる？」

「まあ、明日までには終わるでありまス。しかしマスター、こいつは乗り手を選ぶでありまスよ？」

「ここまでピーキーだとこいつはあまり量産には向かねえナ。完全に人によって向き不向きが分かれるだろうゼ」

　重騎士シユバリエが防御、黒騎士ナイトバロンが攻撃なら、この竜騎士ドラグーンは機動力重視の機体だ。

　ただ、機動力を活かすために装そう甲こうが薄く、また機体自体のパワーも低い。正直、フレイズ相手に対抗できるか不安がある。巨きよ獣じゆう相手なら充じゆう分ぶん使えるので、元々あった機体と、とりあえず一機だけ生産したので、今のところ二機だけである。

　試しに乗ってみたのだが、とんでもなく扱いにくかった。踵の車輪を下ろし、高機動モードにして走らせると、ものすごくバランスをとるのが大変なのだ。速いことは速いんだが。

　おまけにバランスを崩くずして転てん倒とうすると、装甲が薄いせいか機体が痛みやすい。壊れるというほどではないが、何回もコケりゃ壊れるかもしれない。
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　使いどころが難しい機体だな。操縦者の腕うでも要求されるし、パワーもないから超重武器も使いこなせないし。どういった運用をすればいいのやら。あ。

　そういえばフレイズの破片に魔ま力りよくを込めて、硬度をものすごく高めたあの武器なら使えるか？　あれならフレイズをも切り裂けるはず。

　はず、というのは、まだフレイズとその武器で対戦したことがないからだ。

　八重の「透とお花か」と同じような武器を竜騎士ドラグーンに持たせれば、機動力を活かした戦い方ができるかもしれない。

　ただ、材料になるフレイズがなあ……。手持ちのストックでいくつかは作れるだろうけど、こればかりは自由に補充できるってもんじゃないしな。

　再び城へ戻ってくると、廊下の向こうから紅こう玉ぎよくが飛んできた。

「どうした？」

『斥せつ候こう隊から情報が入りました。以前サンドラ王国の西の孤こ島とうで発見したものと同じような遺い跡せきを発見したそうです』

　西の孤島っていうとモニカの『格納庫』を見つけたときか。当たりかな。

「場所は？」

『ライル王国の東、騎士王国レスティアです。その南方に位置する廃はい墟きよの遺跡に』

　騎士王国レスティアか。確か騎士王とかいう人が治めているんだっけか。んでその人の父親、先王様が僕と同じ金ランクの冒ぼう険けん者しやとか。

　ちょっとその人にも興味はあるけど今回はパスだな。そこのバビロンの遺跡が『蔵くら』なら、さらにフレームギアを強化できるし、ひょっとしたら僕の専用機も作れるかもしれない。いいよね、専用機。

　とりあえずどうするか。今まではバビロンで移動してたけど、【フライ】を覚えた今、わざわざみんなで行くこともないだろう。

　五つめのバビロンが見つかったことをみんなに伝え、一人で行くことを告げた。みんな最初は反対していたが、【フライ】の速さと、現地では結局全属性持ちの僕しか遺跡に入れないので、しぶしぶ了承してくれた。ただし、バビロンを見つけたらすぐに【ゲート】で呼ぶことを約束させられたが。

　そういや婚こん約やく者しやになったっていうのに、スゥにはまだバビロンのことを教えていない。婚約指輪もまだだ。

　指輪の方はあとで贈るとして、バビロンの方はどうしよう。

　スゥに教えても大丈夫だろうか。前にアニメの物語を話したら「天空の城を探しに行く！」とか言い出したからなあ。父親であるオルトリンデ公こう爵しやくあたりに喋しやべってしまわないか少し心配だ。

　ユミナに相談したら、

「スゥは頭のいい子ですから、そこらへんは大だい丈じよう夫ぶだと思います。ただ、夢中になって自分も探しに行くと言い出しそうで怖いですね」

　ありうる。あの子はなんというか、行動力があり過ぎるからな。実力がそれに伴っていれば問題ないのだが、後先考えずに暴走することがあるから……。

　うん、もう少し黙だまっていよう。

　みんなに桜のことを頼んで（珊瑚と黒曜がついてるから大丈夫だと思うが）、【ゲート】を開き、とりあえず以前巨獣と戦った大樹海とライル王国との境目に転移した。

　そこから一気に【フライ】で東の方へと飛んでいく。風圧などは全て【シールド】で防ぎ、高速飛行を続ける。

　しばらく飛んでから一いつ旦たん停止し、マップを表示してみた。もうすでに騎士王国に入ったと思うが。

「んー……と。もうちょい南東か。よし」

　マップを消して、また飛び始めようと思ったとき、視界の隅すみに奇き妙みようなものが映った。あれは……煙か？

　なにかが燃えている。火事だろうか。

「【ロングセンス】」

　視界の距きよ離りを伸のばし、何が起こっているのか確かく認にんする。町だ。町が燃えている。逃げ惑う人々。それを庇かばうように立派な鎧よろいを纏まとった騎士たちが剣を構え、村人を襲う敵に向かっていく。

　水すい晶しようのような体をもつ魔物、フレイズに。

「なッ……！」

　幸いというか、そこにいたフレイズは中級種ではなかった。サイズが小さい。僕が初めて出会ったコオロギタイプと同じ下級種だ。

　ただ、数が多い。見る限り十匹ぴき近くいる。

　形としてはカブトムシに似ていた。日本のカブトムシではなく、ヘラクレスオオカブトとかあっちの方のだ。

　そのカブト型フレイズに向かって剣を振り下ろす者がいた。銀の鎧に身を包み、金の髪をなびかせてフレイズに剣撃を入れていくが全て弾かれ、わずかな傷しか与えられない。しかもその傷はすぐに再生してしまう。

「怯ひるむな！　騎士たちよ、町の人々を逃にがすための時間を稼かせぐのです！　一歩も退いてはなりません！」

　それは少女だった。振り返り、周りの騎士たちに檄げきを飛ばす。僕と同じくらいの年ねん齢れいなのに、隊長なのだろうか。

　その少女めがけて、カブトフレイズが頭の角を一いつ瞬しゆんにして伸ばし、少女を貫こうとする。

　とっさに少女騎士はそれを剣けんで弾はじき、横へと転がり回かい避ひした。

　いかん、見てる場合じゃないぞ！

　僕は【ロングセンス】を解除し、一気に町へと向けて全力で飛んでいった。
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　カブトフレイズにレスティアの騎士団が集団で襲いかかる。しかしフレイズの硬質化した体を傷つけることはできず、何人かが鋭えい利りな角で鎧ごと串くし刺ざしにされた。

「くっ……なんて硬さ……！」

　少女騎士がフレイズの背後に回り込みながら、細い足を狙ねらって横よこ薙なぎに斬りつける。

　しかし足を切断するどころか、逆に甲かん高だかい音を立てて、少女の剣が真っ二つに折れた。

「なっ……!?」

　あまりのことに動きを止めた彼女に、別の個体からの角がものすごいスピードで伸びていく。

「しまっ……」

　僕は【フライ】で宙を駆けながら、フレイズの破片で作っておいた自分用の特別な剣を【ストレージ】から取り出し、少女に伸びた角を斬り落とす。

　そのまま石畳の上を滑るようにフレイズに接近していき、透すけて見えるそいつの核に剣を突つき刺した。

　核を砕かれたフレイズは全身にヒビ割れを起こしてガラガラと崩れ落ちる。

　うん、この武器ならフレイズの体も斬れるようだ。こいつは魔力を通すことで切断力を増すようにしている。始終スパスパ切れたら物ぶつ騒そうだしな。

　下級種なら【アポーツ】で核を引き寄せて壊こわしてしまえば終わりだが、ここはちょっとこいつの斬れ味を試させてもらおう。

「あ、貴方あなたは……」

「ここは僕に任せて住民の避難を。話は後で」

「わ、わかりました。頼みます！」

　さて。

「検けん索さく。半径一キロ以内にフレイズは何体いる？　おっといま破壊したやつを除いて、だ」

『検索開始。……終しゆう了りよう。全部で十一体でス』

　すると十二体いたわけか。にの、しの、ろの、やの……ここには八体か。よし。

「じゃあ、相手になってもらうかな。【アクセルブースト】」

　身体強化と加速魔法を使い、まずは目の前にいた二匹を核ごと一刀両断にする。斜ななめ上に飛び上がり、建っていた家の壁かべを蹴って、落下しながら眼下のフレイズの核を狙って剣を突き刺す。

　止まることなく街中を駆け抜け、攻こう撃げきを繰り出してくるヤツの角を斬り刻む。そのまま核を横薙ぎに斬り、回転する勢いで対面側のフレイズも同じように切り捨てた。

　あと三体。一気に距離を詰め、二体の核を突きで貫つらぬき、ラスト一体は正面から真っ二つにしてやった。

「検索。残り三体を表示」

『了りよう解かい。表示しまス』
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　表示された場所を確認してその場から飛び上がり、屋根の上を駆け抜ける。眼下で騎士団と切り結ぶフレイズ目がけて飛び降りながら、核を貫く。

　唖あ然ぜんとしている騎士団の人たちを置いて、前方にいる最後の二体へと向かっていく。

　襲い来る槍やりのような角の連続攻撃を避けながら、その二体も同じように核を斬り裂いた。これで終わりだ。

　あえて全部斬り捨てたが、刃こぼれひとつしていない。使えるな、水すい晶しよう剣けん。

　抜き身で持っているのもなんなので、魔力を流すのをやめて【ストレージ】から取り出した鞘さやに収める。こちらもフレイズのかけらでできていて、色を混ぜて不ふ透とう明めいにしている。

　ふと顔を上げると先ほどの少女騎士がこちらを見つめていた。どうやら無事だったらしいな。少女に声をかける。

「被害はどれくらい？」

「え？　あ、ああ、何名かが亡なくなりました。町の者も騎士団の者も。怪け我が人にんも多数出ています」

「そうか……死んでしまったのは残念だ。怪我人だけでも治すよ」

　少女は、え？　という顔をして、横で怪我をして倒れていた騎士を見た。僕は【マルチプル】を起動し、半径一キロ以内の怪我人に回復魔法をかける。

　光の粒つぶが怪我人を包み込み、傷を癒いやしていく。すぐ横に倒れていた騎士が回復していくのを、少女は目を見開き、驚おどろきの表情で眺ながめていた。

「……助けてもらってなんですが、貴方はいったい……」

「僕は望月冬夜。たまたまこの近くを通りかかったんだ。君は？」

「あ、ああ、これは失礼。私はこのレスティア騎士王国の第一王女、ヒルデガルド・ミナス・レスティアです。助けてくれて礼を言います」

　驚いた。王女だったのか。剣を振り回しているからてっきり騎士団の女性騎士かと……。さすがは騎士王国と言ったところか？

　あらためて見ると、すらりとした長身と長い金きん髪ぱつ、凛りんと澄んだ碧へき眼がんと白はく磁じの肌はだ。確かにどことなく気品がある。

　纏っている鎧もミスリル製のようだ。いたるところに黄金の装そう飾しよくが施ほどこされ、何かしらの魔ま力りよく付ふ与よも感じられた。鎧の胸当て部分には他の騎士のようにレスティア騎士団ではなく、レスティア王家の紋章が刻印されている。あの王おう冠かんの紋章は確かそうだったはずだ。どうやら王女というのは本当らしい。

　なら、きちんと挨あい拶さつしとくか。

「レスティアの姫ひめとは知らずにご無礼を。私はここより西方、ベルファストとレグルスの間に位置する、ブリュンヒルド公国公王、望月冬夜と申します」

「ブリュンヒルド……！　話には聞いております……冒険者から身を起こした少年王……西方諸国をまたにかけ、国々の問題を解決する『調停者』だと……」

　口調を改めてもう一度自己紹介すると、ヒルデガルド王女がびっくりしていた。

　しかし『調停者』とか。そんな風に伝わっているのか？　確かにいろんな国で勝手してるし、西方同盟のホスト役みたいなことをしてるけど。ただ、あれは同盟のどこの国にも加担しない中立の国だと言うだけなんだが。

　一応ギルドカードを見せてほしいというので、懐ふところからカードを取り出して見せた。

「お祖父様と同じ金ランクのカードです。ご無礼を致いたしました。どうぞお許しを」

「いえいえ。お祖父様というと先王様ですね。同じ金ランクの先せん輩ぱいとして一度お会いしてみたいものです」

　どんな人か気になるのは本当だ。きっと立派ですごい人なんだろうな。そんなことを伝えると、姫ひめ騎き士しはなんとも言えないような引きつった笑いを浮かべた。「ザ・苦笑い」という感じの類いだ。

「いえ……あまり期待はされない方がよろしいかと思いますが……」

「え？」

「や、なんでもありません。それにしてもすごいですね。私たちが束になっても敵わなかった魔物をほぼ一いち撃げきで……」

　姫が周りで砕け散っているフレイズたちを眺めながらそんな感想を漏らす。いや、補助魔法の援護を受けずに、騎士団だけでここまでこらえるってのもすごいんだけどな。

「この魔物はフレイズと言います。魔法を吸収し、高い硬度、かつ、伸縮自在の体を持ち、再生能力も持つやっかいな敵です。倒すには体の中にある核を破は壊かいせねばなりません」

「フレイズ……」

　姫騎士に話を聞くと、彼女たちは騎士団の演習に向かうところだったらしい。どこからか現れたフレイズたちに町が襲おそわれていると知り、駆けつけてみれば自分たちの剣がまったく役に立たず、町の人たちを逃がすのが精一杯だった。よほど悔しかったのだろう、少し握にぎった拳こぶしが震ふるえている。

　ちょっと見ただけだが、ヒルデガルドの剣の腕はかなりのものだ。八重と比べても遜そん色しよくないと思う。

　ただ、今回は相手が悪かった。それだけのことだ。

「あ、この倒したフレイズの破片をいただきたいんですけどいいですかね？」

「え？　あ、はい、陛下が倒したわけですし、それは構いませんが……」

　冒険者ルールだが、魔ま獣じゆうや魔物は倒した者にその素材を獲得する権利がある。パーティだと山分けになるが、ソロなら関係ない。【ストレージ】でフレイズの砕けた破片を一気に収集する。突とつ然ぜん消えた魔物に騎士団のみんなが驚いていた。

　よし。これは思いがけない収穫だ。下級種とはいえ十二匹分もあれば、そこそこの数の武器ができるだろう。多数のフレイズが出現したということには素直に喜べないが。

「ひょっとしてその剣……そのフレイズから作られているのですか？」

　ヒルデガルドが興味深そうに僕の持つ水晶剣に目を向けてくる。おや、意外と目ざといな。まあ、どっちも水晶みたいな見た目だし、流石さすがに気付くか。

「その通りです。我わが国くにの騎士団はこの剣と盾たてが通常装備でして。私の無属性魔法でしか作れませんがね」

　言外に真似まねしようとしても無駄だぞ、というニュアンスを含ませる。さっきのフレイズをやっぱり返せ、とか言われたくないからな。実際、加工するのに【モデリング】、硬度と切断力を高めるのに莫ばく大だいな魔力、そして重量を軽減するのに【グラビティ】が必要となってくるので、真似などできないだろうが。

「そうですか……。羨ましいですね。一人の騎士としていつかそんな剣を持ってみたいものです」

　なるほど。先ほどからチラチラとこちらを見ていたのはそういうことか。

　……ふむ。ここでレスティアとの親交を深めておいても損にはなるまい。

【ストレージ】からもう二本、鞘に収まった水晶剣を取り出す。僕の持っていたのと合わせ、三本の剣の柄に【モデリング】でレスティア王家の紋章を掘ほり込み、それを目の前のヒルデガルド姫に差し出した。

「出会いの記念にこれを差し上げます。姫と国王陛下、そして先王陛下に」

「えっ!?」

　まさか貰えるとは思っていなかったのか、受け取ったヒルデガルドはおたおたと焦あせっていた。おもろい。

「い、いいんですか!?　これは御国の国家機密なのでは……っ!?」

「いえ、僕にしか作れないので秘密も何も。確かに材料はあまり手に入らない品ですが、我が国では騎士団の者ならみんな持ってますし。ただ、その三本は僕用に作ったものですので、彼かれらのものとは段違ちがいに性能が違いますが。魔力を通せば鉄くらいなら刃を乗せただけで切れますし、折れることはほぼありません。多少の刃こぼれやヒビが入ったとしても再生します」

　姫騎士は受け取った三本のうちの一本を抜き払って、太陽に翳かざす。キラキラと輝く刀身を見つめ、おもむろに魔力を流すと、そのまま横にあった崩れた家の瓦が礫れきに軽く剣を当てた。まるで豆とう腐ふのようにレンガの壁が切られていく。

「すごいです……。しかも重さを感じません。それにこの斬れ味……もしまたフレイズが現れても今度は負けません」

　嬉うれしそうにはしゃぐ姫を見ながら、さすがに中級種、さらにそれ以上だと、そう簡単にはいかないだろうという言葉をぐっと飲み込んだ。この場で余計なことを言って、喜びを奪うばうこともあるまい。

　さて、長居をしてしまった。なぜ他国の王がこんなところに？　とか突っ込まれる前に立ち去るとしよう。

　もう面めん倒どうなんで、これからは出かける時は王位を誰だれかに譲ゆずってから来ようかなあ。帰ったら返してもらうとかにして。

　普ふ通つうならあり得ないが、王様が王位を簡単に譲れる法律を作ってしまうか。もちろん、僕が生きてる時に限りだが。留守の時は琥珀にでも王様になっててもらおうかな。王様の虎とらだ。キングタイガー。戦車か。

　帰ったら高坂さんに相談……いや、怒られるかもしれないからやっぱり黙っとこ。

「では自分は用がありますのでこれで失礼します。また会えるといいですね」

「素敵な贈り物をありがとうございました。いずれ公国の方へ今回のお礼をお送り致します」

　別に気にすることはないんだが。まあこういうのは気持ちだから、来たらありがたく受け取っておこう。

【フライ】を発動させて宙に浮く僕を見た姫の驚き顔に、少し笑いそうになりながら上昇し、その場を後にした。

　さて、思いがけない出会いがあったが、早くバビロンの遺跡を探さないとな。
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　ヒルデガルド姫と別れてからしばらく南下すると、目的の遺跡が見えてきた。何かの廃墟のようだ。石壁が立ち並び、何やら巨きよ大だいな石柱のようなものも何本か立っている。

　城のような砦とりでのような、奇妙な岩山がところどころ目に付く。城跡の石垣とかに近い。

　僕がそこに降り立つと、廃墟を囲む森の向こうから青い小鳥が飛んできた。斥せつ候こうの鳥だな。

　小鳥は僕の頭上をくるりとひと回りすると、ついて来いと言うように、遺跡の中心の方へと飛んで行った。

「これは……なんだ？」

　遺跡の中心付近にあったのは、今までの遺跡と同じような物質でできたものであったが、形状が変わっていた。

　今までは円柱状だったり四し角かく錐すいだったりしたのだが、これはリング状の形をしていた。正確に言うと、直径四メートルほどの大きなリングが遺跡中央に立っている。

　地面の土台に当たる部分は地中に埋うまってしまっているので、アーチとも言えるかもしれない。リングの幅は五十センチほど。厚みは三十センチくらいだ。

　試ためしにくぐってみたが、何も起こらない。リングにも触れて見たが、今までのように、すり抜ぬけるといったこともなかった。

「どういうことだ？」

　ひょっとしてこれは、似ているだけでバビロンとは関係ない、別の遺跡なのだろうか。

　そういやずっと前に観た映画でこんな装置があったな。あれは確かリングを動かしてダイヤルを合わせると、別の星へ移動できる転送装置だった。

　もしかしてと思い、リングを回してみようと力を入れたが回らなかった。うーん、やっぱり別の遺跡なんだろうか。

　もう一度リングの周りを回ってみる。おや？　リングの側面に赤い石がはめ込まれている。これって魔石だよな？

　その上の方を見上げてみると、青い魔石がはめ込まれていた。【フライ】で浮き上がり、リングの側面全てを見てみると、緑、茶、黄、紫むらさきと、全部で６つの魔石がはめ込まれている。

　なるほど、わかった。これ自体が転送する起動装置にあたるんだな。

　赤い魔石がはまっている部分に火属性の魔力を流すと、下方の六分の一が赤く光った。同じように残りの魔石にも次々と魔力を通し、やがてリングが六色の光に包まれる。

　最後に足元の台座に無属性の魔力を流すと、七色の光が混じり合い、光こう彩さい陸りく離りの輝かがやきに包まれて、僕ぼくはその場から転移した。










　目を開くと馴な染じみのバビロンの光景。背後にはさっきの遺跡と同じようなリングがそびえ立っている。

「あれ？」

　低木の向こうにも同じようなリングが見える。それになんかいつものバビロンより広い気がする。

　木々の向こうには高くそびえ立つ真白き塔とうが立っていた。わあ、「白い巨塔」だ。

　ってーと、ここは『塔』か。うーむ、『蔵』なら助かったんだけどな。

『塔』と言っても窓や装飾、突起物などは見られない。下の方が三角フラスコのように膨ふくらんでいる。

「よウこそ、バビロンの『塔』、そして我が『城じよう壁へき』へ」

　不意にかけられたその声に、びくっとしながらも振り向くと、そこには僕より少し低いくらいの長身の少女が立っていた。フローラと同じくらいの身長だな。……胸はちょっと残念だけれど。

　出会った時のシェスカたちと同じような上着に胸元には大きめのリボン。上着の下の服はジャンパースカートのようになっていた。そしてそこから伸びる黒いタイツに包まれた足。青みがかった短い髪かみは軽くウェーブがかかっている。

「私わたくしはここの『城壁』を管理する端末、『プレリオラ』でござイます。『リオラ』とオ呼び下さイませ」

「『城壁』？　『塔』じゃないのか？」

　どう見てもあれは『塔』だろう。向こうに見える白い巨塔を見て、僕はリオラと名乗った少女に尋たずねる。

「現在、ここは『塔』でもアり、『城壁』でもアるのです。五二七年前に『塔』へと繋つながる地上の転送リングが、火山の爆発によって消滅してしまったので。偶然、三七四年前に出会った私達はドッキングを果たし、『城壁』の転送陣じんから適合者が来るのをオ待ちしてオりました」

　リオラはそう言って頭を下げた。なるほど、『塔』と『城壁』がもう一緒になっているのか。これはラッキーか？　一気に二つ揃そろったわけだ。

「貴方が全属性持ちだとイウことはわかってイます。ですが、『塔』も『城壁』も『適合者』にしか使用許可を与あたエられませン」

「『庭園』、『工こう房ぼう』、『錬金棟』、『格納庫』の管理人には認めてもらえたけど」

「四つのバビロンを、ですか。なるほど、ならば問題はなさそうです。『適合者』として認めます」

　あれ？　ずいぶんすんなりと……。今までの経けい緯いだとパンツ見せられたり、胸を押し付けられたり、パイプレンチで襲われたりしたのに。しかし改めて考えると、ろくでもないことされてるな、自分。

　なんか物足りないような……。いやいや、余計な手順はなくてよし。普通が一番なんだ。

「ではこれより機体ナンバー20、個体名『プレリオラ』は、貴方に譲じよう渡とされます。よろしくオ願いします、マスター」

　深々と頭を下げるリオラ。機体ナンバー20ってことは、フローラよりお姉さんなのか。あれ？　確か今のところ一番後ろなのがモニカのナンバー28だっけ？

　ってことはナンバー20～28が、バビロンナンバーズなわけか。

「ではマスター。『塔』の管理人のところへ案内イたします。こちらへどウぞ」

　リオラの進む方向へついていくと、しばらくして見えてきた木こ陰かげのところに、誰か横たわっていた。

　一瞬、怪我か何かで倒たおれて動けないのかと思ったが、なんてことはない、寝ているだけだ。

　リオラと同じような上着の胸元に大きめのリボンが揺ゆれていた。身長はリオラよりも低そうなのに、彼かの女じよよりも豊かな胸が小さく上下している。完全に寝ているな。

　腰のあたりまで伸びている紫水晶アメジストのような色の髪は、両りよう肩かたの前で髪留めによって留められていた。

　っていうかそれよりもさ……。

「スカートが……」

「アア、オ気になさらず。イつものことですので」

　いや、気になるわ！　完全に捲めくれ上がってパンツ丸見えになってるじゃん！　縞しま々しまだよ！　縞々パンツが見えてるよ！

　そりゃ、こんなところに二人きりで暮らしていたら無防備になるかもしれないけど！

「とにかく起こしてやって……」

「わかりました。ノエル、起きなさイ。パメラノエル」

　リオラが肩を揺らすが一向に起きる気配がない。脇の下に手をやって、なんとか上半身だけでも起こすが、未いまだ眠ったままの状態だ。

「この子、いつもこうなの？」

「はア。我々バビロンの管理人は、博士の人格を一旦様々に切り分けて統合し、その人格を形成してイるのですが、どうもこの子……ノエルには、ものぐさな部分が強く出てしまってイるみたイなのです」

　あ、やっぱりそうだったのか。あいつらの人格って博士のいろんな部分を前面に出したりして形成されているんだな。どうりでちらほらとあの変態博士の影かげが見えるはずだわ。

　リオラは比較的まともに見えるけどな。これは博士のまともな部分だけ抜き出したってことなのだろうか。

「マスター。なにか食べ物をオ持ちになってオりませンか？」

「え？　持ってないこともないけど……なに？　お腹なか減ってるの？」

「私わたくしではアりませン。この子を起こすのに必要なのでござイます」

　起こすって……まさか食い物で釣るのか？

　とりあえず【ストレージ】から何本かの串くし焼やきを取り出し、リオラに渡わたした。焼きたてのまま保存されているので、まだ熱々だ。

　リオラはそれを左手で持ち、右手をパタパタと団扇うちわのようにして匂においをノエルの元へと送る。

　ピクッと鼻が動いたと思ったら、首が匂いのする方へ伸びていく。やがて身体をずらしながらリオラの方へズリッ、ズリッと移動を始めた。しかしその瞼は未だに閉じられたままだ。

「起きなさイ、ノエル。目を覚ましたらこの串焼きをアげましょウ」

　告げられたその言葉にカッ！　とノエルの両目が開く。そしてバッ！　と起き上がると、リオラが持つ串焼きにその視線をロックした。
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「……私は空腹を感じてイル。まともな食べ物は四九〇七年ブリ。食べてよイカ？」

「……どうぞ」

　僕の返事を聞くなりノエルはリオラの手にあった串焼きを奪い取って、あっと言う間にもぐもぐとたいらげてしまった。

　四九〇七年も食べてなかったってすごいな……。いや、シェスカから聞いた話だと、睡すい眠みんカプセルに入っている時は空腹を感じないらしいし、彼女たちは活動エネルギーを少しの薬と太陽の光で得ているらしいから、純じゆん粋すいに料理した食べ物を食べてなかった、ということなんだろうけど。

「美味おいシイ。これは美味」

「それは良かった」

　串焼きを食べ終えてひと心地ごこちついたのか、彼女はやっと視線を僕へ向けてきた。

「貴方の名前は？」

「望月冬夜。さっき『城壁』の適合者として認められた。『塔』も認めてほしいんだけど」

「……それには『塔』の適合者として相応ふさわしい条件がアル。それを満たせば適合者として認メル」

　きっ、とノエルが立ち上がり、鋭するどい視線をこちらへと向けてくる。が、口元に串焼きのソースがべっとりと付いているので、様にならない。拭ふけよ。

「……その条件とは？」

「お腹いっぱいの食事。暖かい寝ね床どこ。それさえあればなにも文句はナイ」

　……なんというか、欲望に忠実だな。大丈夫なのか、こいつ。

「わかった。きちんと手配しよう」

「了解。条件を満たしたと認メル。これより機体ナンバー25、個体名『パメラノエル』は、貴方に譲渡さレル。食事をよろしくお願いしマス、マスター」

「食事を」って念押ししてきやがった。まあ、まだ口約束だと思われてるのかもしれない。【ストレージ】からもう何本か串焼きを取り出すと、ノエルは目を輝かせて受け取り、すぐさまかぶり付いた。

「マスターは約束を守ッタ。これも美味」

　もぐもぐと食べ終えて、手についたソースまで舐めている。八重もよく食う方だが、こいつも食べそうだなあ。なんかイメージが冬眠前の動物しか思い浮かばんのだが。

　ふと、何かに気づいたように、ノエルがこちらに顔を向ける。なんだ？　と思ったときにはもう唇くちびるを奪われていた。

「むぐうッ!?」

　口内に相手の舌が侵しん入にゆうしてくる。その甘あまい味に……いや、甘じょっぱい。これは串焼きのソースの味だろ！

　やがて僕から離はなれるとぺろりと自らの唇を舐め、ソースを拭った。

「登録完かん了りよう。マスターの遺伝子を記き憶おくシタ。これより『塔』の所有権はマスターに移い譲じようさレル……マスター、もっと食事を所望スル」

「あのなあ……」

　ノエルのせいでソースが付いてベタベタになってしまった口の周りを手で拭っていると、今度はがっしりとリオラに頭をホールドされ、同じように唇を奪われた。

「ふぐッ!?」

　こうなってしまったら何をしても振ふりほどけない。相変わらずなんて力だ。その間にもリオラの舌が縦じゆう横おう無む尽じんに僕の口こう腔くう内をのたうちまわり、蹂じゆう躙りんしていく。

　なんだこれ!?　他ほかのみんなのとは違ってなんというか、上手うまい！　ときに優しく、ときに激しく、強弱をつけて、僕の唇を貪むさぼっていく。

　にしても、ちょ、長くない!?

　いいかげんに苦しくなってきたので離れようとするが、離してくれない。だんだん僕の方が仰のけ反ってきて、もがくように天に向けて手を伸ばす。意識が飛びかけたところで、やっと解放され、僕は背中から地面に落ちた。いろんな意味でも落ちた。

「登録完了。マスターの遺伝子を記憶イたしました。これより『城壁』の所有権はマスターに移譲されます」

　倒れている僕に、リオラが大だい丈じよう夫ぶですか？　と声をかけてきたが、大丈夫なわけあるか。神様のところに逝いきかけたわ！

「男性との口づけは初めてでしたので、つイ、夢中になってしまイました。申し訳アりませン」

「男性は、って……」

「博士の夜のオ相手は、私が務めてましたので。マスターが望まれるのでしたら同じようにオ相手をイたしますが。挿そう入にゆう者しやと被挿入者、どちらを、」

「うあアァァ――――――――!!」

　生々しいわ！　じゃあなんだ、あれは経験に基づく技ぎ巧こうのひとつか！　ある意味納なつ得とくだよ！　それに挿入者と被挿入者ってなんだ！　なんで僕が受け入れる側に立つの!?

　まともかと思ったけど、こいつもおかしい！　っていうかある意味、一番怖こわい！

　それにあの博士、そっちの人だったのか!?

　なんかもういろいろと頭がおかしくなってくる。普通だ。普通が一番なんだ。自分のことを思いっきり棚たなに上げて、僕は心からそう思った。
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　白くそびえる塔は、塔といってもせいぜい６、７階建てくらいの高さに見えた。窓らしきものも何もなく、幾き何か学がく模様のような溝みぞが壁面を縦横無尽に走っている。白亜の壁が太陽に反射して眩しく輝いている。

「説明スル。あの『塔』は…………ぐう」

「寝るな」

　食べたらすぐさまおねむかよ。激太りコースだぞ、それ。

　もうすでに目がトロンとしているノエルに代わってリオラが口を挟む。

「『塔』は大気の魔ま素そを取り込み、増ぞう幅ふくさせ、魔ま力りよくに転換させる巨大な転換炉リアクターです。同じものがそれぞれ他の八つのバビロンにもアりますが、それら全てを合わせた出力でも『塔』ひとつに及びませン。統合したバビロンの心臓部とも呼べる施設です」

　要は船で言ったら機関部ってことかな。他のバビロンの施設と合体すれば強力なパワーを出せるらしい。

　推進力が増すだけではなく、バビロンの設備も効率が上がるそうだ。これでフレームギアの量産や、エーテルリキッドの生成もスピードアップするかもしれない。いいな、それ。

「『塔』の一番優すぐれているところは何もしないですむトコロ。たまに微調整する程度でいいので楽チン。故に私が寝ていても問題ナイ。おやすみなサイ」

　ノエルが木にもたれながらそう言うと、そのまま眠ねむり始めた。おいおい。機関部主任がこんなんで大だい丈じよう夫ぶなのか？　いや、逆にこんなんだから管理が楽な『塔』を任されたのか……？

　揺さぶっても起きないので、仕方なく【レビテーション】で浮かべて一いつ緒しよに運ぶ。

「おおう……これは新感覚の眠り……快・感……」

　やかましい。寝るなら黙だまって寝てろ。

　リオラが案内した先、真白き塔の向こう側には、これまた白亜の『城』が建っていた。ブリュンヒルドの城と比べるとやや小ぶりだが、間ま違ちがいなく城だ。

　どことなく千葉なのに東京と名乗るレジャーランドの城に似てる。まあ、つまりはドイツのノイシュヴァンシュタイン城に似てるってことだが。

「アれが我が『城壁』です。バビロンの防衛システムの中枢であり、物理攻こう撃げき、魔法攻撃に対する防壁シールドを展開することができます。また、バビロンフィールド内の気温調節、外部への遮しや蔽へい機能、索敵、操舵など、ほとンどをここで操作できます」

　ふむ。さっきの『塔』が機関部だとしたら、ここは艦橋ブリツジか。

　しかし物理攻撃に対してのシールドか。ひょっとして帝てい国こくのクーデターの時に使われていた『防壁の腕うで輪わ』って……。

「はイ。『防壁の腕輪』にはバビロンの『城壁』の技術が使われてイます」

　やっぱりか……。あれは面倒だった。『塔』で生み出した強力な魔力をシールドに転用できるなら、かなりの防ぼう御ぎよ力りよくを期待できるんじゃないかな。

　っていうか、そんなことまで考えていたということは、フレイズにはあのマンタ型のように飛行タイプのやつもかなりいるということか？

「空を飛ぶ敵とかに対しての迎撃とかってのはどうなってるんだ？」

「サテライトオーブによる迎撃ですね」

「サテライトオーブ？」

「直径二十センチほどのオリハルコン製の球体で、それ自体が自律飛行、魔力防御、硬質化を施された、自動追つい尾び、自動攻撃する『弾だん丸がん』です」

　直径二十センチって……でかっ。ボウリングの玉とほとんど同じ大きさじゃんか。

　まあ要は金属球の形をした自動迎撃機ってとこか？　攻撃方法が体当たりってのがアレだが。でもフレイズには一番効果的なのかもしれない。

　非常時にはこのサテライトオーブが二十四個、バビロンの周囲をまさに衛星のように周回し、近づく敵を片かたっ端ぱしから撃うち落としていくらしい。

　そういや昔観たロボットアニメにそんなのあったな。あれは遠隔操作でオールレンジ攻撃ができる砲台だったけど。

　リオラに案内されて城内に入ると、大きく立派な玄関ホールが広がっていた。綺き麗れいにされていて、なかなか手入れが行き届いている。とても五千年も前の建物とは思えない。おそらくは【プロテクション】のような保護魔ま法ほうがかけられているのだろう。

　普通に城としても機能しているようだ。

　まあ、それはいい。それよりも僕が気になるのは、さっきからちまちまと動き回る、この小さい物体はなんだということ。

　丸い頭に円えん筒とう形けいのボディ。蛇じや腹ばら式の手足に丸い手足。なんだこれ？

　まあ、見た目のままならロボットだな。二頭身の。アレだ、これも昔アニメの再放送で観たことがある。江え戸ど時代の奇き天て烈れつな発明家が設計した、助手兼掃除番のちょんまげロボットにそっくりだ。ちょんまげはないけど。

　サイズはひとまわりほど小さいんじゃないかな。実際に見たことはないけどさ。

　だいたい三十センチくらいの小さい二頭身ロボットが、十体ほどうろちょろと動き回っている。手にはハタキや箒ほうき、雑ぞう巾きんらしきものを持っていた。これは……掃除しているのか？

「全員整列」

　リオラがそう命じると、とてちてた～、と僕らの前に全員が整列してビシッと敬礼をした。全部で九体か。

「これからこちらの望月冬夜様が我々のマスターとなります。以後、失礼のなイように」

　再びビシッと敬礼のポーズをとるミニロボたち。ひょっとしてロゼッタが前に言っていた、ミニサイズの自律ロボってこいつらか？　全部『蔵くら』に収納されているのかと思ったが、配備されているやつもいたのか。

「ひょっとして、こいつらってフレームギアの整備も手伝える？」

「簡単な作業なら。さすがに専門過ぎる分野は無理ですが」

「これで全員？」

「アと六体ほど城内に。ここには全部で十五体オります」

　十五体か。ロゼッタやモニカの手助けになるかな。『工房』で複製できるかと尋ねたら、特とく殊しゆな魔ま法ほう付ふ与よや博士独自のシステムを積んでいるので多分無理とのこと。残念。サイズもこれがベストなんだそうだ。これ以上大きくすると自動作業に支障が出てくるらしい。

　とりあえず掃除を続けるように命令すると、再びミニロボたちはちょこまかと掃除をし始めた。

　城の一室にあったベッドの中に、【レビテーション】で運んできたノエルを押しやる。

『塔』と『城壁』をブリュンヒルドへ向けて発進させ、ウチの城にいるみんなを迎むかえるために、僕は【ゲート】を開いた。










「これは……すごいわね。私はポーラをここまでにするのに二百年もかかったのに」

　ミニロボの一体を抱かかえ上げて矯ためつ眇すがめつ、リーンがつぶやく。

　その足元で「負けたッ！」とばかりに床に膝ひざをつき、拳を叩たたきつけるポーラの姿があった。そのうち、泣いてもいないのに天に向かって号泣する演技をし始めた。いや……お前、充じゆう分ぶんすごいよ。なんだその演技力。

　今回もリーンの狙う『図書館』ではなかったが、興味をそそられる存在がいたので、それほど落ち込んではいないようだ。

「……ということは、リオラさんが一番のお姉さん、なんですか」

「アまり私わたくしたちに姉妹としての順番はなイのですが。バビロンナンバーズとしては、確かに最初になりますね」

　リンゼの質問にリオラが答える。城の中で寝ているノエルはほっといて、みんなはリオラに『城壁』や『塔』のことを聞いていた。そのうちリオラの方もみんなに質問をするようになり、互たがいに情報交換みたいな感じになっていく。

『城壁』の中はなかなか過ごしやすい感じになっていた。この部屋も僕らの城にあるものとさほど変わらない調度品で占められている。なんでも博士が僕らを未来視していて、気に入ったらしい。

「ではユミナさン、ルーシアさン、八重さン、エルゼさン、リンゼさンがマスターの奥おく方がたですか？」

「奥方って……まあ、いずれはそういうことになるんだろうけど」

　どことなくテレながら今度はエルゼがリオラの質問に答えていた。なに聞いてんだか……。

「他の奥方はどこに？」

「……他の？　ああ、スゥ殿どのなら、まだベルファストの方で暮らしてるんでござるよ」

「それで六人ですね。では残り三人はまだ……」

「うッわァ――――――ッ!!」

　思わず声を張り上げる。それ以上は口を噤つぐめ！　余計なことを喋しやべるんじゃない！

　突とつ然ぜん騒さわぎ出した僕にみんなの視線が集まる。

「……なんですか？　その反応は？」

「エ、ナニガ？　ナニモ変ナコト、ナイデスヨ、リンゼサン」

　ヤバい。声がうわずってるのが自分でもわかるぞ。みんながジト目になって探るような視線を向けてくる。なんか脂あぶら汗あせが出てきた。なんですか、この緊きん張ちよう感。

　リオラの方へ今度はユミナが口を開く。

「リオラさん。先ほどの残り三人というのは？」

「博士から聞イたのですが、マスターは、」

「いやいやいや！　それは今言わなくてもいいんじゃないかなァ、リオラさん！　不確かな情報を軽々しく口にするのはどうかと思うなァ、僕ァ！」

「八重さん」

「承知」

　ユミナの言葉に従って、背後からがしっと八重に羽は交がい締じめにされた。なんなの、その阿あ吽うんの呼吸！　こんなときばっかりさあ！　でも背中に柔らかいものが二つ当たってるのでつい黙ってしまった。

「それで？」

「未来遠視した博士によると、マスターは九人の奥方を娶めとってイたと。それでバビロンも九つに分けたりしたわけでして」

「「「「「九人!?」」」」」

　バレた。バレてしまった。リオラとリーン以外の全員が声を上げて驚おどろいていた。いや、ポーラまで驚かんでもいいだろ！

「スゥを入れても六人。あと三人増えるってこと？」

「なんと言いましょうか……。言葉もないですわ」

　エルゼとルーが呆あきれたような声を漏もらす。いや、ちょっと待てよ。まだしてもいないことで呆れられてもな！

「……冬夜さん」

「はひ」

「正座」

　リンゼの冷ややかな声に思わず声が裏返ったが、言われるがままに椅い子すから離れ、その場に正座をする。ここで逆らうのは愚ぐの骨頂であることは誰にでもわかる。

　っていうか納得はいかないが。なんで未来のことでこんな目にあってるんだ僕は？　「まだ」何もしてないのに！

「そこでしばらく待ってて下さい」

「え？」

　正座した僕を残してみんなは部屋の隅すみへ移動し、なにやら話し始めた。あの……放ったらかし感がものすごいんですけど。

「どんな刑けいが決定するのかしらね」

「刑とか言うな」

　面白おもしろそうに状じよう況きようの成り行きを見守っているリーンが、にやにやと人の悪い笑えみを浮かべる。くそ、完全に楽しんでやがるな。正座する僕にポンポンと慰なぐさめるようにポーラが肩を叩いてきた。お前……いいやつだなぁ……。

　クマのぬいぐるみと友情を育んでいると、やっとみんながこっちへと戻もどってきた。

「刑が執行されるのかしら」

「だから刑とか言うな」

　リーンのつぶやきに小声で反論して、僕はみんなからの刑の宣告を待つ。あ、自分で刑とか言ってた。

　やがて大きなため息と共にユミナが結論を口にし始めた。

「もうここまできたら、六人も九人もあんまり変わらない気もします。もともと私は冬夜さんが何人お妾めかけさんを囲おうと構わないと思ってましたし。それにまだ起こってもないことで、冬夜さんを責めても仕方ないということになりました」

　おお……神よ、感謝します。

　神様に「わし関係なくね？」とか言われそうだが。まあ、そんな気分だったんです。

「ですが」

　と、ルーが言葉をつなぐ。アレ？　無罪放免じゃないの？　っていうか罪なんてないと思うが。しかし、続けてリンゼが話し始めた。

「このことを知りながら、黙っていたのはどうかと思い、ます。隠し事をすることは、夫ふう婦ふ間に亀き裂れつを生み出す原因になるんです、よ？」

「で、あるからして」

「有罪ね」

　なんじゃそりゃあー！　神様ヘルプミー！　助けてくらさい！　くれませんよね、知ってた！　「だから、わし関係なくね？」って声が聞こえたもん！　神は死んだ！

　なんかさあ……嫁よめさんの数が増えていくにつれて、僕の立場がどんどん弱くなっていってるような……。一夫一妻制ってとても素晴らしいことのような気がしてきた。誰だ、ハーレムは男の夢だとか言った奴やつ。ここに連れてこいよ、現実見せてやるから。

「で～……その、僕にどうしろと……？」

「一人一人キスしてくれたら許してあげます。冬夜さんの行動で私たちは不安になりました。なので、それを払ふつ拭しよくさせる愛情を示すのは当然の義務です」

　ハードル高え……。ユミナとリンゼにはしたことがあるけど、他の三人はまだだ。

　ユミナはにこにこ、リンゼはもじもじ、ルーはどきどき、八重はがちがち、エルゼはそわそわ、といった擬音が聞こえてきそうだ。

　正直、照れくさいし、なんとかごまかしてうやむやにしたいところだが、逃げ出すわけにもいかない。

　リーンとポーラが冷やかす中、僕は一人一人、順番にしていった。なんだこれ。

　ただ、キスをしたあとに、ルーには顔を真っ赤にして目の前から逃走され、八重にはなぜか照れながら腕を取られて投げられた。エルゼに至っては、回転のかかった強きよう烈れつな一いち撃げきが僕の胸を直撃した。恥はずかしいからって、コークスクリューブローを放つか、おい？

　ある意味、こういうことに慣れさせないと命に関わるやもしれん。

　薄うすれゆく意識の中で、これは幸せなのか不幸せなのか、そんな答えの出ないことを、僕はぼんやりと考えていた。







幕間劇　カトブレパスの魔眼







「『カトブレパス』という魔ま獣じゆうを知っていますか？」

　ブリュンヒルドの城にある一室で、冒ぼう険けん者しやギルドのギルドマスターであるエルフのレリシャさんがそう切り出した。

　相談があるというから、てっきり今度作られる冒険者ギルドのブリュンヒルド支店についての話かと思ってたんだが。

「聞いたことありませんね。どういった魔獣なんです？」

　レリシャさんは手にしていた本のページを開き、僕に指し示した。これってギルドの閲えつ覧らん室しつにある魔獣図ず鑑かんか。

「顔は豚、体は水牛に似ていますが、首が長い魔獣です。頭が重く、いつも垂れ下がっているという特徴を持っています」

レリシャが開いたページには確かにそのような外見の魔獣のイラストが描かれていた。

「口からは草花を枯からしてしまうほどの毒煙を吐はきます。しかし一番恐ろしいのはその魔眼です。カトブレパスと目を合わせた者は、たちどころに足が動かなくなり、やがて全身が石と化してしまうのです」

「え、石に？」

「はい。このため、カトブレパスは下級ドラゴンと同じ赤ランク指定となっているのですが、それはカトブレパスが石化の魔眼を持っているといっても、性格がおとなしいためだったのです。ところがメリシア山脈に巣食うカトブレパスは、気性が荒あらいうえにかなりの大きさで、すでに三パーティ、合計十三人が犠ぎ牲せいとなっているのです」

　十三人もやられているのか……。

　しかもベルファスト王国とレグルス帝国の間にあるメリシア山脈って、僕たちのブリュンヒルド公国からちょうど真北に位置する場所じゃないか。

「さすがにギルドとしても看過できず、レグルスにいる銀ランクの冒険者二人に指定依い頼らいを頼みました。しかし、彼かれらもまた同じように石にされてしまったようなのです」

「銀ランクの冒険者でもダメだったのか……」

「はい。どうも普ふ通つうのカトブレパスではなく、突とつ然ぜん変異……ひょっとしたら巨きよ獣じゆう化し始めた個体なのかもしれないと本部は見ております。放っておくとどんな災害を呼び起こすかわかりません。そこで金ランク冒険者としての陛下のお力を貸していただきたいのです。実力のこともありますが、何よりも陛下には無属性魔法【リカバリー】がございます。石化を無効化できるだけでなく、石にされた他の冒険者たちも救えるのではないかと……」

　なるほど。【リカバリー】があれば石化なんて怖くない。魔眼がないカトブレパスなんて、簡単に討とう伐ばつできるってわけだ。睨にらまれたら即石化ってわけじゃないらしいしな。

「本来ならば一国の国王となられた陛下へ冒険者の依頼を持ってくるなど畏おそれ多いことですが、先日、陛下自身が今まで通りに指定依頼を受けると申されていましたので、こうしてやって参りました」

　うん、確かに言った。お金がね……お金が必要なんだよ、なにかと。騎き士し団だんを運営するにもフレームギアを造るにも。

「ちなみにこの依頼って受けなかったらどうなります？」

「普通ならば他の同ランク冒険者に依頼を回すところですが、陛下以外の金ランク冒険者はレスティア騎き士し王国の先王陛下ただ一人。さすがに古希を迎えた先王陛下に頼むわけにもいきませんので、依頼は返却されることになるでしょう。その後、ベルファストとレグルスの騎士団が合同で討伐に向かうことになるかと」

　いや、まあ受けますけどね。さすがに犠牲者をこれ以上増やすわけにもいかんでしょ。ベルファストとレグルスにそんな負担を強いるのもアレだし。

「討とう伐ばつ報ほう酬しゆうはいかほどに？」

「近きん隣りんの町や村からの報ほう酬しゆう金はこちらに。さらに討伐していただければ、それとは別に両国から謝礼金が支払われます。さらに討伐したカトブレパスの素材はギルドで高く買い取らせていただきます」

　ほほう～。けっこうなお値段になりますな。

　レリシャさんから差し出された紙し片へんに書かれている金額を見て、僕ぼくはにんまりとした。

　これだけあればかなり助かるな。

「わかりました。メリシア山脈のカトブレパス討伐、僕が引き受けましょう」










「カトブレパス、ですか。滅多に現れない魔獣です、ね」

【ドローイング】で魔獣図鑑から写し取ったカトブレパスのページを見ていたリンゼに向けて、リーンが口を開く。

「自然界において強い種は数を増やす必要性があまりないから。それにカトブレパスは番つがいになるのも大変だしね」

「え、なんででござるか？」

「お互たがいがお互いを石化しないようにしなきゃいけないでしょう？」

　笑いながら八や重えに答えるリーン。

　え、カトブレパス同士でも石化すんの？　それって酷くない？

「お互い目を合わせたら最後、互いに石化してしまうってことですの？　……少し可哀かわい想そうな気もしますわね」

　ルーが切なそうに言葉を紡つむぐ。まあ確かになあ。それだけじゃなく、生まれた子供を直視することもできないわけだ。

「カトブレパスは生まれて数すうヶか月げつは魔眼を使うことができないらしいわ。そのうちに母親は子供から離れる。ぐずぐずして子供に魔眼が宿ってしまうと、自分が石化してしまうかもしれないから」

　子供のころのほんの数ヶ月だけ、母親の姿を見ることができるのか。それだって目を決して合わせてはもらえないわけで。自然とはかくも厳しいものなのだな。

　八重が少し涙なみだぐんでる。あ、想像しちゃってるな、あれは。

「それはそうと、石化した冒険者たちは【リカバリー】で元に戻せるの？　もう何か月も石の状態なんでしょう？　餓が死ししてるんじゃないの？」

「エルゼの疑問ももっともだけど、完全に石化した段階で骨も内臓もすべて石になるらしい。だから壊されてなくて五体満足なら【リカバリー】で戻せるそうだよ」

　石といってもそれほど頑がん丈じようなものではないらしく、あまり何年も長いあいだ野の晒ざらしが続くと表面が風化して身体の皮ひ膚ふがなくなるという。つまり【リカバリー】をした瞬間に全身の血という血が……うぷ。これ以上は想像するのをやめよう。

「というわけで行ってくるよ。たぶん夕方までには帰ってくるから、」

「え？　みんなついて行きますよ？」

「え？　なんで？」

　ユミナの言葉に思わず聞き返してしまう。わざわざ危険なところに行かなくてもいいと思うんだが。たぶん僕一人でなんとかできると思うし。

「冬とう夜や様がいれば石化も怖くありませんし、私たちもカトブレパスを見てみたいですわ」

「それに最近魔獣相手に戦ってなかったからね。ブリュンヒルドに来てからあんまり魔獣討とう伐ばつの機会もなかったし」

「拙せつ者しやも久しぶりに『透とお花か』を振るってみたいでござるな。騎士団の方と真しん剣けん勝しよう負ぶというわけにもいかないでござるからなあ」

　ルーとエルゼ、それに八重も行く気満々のようだ。

　あれ？　行く気どころか戦う気ですか？　一応、この依頼って金ランク冒険者の指名依頼なんだが。

　確かに【リカバリー】があるから、石化も怖くない。カトブレパス自体はそんなに強くないという話だけど。

　ユミナとリンゼもわいわいと話の輪に加わっているし、なんかみんなでお出かけムードになってしまっている。リーンだけは「私はパス」と断っていたが。

　うーむ、ピクニックじゃないんだが……まあ、いいか。










　現地まではバビロンで飛んでいく。

　相変わらずみんな魔法で空を飛ぶのを嫌いやがるので、仕方なくだ。『庭園』、『工こう房ぼう』、『錬れん金きん棟とう』、『格納庫』、『塔とう』、『城じよう壁へき』の六つがドッキングしたバビロンはかなりの大きさとなり、浮遊城じよう塞さいの如ごとく空を飛んで行く。

　バビロンの操縦はシェスカが行う。船でいえば操そう舵だ士しだな。ロゼッタやモニカが整備士で、フローラが船医、リオラがオペレーター兼砲ほう撃げき手しゆといったところか。ずっと眠ってばかりのノエルが機関士ってのはどうかと思うが。

「マスター。目的地上空に到着しましタ」

　眼下に広がるのは天てん嶮けんの山脈。ブリュンヒルドより真北にある、メリシア山脈だ。岩山に薄うっすらとした雪が残り、深緑の針葉樹林が広がっている。

「カトブレパスはどこだ？」

「ここヨり少し東側の麓ふもと付近、広い高原の辺りでス」

　シェスカの正面にあるモノリスに、バビロンの上空カメラが捉えたカトブレパスだと思われる魔獣の姿が映った。

　レグルス側か。レリシャさんの報告通り、そこら一帯を縄なわ張ばりにしているようだ。

　いきなり戦せん闘とうに入るのはまずい。周りに石化した冒険者たちがいる。下手に戦闘を繰り広げて、彼らを壊こわしてしまったり、壊されたりしたら目も当てられない。

　少し離れたところに降りて、静かに近づこう。

　みんなも同意してくれたので、僕、ユミナ、エルゼ、リンゼ、八重、ルーの六人がバビロンの転移陣じんで地上へと降り立つ。

「カトブレパスはどっちでござるか？」

「いや、その前に石化した人たちの救助だ」

　カトブレパスがいた場所とは真逆の方向に向かい、マップ表示で見つけた石化している冒険者の元へと急ぐ。

　やがて針葉樹の森の中に、恐きよう怖ふの表情で固まった三人の冒険者の石像が見えてきた。

　尻しり餅もちをついていたり、立たち尽つくしていたりとその状態は様々だが、見た目では五体満足のように見える。人体だけじゃなく服まで石化しているってのが、タチの悪い呪いだな。

　正確には「目を合わせた生物を含ふくめた、周囲をも石化する」ってことなのだろうか。

「冬夜さん、早く【リカバリー】を」

「いや、ちょっと待ってくれ。カトブレパスとの戦闘に巻き込むのもまずい。後で治すことにして、一いつ旦たん【ストレージ】に回収しておこう」

「【ストレージ】は、生物を収納することはできないの、では？」

「この状態だと生命活動が完全に停止しているみたいだから、たぶんいけると……ほら、いけた」

　疑問を投げかけるリンゼの目の前で【ストレージ】に三人の石像を収納してみせる。

　レリシャさんの話だと石化した冒険者は、赤ランク冒険者が十三人、銀ランク冒険者が二人の計十五人のはず。三人回収であと十二人か。

「冬夜様、あっちにも石像が」

　ルーが指し示す方に、同じように恐怖の表情を張り付かせた冒険者が四人いた。この四人も回収し、僕らは次の犠牲者のところへと向かう。

　マップで確かく認にんしながら、石像になった冒険者たちを次々と回収していく。幸いなことにこれまで破は壊かいされた石像は一つもなかった。

　十三人の石像を回収し、残りの二人を見つけた。これで全員見つけたはずだ。

「おそらくこの者たちが銀ランクの冒険者でござろうな。表情からして違ちがうでござる」

　八重の言う通り、石化したその二人は恐怖の表情というよりは、悔しさとか怒いかりとかが浮かんで見えた。装備もいい物を身につけている。銀ランカーで間違いないだろう。

「これって盾たてよね。ものすごくピカピカだけど」

　エルゼが拾い上げた大きな盾は、表面が鏡のように磨き上げられて、ピカピカに光っていた。

「おそらくはそれにカトブレパスを映し、魔眼を直接見ずに戦おうとしたんだろ」

　ギリシャ神話の英えい雄ゆう、ペルセウスもその方法で魔女メデューサを討った。この石になった彼はペルセウスとは違い、それを果たせずに敗北したらしい。

　エルゼに盾を見せてもらう。意外と軽い。ミスリルだな。徹てつ底てい的に磨き上げて鏡のようにしているのか。裏面までピカピカだ。手放したので石化されなかったようだ。

　とりあえず二人の冒険者と一緒に回収しておく。あとで返してあげよう。

「これで全員ですね。誰だれ一人として砕けてなくてよかったです」

「石化した人間にはもう興味はないってことなんだろ。生きている人間と違って、食料にもならないからな」

　そういやカトブレパスって肉食じゃないんだろうか。獲物が石化してしまったら食えないよな。石化する前に食えばいいのかもしれないけど。

「それでカトブレパスは今どこに？」

「ここから南の森の中だな。風下から近づこう」

　あらかじめ、みんなの持つ婚こん約やく指輪には【リカバリー】を付ふ与よしてある。もしも石化の魔眼を受けてしまってもすぐに自分で解かい呪じゆできるはずだ。

　僕、八重、エルゼを前衛に、間にルー、後衛にユミナとリンゼというフォーメーションでカトブレパスに近づいていく。

「いた……！」

　なにやら仕留めた鹿か馬のような獲物を食べている。どうやら草食じゃなかったようだ。

　そして思ったよりもでかい。ここからだと後ろ姿になるが、大きなワゴン車くらいはあるんじゃないか？

　カトブレパスが長い首をくねらせてこちらに振ふり向むく。豚というより猪いのししに近い顔だ。なのに牛のような角がある。体も牛のようではあるが、長い毛に覆われていた。

　目を合わせないように、すぐに僕は視線をカトブレパスの足あし下もとに逸そらした。

「先手必勝、リンゼと僕が魔法で攻こう撃げきしてから斬り込もう。もしも目を合わせてしまって、足が動かなくなったらすぐに指輪の【リカバリー】を使うこと」

　みんながわかったと頷うなずくのを確認してから、僕とリンゼは示し合わせた魔法を同時に発動させる。

「【光よ放て、眩まばゆき閃光、フラッシュ】！」

「【砂よ来たれ、盲目の砂塵、ブラインドサンド】！」

　視線に石化の呪いがあるのなら、その目を使えなくすればいい。もって数秒の効果だろうが、エルゼたちが斬りこむには充分な時間だ。

「ブゴォオオオオオオォッ!?」

　眩まばゆい閃光と同時に砂が目に入ったカトブレパスが咆ほう哮こうを上げた。

　その声が合図とばかりにエルゼと八重、遅れて僕とルーが武器を手にカトブレパスへ向けて駆けていく。

「やっ！」

　八重の『透花』がカトブレパスの太い尻尾しつぽをやすやすと切断する。鉄の塊でさえバターのように斬り裂く『透花』と、八重の腕前があれば容易たやすかろう。

「せいっ！」

　続けて飛び込んだエルゼの正せい拳けん突づきが、カトブレパスの横腹に炸さく裂れつする。

「ブゴアアアァァァッ！」

　体をよじったカトブレパスの口から紫むらさき色の毒々しい煙が吐き出される。その煙に触れた草がたちまちのうちに萎しおれて枯かれていった。

「毒煙だ！　気をつけろ！」

　運悪く風下から攻めたので、紫の煙は僕らの方へと流れてくる。

　左右に散開し、毒煙を受けないようにして、僕らは再びカトブレパスへと向かう。

　ルーもフレイズの素材でできた双そう剣けんでカトブレパスの皮膚を斬り裂くが、刀身が短いため深くは斬り裂けなかった。それでもかなりのダメージだとは思うが。

　こうなったら【グラビティ】を発動させた一撃を見舞うしかない。【ストレージ】からフレイズの大剣を取り出して、振りかぶろうとした瞬間、こちらを向いたカトブレパスと目が合ってしまった。

　瞬間的に身体が硬こう直ちよくする。極寒の氷水に足を突っ込んだように、つま先から冷たい感覚が這はい上がってきて、じわじわと感覚を奪うばっていく。

　すでに足首から先の感覚がない。視線を足元に向けると、靴くつがパキパキと石化し始めていた。

「っ、【リカバリー】！」

　状態回復魔法【リカバリー】を発動させると、足の感覚が急速に戻っていく。が、思いもよらないことが起こった。

【リカバリー】では石化した靴までは戻らなかったのである。

「重っ!?」

　石の靴なんて履はいて戦闘ができるわけがない。すぐに脱ごうと思ったが、硬質化した靴はなかなか脱げなかった。

「のやろ！」

　近くの大木に蹴けりを入れ、石化した靴を砕くだいた。石とはいえ靴の厚さ程度なら、簡単に砕くことができる。もったいないが、そんなことを言っている場合じゃない。

　……しまった。靴下まで石になってたのかよ。裸足はだしになってしまった。

　ガァン！　と、間ま抜ぬけなことをしている僕の横を一発の銃弾が飛んでいく。

　ユミナのコルトＭ１８６０アーミーが放った弾丸は、カトブレパスの左眼に直撃し、付与してあった【エクスプロージョン】が発動して大爆ばく発はつを起こした。

「ゴモアァァァァァァッ!?」

　長い首を振り回し、暴れ回るカトブレパス。

「【氷よ絡からめ、氷結の呪じゆ縛ばく、アイスバインド】！」

　リンゼの魔法により、カトブレパスの足下がたちまち凍りついていく。足を自由にしようともがくが、そう簡単に魔法の氷は砕けはしない。

　その隙すきに僕は手にした大剣を持って、カトブレパスの頭上へと飛び上がり、それを思いっきり振り下ろした。

「【グラビティ】」

　加重魔法により重さが数倍と化した大剣が、カトブレパスの首を切断する。

　ゴロゴロッ、と地面に頭が転がり、その巨きよ体たいも首から血を流してその場に沈しずんだ。

「ふう。あせったなぁ」

　大きく息を吐き、呼吸を整える。あいてて、裸足で森の中はキツい。【ストレージ】から保管してあった代わりの靴を取り出して、さっさと履はいた。ズボンの裾も少し石化してしまったらしく、八はち分ぶ丈たけみたいになってしまっている。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか、冬夜さん？」

「大丈夫大丈夫、ちょっと油断した」

　ユミナに苦笑いを返す。

　いやはや、なんとも情けない。みんなに気をつけるように言っときながら、自分が真っ先にかかってしまうとは。

「きゃッ!?　り、【リカバリー】！」

「っ、どうした!?」

　切り落としたカトブレパスの首を見に行ったルーが尻餅をついて指輪の【リカバリー】を発動していた。

「め、め、目が開いてて、合いましたわ！　死んでいるのに、私わたくしが石化して、まだ魔眼が、石化を！」

「ルーさん、落ち着いて下さい。カトブレパスの魔眼は、死んでもしばらくはその効果が、あるんです」

　縋すがり付くルーにリンゼが説明する。

　石化の効果はそのうちなくなるらしいが、死んだカトブレパスの眼は魔ま力りよくを通すと麻ま痺ひ程度の力を放つらしい。その貴重な眼は魔道具に使われるらしく、高く売れるんだそうだ。

　それを聞いてユミナが少し落ち込んでいた。片目潰つぶしちゃったからなあ。

　視線を合わせないようにして、カトブレパスの目ま蓋ぶたを閉じさせる。これでもう大丈夫だ。

「ルー、足は大丈夫か？」

「え、ええ。なんとか。靴はもう使い物にならないみたいですけど……」

　ルーの両足は石化しているように見えるが、僕の時と同じように中身は元に戻っているだろう。

　ルーは座すわったまま両足に小剣シヨートソードを叩きつけて石化した靴を砕いていった。やはり僕の時と同じく、靴だけではなく、その下のタイツまで石化している。

　極薄の石タイツはルーが足を少し動かしただけで砕けてしまい、足首から先が剥むき出しになっている。

「代わりの靴はある？」

「はい。指輪の【ストレージ】の中に……！」

　立ち上がったルーからパキパキリ、と小さな音がして、ルーの足下にパラパラと石片が落ちた。

「えっ……！　やっ、うそっ……!?」

　ルーが真っ赤になってスカートの後ろを押さえる。

　ん？

「と、と、冬夜様っ！　後ろ、後ろを向いて下さいまし！」

「え？　え？」

「……？　あ！　と、冬夜さん。ルーさんの言う通りにして下さい。早く！」

「わ、わかった」

　実はよくわかってないが、ユミナの言われるがままにくるりと後ろを向く。なんなんだ、いったい？

「ルーさん、まさか……」

「うう……その通りですわ」

「え、パンツまで？　なんで？　リンゼわかる？」

「た、たぶん、カトブレパスの石化は土属性だから、地面に接した、あるいは近いところから石化が始まるんじゃない、かな？　さっきルーさん、尻餅ついてたから……」

「ははあ。それででござるか。災難でござったなあ」

　え？　え？　パンツ？　パンツが石化したの？　じゃあさっきの落ちた石片はそれの残ざん骸がい？

「替えの下着って持ってます？」

「一応着替えは一通り【ストレージ】に入ってますけれど……」
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「もう全部穿はき替かえた方がいいです、ね。タイツもスカートも、ダメになってますし……」

　がさごそ、しゅるるっ、と、背後から衣きぬ摺ずれの音が聞こえてくる。この場合、耳も塞ふさぐのが紳しん士しなのだろうか。

　ドキドキしながら森や空に視線を彷徨さまよわせていると、ガサッ、と遠くの藪やぶの中で物音がした。

「なッ……!?」

　鹿しかかなにかかとそちらへ僕が視線を向けると、そこには先ほどのカトブレパスよりさらに大きいカトブレパスがこちらを魔眼で睨にらみつけていた。もう一匹ぴきいたのか!?　シェスカのやつ、ちゃんと検けん索さくしとけよ！　いや、僕もか！

　やばい！　目が合った！

　たちまち足が先ほどと同じように感覚を失い、靴が石化していく。あああ！　せっかく履き替えたのに！

「っ、【リカバリー】！　みんな、気をつけろ！　もう一匹いる！」

「ええっ!?」

「ちょ、待って下さいまし！　まだスカートが！　スカートが！」

　視線をカトブレパスから逸らしながら、僕はまたしても靴を砕いて裸足になり、奴の注意を引くために魔ま法ほうを発動する。

「【風よ貫け、螺ら旋せんの槍そう刃じん、スパイラルランス】！」

　風の渦うずが螺旋の槍となってカトブレパスの角を斬り裂く。先ほどのカトブレパスよりはるかに大きい。牛は牛でもバッファローみたいな角だ。全然形が違うぞ。

　もしかしてこっちがオスで、さっき倒たおしたのはメスか？　番つがいのカトブレパスだったのか？

「ゴルモォアアアアアアァァァッ!!」

　雄叫びを上げてカトブレパスが僕の方に突っ込んできた。視界の端はしでそれを感じながら、みんなとは別の方向へと逃げる。

　散開する中にルーの姿を見たが、着崩れしながらもなんとかスカートは穿いていた。……べ、別に惜おしいとか思ってないぞ。

「【氷よ貫け、氷結の尖せん針しん、アイスニードル】！」

　リンゼの生み出した氷の尖針が、カトブレパスに雨のように降り注ぐ。リンゼの一番得意とする火属性の魔法は森の中だから使えない。光属性は苦手らしいし、この状況では水属性の魔法をメインにするしかないだろう。

「グォルガァアァァァァァッ！」

　刺さった氷の針を振り払い、カトブレパスが僕に向けて口から毒煙を吐いてきた。

「おっと、【フライ】！」

　飛行魔法を発動させ、空を飛んで煙をやり過ごす。靴がないから走れないんだよ。

「り、【リカバリー】！」

　リンゼが【リカバリー】を発動させていた。振り向いたカトブレパスと視線を合わせてしまったらしい。可哀想に、リンゼも靴をダメにしてしまったな。

【フライ】で飛んだままリンゼを抱だき上あげてその場から離脱する。

「大丈夫か？」

「は、はい。ちょっと怖かった、です」

　お姫ひめ様さま抱だっこをされているリンゼが、ぎゅっ、と抱きついてくる。こんな時だけど、柔やわらかいとか、いい匂においがするとか余計なことを考えてしまった。いかんいかん。

「くっ、さっきの奴より攻撃的ね」

「魔眼が邪じや魔までなかなか攻め込めないでござるな……」

　さっきのカトブレパスよりこいつは頭がいい。視線を少し逸らすと石化しようとそちらへ回り込もうとし、大きく逸らすとその隙に攻撃をしてくるのだ。

「あの目に目隠しでもできれば魔眼を防げるんです、けど……」

　腕うでの中でリンゼが呟つぶやく。

　難しいだろうなあ。簡単に目隠しをさせちゃくれないだろうし。写真週刊誌のように目隠し線とか入ればな。それかモザイク……。

「あ！」

「ど、どうしました？」

　あるじゃん！　視界を遮しや断だんする魔法！　【フライ】を探したときに本で読んだよ！

「【モザイク】！」

「ブモッ!?」

　カトブレパスの目の前がモザイクに包まれてぼやける。この魔法の「モザイク」は美術などのモザイク技法のことではなく、モザイク処理の「モザイク」だ。

「ブモッ、ブモッ!?」

　視界がぼやけたことによりパニックを起こしたのか、カトブレパスが頭を振り回し、森の木に打ち付けて暴れている。

　さっきより面めん倒どうは面倒だが、もう魔眼で石化するのを気にする必要はない。

「今だ！」

「っ、せいッ！」

「ブモアァァァァァァ!?」

　ドゴスッ！　と、飛び込んだエルゼがカトブレパスの横っ面を殴なぐり飛ばした。

「【風よ切り裂け、千の風刃、サイクロンエッジ】」

　ユミナの放った真空の刃が竜たつ巻まきとなってカトブレパスの体を斬り刻む。そしてそれを追いかけるように『透花』を手にした八重がカトブレパスに迫せまっていく。

　音か匂いでその接近を感じたカトブレパスが口から毒煙を吐くが、すでに八重の姿はそこにはなかった。

「九ここ重のえ真しん鳴めい流りゆ奥うお義うぎ、鳳ほう雛すう飛ひ廉れん」

「ブモッ……！」

　地面スレスレから跳ね上がった『透花』の刃がカトブレパスの首を斬り飛ばす。

　ドズン、と重い首が地面に落ちて転がった。まだ【モザイク】が目のところにかかっているので、なんとも形容しがたい画えになっていた。うええ。しばらく解除するわけにもいかないしなあ……。

「うう。なにもできませんでしたわ……」

　スカートを直しながらルーが涙声で呟つぶやく。まあ、その状態じゃ仕方がないよ。

「そういえば前にもこんなことがありました、ね」

「ああ、ミスリルゴーレムの時か。あの時も二体出てきたなあ」

　地面に下ろしたリンゼが口を開く。そういやあれもメリシア山脈の鉱山で討伐したんだったな。

　あの時、ギルドの調査不足ってことでちゃんと二匹分の報酬をもらえたから、今回も大丈夫だろ。ランクが上に上がるほど、討伐対象の調査が難しくなるのは仕方がないことだし。

　大変な目にあったが思いがけず報酬が二倍になった。ま、結果オーライだ。










　それから僕らはブリュンヒルドへと帰り、レリシャさんの前で、石像になった冒険者全員を【リカバリー】で解呪した。

　ついうっかりそのまま解呪してしまったので、肉体は元に戻もどったが、服や鎧よろいは石のままという僕の靴と同じことになってしまったのだが。

　ガラガラと欠片となって崩れ落ちる服や鎧の後には、わけがわからずキョトンとしたおっさんたちの全裸という、誰にも嬉しくない光景が広がっていた。

　その場にいたユミナたちと、レリシャさんら女性ギルド職員さんたちの絶叫が響ひびき渡わたったのは言うまでもない。

　不本意ながら真の「モザイク処理」の意味で、おっさんたちに【モザイク】を使うことになってしまった。

　なんだかなあ。







幕間劇　ブリュンヒルド漫遊記







　バビロンの『格納庫』を手に入れたことにより、僕はついにフレームギアを手に入れた。

　夢にまで見た巨きよ大だいロボットだ。今のところ燃料である（正確には燃料ではないが）エーテルリキッドのこともあり、気軽に乗り回すわけにはいかないってのがアレだが。

『格納庫』にはフレームギアの他にも様々なモノが収められていた。

　高速飛行艇、弾だん丸がん装そう甲こう列車、万能地底戦車などである。

　ただ、どれもこれもエーテルリキッドがなくてはただの置物でしかない。

　フレームギアのエーテルリキッドをこっちに回すこともできるが、どのみち整備しないと乗れないので、ロゼッタやモニカの手を借りなければいけない。二人には現在フレームギアの方をメインにやってもらっているので、こちらは後回しということになった。

　地底戦車とかはトンネルを掘ほるのに役に立つよな。ブリュンヒルドの北にあるメリシア山脈を東西にぶち抜ぬけば、レグルスとベルファストの交易もスムーズになるんじゃないかな。

　でもそうなるとうちの国に人が流れてこなくなるか……？　う～ん、ひとまず保留しておこう。

　今日は朝から賑にぎやかになりつつある城下町を視察することにしていた。

　お供に遊びに来ていたスゥと琥こ珀はくを連れて町へと向かう。スゥは普ふ段だん、僕たちと一いつ緒しよにいられないので、遊びに来た時くらいは優先的に付き合ってあげている。ま、小さくても婚こん約やく者しやの一人になったわけだし。

　子こ虎とらではなく神獣バージョンに戻った琥珀にスゥが跨またがって、次々と建て続けられている家々をキョロキョロと眺ながめていた。

「だいぶ町らしくなってきたのう」

「みんな頑張ってくれているからね」

　すでに城下町には石畳の道が敷しかれ、レンガ造りの家並みができている。

　新しい住民は、そのほとんどがこの町で商売をしようとやってきた商人やその家族、もしくは従業員であった。

　あとは騎士団の団員が呼び寄せた家族とかか。城の方に騎士団の宿舎はあるのだが、そこに住むのは主に独身者だけで、結けつ婚こんしてたり、親や兄弟などと同居を希望するものは城下町に家を建てることを選んだ。

　もちろんその際は貸し付けをして、安い金額で新居を用意してあげた。そういった家族が増えたおかげで老若男女、子供からご老人までいろんな人たちが城下町には溢あふれている。

　ブリュンヒルド城を中心にして、城下町は南の方に広がっていた。東は主に農作地が広がり、北は訓練場、西には娯ご楽らく施設がある。

　娯楽施設と言ってもまだ野球場しかないが。野球場はお金を払って申請すれば、一般にも貸し出している。いつ行ってもどこかのチームが試合をしているし、観戦するのは無料なので、子供たちなんかがよく見に行っているらしい。

「冬とう夜や冬夜！　この店、いろんな物が並んどるぞ！　見たことのない物ばっかりじゃ！」

　ガラスのウィンドウ越ごしに並ぶいろんな雑貨を見て、スゥが歩いていた琥珀を止める。

　城下町でも大きな敷地を持つ、赤あか煉れん瓦が造りの二階建て。その建物に掲げられている看板には『ストランド商会』と大きく書かれていた。

　ミスミドの商人、オルバさんの店である。

　ウィンドウには野球のボールやバット、グローブといったものから、ぬいぐるみや将しよう棋ぎ、フラフープやベーゴマなどといった娯楽品が置いてある。これだけ見ると雑貨屋というよりはオモチャ屋にも見えるなあ。

　もちろん奥にはちゃんと針、糸、布地、釘くぎ、金かな槌づち、食器、包丁、蝋ろう燭そく、鏡などといった日常生活に欠かせないものも置いてある。

　店内をガラス越しに覗のぞくとオルバさんの姿が見えたので、挨あい拶さつをするために中に入った。

「いらっしゃいませー！　ストランド商会へようこそ！」

　犬耳の女性店員さんが僕ぼくらに気付き挨拶をしてくれる。ちなみに琥珀は店内に入ったと同時に、いつものミニサイズに変わっていた。

「これはこれは陛下。お越し下さりありがとうございます。なにか御用でもありましたか？」

　入店した僕らを見つけ、商会長のオルバさんがやってきた。店内は様々な雑貨が並び、あまりこういった店に入ることのないスゥは、キョロキョロと嬉うれしそうに商品を物色していた。

「こんにちは、オルバさん。用ってほどじゃないんですが、スゥがこの店に誘われまして。ついでにご挨拶をと」

「それはそれは。ありがとうございます、スゥシィ様。どうぞ心ゆくまでご覧になって下さい」

「うむ！　感謝する、オルバ殿どの！」

　スゥは笑え顔がおを浮かべて、さっそく店内のものをいろいろ手に取り始めた。犬耳の店員さんがあれこれと説明している。

　なんか気に入った物があればプレゼントするかな。しかしそうなるとスゥだけが買ってもらったということで、みんなの機き嫌げんが悪くなるかもしれない。同じような物を他に五つ買わねばならんな……。婚約者が六人もいるとそれなりに気を使うのですよ。

　スゥの方は店員さんと琥珀に任せておいて、僕はオルバさんと近況報告をしていた。

　ストランド商会の本拠地はミスミドの王都、ベルジュにある。そこからかなり離はなれたブリュンヒルドにオルバさんがこうもちょくちょく現れるのは、『転移の方陣』という魔道具アーテイフアクトを所持しているからだ。

　これはバビロンの遺い跡せきにもあった転移陣の小型版で、二枚一組になった座ざ布ぶ団とんサイズの敷しき布ふだとか。この敷布の上に立つと、Ａ地点からＢ地点まで転移できるというシロモノらしい。

　しかしこれには不便な部分も多々あって、まず、敷布にきちんと乗っているものしか転移できない。つまりはみ出すような大きいものや、複数の人間は転移できない。

　次に重量と距きよ離りに制限がある。一度に転移できる重さと転移できる範はん囲いに制限があるのだ。詳くわしくは教えてもらえなかったが、あまり余よ裕ゆうはないみたいだ。

　そして、一度転移させると次の転移に丸一日インターバルが必要なこと。これが最大のネックだ。

　それでも『転移の方陣』はかなり貴重なアーティファクトであり、ストランド家では家宝とされ、代々の当主しか使用を許されないとか。

　実は僕も実物を見たことはない。似たようなものを僕なら作れそうだが、世間に出回るといろいろと厄やつ介かいなことになりそうなので手を出すのはやめた。城の方に【ゲート】を【エンチャント】した姿見とかもう作ってるしな。

「最近はどうですか？」

「おかげさまで利益が右肩かた上がりです。公王陛下は我わが商会にとって福の神ですな。ブリュンヒルドに足を向けて寝ねられませんよ」

　それは良かった。僕らが話しているその間にも、子供たちが小銭を持ってキャラメルとベーゴマを買い求めていた。いい笑顔だ。

　オルバさんに任せたのは間ま違ちがいじゃなかったな。

「ただ……」

「何かありました？」

「ええ。なんと言いますか、こうも売れますとやはり妬ねたんだりする輩やからがいましてね。うちの悪評を広める者がチラホラと。公王陛下に賄わい賂ろを送り、他国の王様たちに繋つなぎをしてもらっている、とか」

　なんだそりゃ。くだらない噂うわさを流す馬ば鹿かもいるもんだな。

　正確に言うと逆なんだぞ。どっちかというと、まず王様たちに披ひ露ろうしてから、そのあとオルバさんが商品化してるものが多い。

「まあ、この手の類は珍めずらしいことじゃありません。どちらかというと今面倒なのは模倣品ですな」

「模倣品……まあ、ヨーヨーとかけん玉とかはすぐに作れるでしょうからね」

「ちなみにこれが模倣されたけん玉なのですが……」

　オルバさんがカウンターの下からけん玉を取り出した。パッと見、普ふ通つうのけん玉に見える。

　どうぞ、と勧められるので手に取って玉を側面の大皿に乗せようとしたが、失敗した。

　もう一度……あれ？　もういち……あれ？

　なんかおかしい。僕は確かにけん玉がそれほど上手うまくはない。でも一番簡単な大皿に玉を乗せられないほど下手ではない……はずだ。

「あっ、なんだこれ？」

　試ためしに手で大皿に玉を乗せてみたら、玉のバランスが悪く、さらに皿の縁ふちが歪ゆがんでいた。乗せてもグラグラして、すぐに落ちてしまう。こりゃひどい。

「作りがかなり粗悪なんです。木工に長たけた職人ではなく、素人しろうとが彫ったものなんでしょう。玉とけんをつなぐ糸も……ほら」

　オルバさんが玉をなにげなく引っ張ると、あっさりぶちっと切れてしまった。危ないな！　もしも子供が振り回してるときに切れたら危険だろ！

「これはひどいですね。粗悪品もいいところだ」

「ヨーヨーなども同じように質の悪い物が出回っています。さらに酷いものだとわざと壊れやすくできていたりするんです」

「え？　なんでです？」

「その方がまた買ってもらえると考えたんでしょうね。商売人としては三流以下の考えですが」

　呆あきれたな。商売人は信しん頼らいが命だろうに。そんなことを繰くり返かえしていたら、そのうち誰にも見向きされなくなるって少し考えりゃわかりそうなものだが。

「模倣されること自体は……好ましくはありませんが、仕方のないことだと思っています。私だって公王陛下に教えていただいているわけですし。本来ならば、これらは全て公王陛下が独自のお考えで生み出された物であるのに」

　すいません。持ち上げてもらって申し訳ないっスけど、僕も模倣犯です。あれ、ちょっと胸が痛い。

「しかし、買っていただくお客様のことを蔑ないがしろにしている点は絶対に許せない。私はこういった物はお客様に安全に楽しんでいただくことが何よりも重要だと思っています。それを守れない者は商売人ではない。詐さ欺ぎ師しだと思います」

　確かになあ。元いた世界でも違法なコピー商品とか腐くさるほどあったからな。純正品に似せた粗悪品を堂々と売り、「これはうちのオリジナルだ」と悪びれることなく言うような輩がいる。

　本当に自社商品に自信があったらロゴや、デザイン、商品名を真似まねなんかするもんか。

「そんな粗悪品と一緒にされたら迷めい惑わくですね。やっぱりオルバさんの商会で作っているものは他のと違う、とわかりやすく区別できるようにした方がいいのかな？」

「一応、こういう風に屋号の印を入れてはいるのですが……」

　陳ちん列れつ棚だなから取り出したけん玉には、ストランド商会の焼印が入っていた。丸に天てん秤びんと狐きつねが描えがかれている。

「しかし、この焼印でさえも真似する始末で。よく見れば細部が違うのですが、素人しろうとにはそこまでわかりませんからね。うちの商品だと騙だまされて買われた人には申し訳ないです」

　そこまで気にしてもなあ。悪いのは偽物を作って売った奴やつらであって、オルバさんが悪いわけじゃないのに。

　しかし類似品ならともかく、偽にせブランドとは許せんな。

「他の偽物とはっきりと区別がつけばいいわけだから……。ちょっと待ってくださいね」

　僕は【ストレージ】からゴルフボールほどの小さな鉄の塊かたまりと、Ｂ５ノートほどの木の板、そして短めの木の棒を取り出した。

【モデリング】で鉄の塊を変形させ、棒状に伸のばして先端にストランド商会の焼印を作る。左右が逆になるから気をつけて、と。持ち手の方に木の棒を取り付けて本体は出来上がり。

　そして仕上げとしてこの焼印に【プログラム】された魔法を【エンチャント】する。

　木の板に焼印を当てて魔力を通すと、細い煙が立ち上り、ストランド商会の屋号の印が浮かび上がった。

「どうです？」

「はあ、確かにうちのにそっくりですが、これが？」

「この焼印のついた板を暗いところへ持っていってみて下さい」

「え？」

　オルバさんが訝いぶかしげな表情をしつつも、受け取った木の板を持って、店の隅すみへと移動する。

「いったい何が……えっ？」

「成功、かな」

　店の隅の暗がりで、木の板についた焼印がぼんやりとした光を放っていた。

　あの焼きごてで焼印を入れると、ごくごく弱い【ライト】が付ふ与よされるようにしたのだ。

「この焼印を使えば、素人さんでもすぐにストランド商会の商品かそうじゃないかを見分けることができますよね」

「はい！　『ストランド商会の焼印は暗闇で光る』。この情報を広めれば騙される人は格段に減るでしょう！　ありがとうございます！」

　ストランド商会の被ひ害がいが減るだけで、偽物は消えないんだけどな。買い手の方も「粗悪品でも安い方がいい」って客もいるわけだし。

　客層の違ちがいというか、求めている物の違いというか……単に書くだけなら高級万年筆なんていらない。百円均一のボールペンでいいわけだ。

　結局は買い手のモラルに委ねるしかないのかね。コピー商品を買う人がいなくなれば、偽物の需要はなくなるわけで。消費者が偽物は買わないという意識を個々に持ってくれればいいのだが、現状難しいよなあ。

「冬夜冬夜！　見てくれ！」

「おっ、かわいいな」

　商品を物色していたスゥが僕に差し出してきたのは、蓋ふたの部分に兎うさぎの親子が彫ほられた小箱だった。お母さん兎と小さな数匹の子供の兎が立体的に彫られていて、小箱の蓋の上に立っている。

「よろしければそちらは私からプレゼントさせていただきますが……」

「いえ、これは僕がスゥにプレゼントしたいのできちんと払いますよ。それと他のみんなの分も買いたいので同じようなものを見せてもらえますか？」

　オルバさんからの申し出を断り、スゥと一緒にみんなの分を選んだ。ユミナには猫ねこ、エルゼには狐きつね、リンゼにはリス、八や重えには犬、ルーには小鳥の物を買う。

「みんな喜んでくれるといいのう」

　僕らはオルバさんに別れを告げて、ストランド商会をあとにした。

　みんなのお土産は【ストレージ】にしまい、再び町中を歩く。

「へいかー、こんにちわー！　おひめさまもこんにちわー！」

「うむ！　こんにちはじゃ！　じゃがお姫様ではなくお妃きさき様じゃぞ！」

「そーなのー？」

「まだ違うだろ……」

　挨拶してきた小さな女の子に琥珀の上からスゥが訂てい正せいする。

　まだ婚こん約やくしただけだからお妃様じゃない。そもそもスゥは公こう爵しやく令れい嬢じようであって、お姫様ではないしな。

「いずれそうなるのじゃからいいのじゃ。今からそう呼ばせておいたほうが、わざわざ変える必要がなくていいと思うぞ？」

　そんなもんかね。まあ、別に反対するほどじゃないからかまわないけどさ。

　レグルス帝てい国こくとベルファスト王国を結ぶ街道上にブリュンヒルドの城下町は広がっている。つまり東西に大通りが伸び、中央あたりから今度は城へと向かう北への道があるのだ。

　この道が交差する場所に中央広場があり、その一角に今のところブリュンヒルド唯ゆい一いつの宿屋『銀月』があった。

　リフレットの町から引き抜いてきたミカさんが女将おかみを務める、大きな宿屋だ。

　初めは国営の宿屋にしようと思ったんだけど、結局、『銀月』に資金援えん助じよしたという形になった。

　国営ってことになると、ここの従業員は公務員ってことになっちゃうし。

　四階建ての『銀月』ブリュンヒルド支店は、Ｌ字型の造りになっていて、一階には大浴場と、大食堂が一般に開放されている。

　これは宿に泊まらずとも利用でき、銭せん湯とうとしての役目も担になっていた。しかも値段が安い。

　なのでブリュンヒルドの人たちはいつも清潔に暮らしている。旅路の者もここでリフレッシュして、また次の日に旅立つのだ。

「ちわー」

「あら、いらっしゃい。どうしたの？」

『銀月』に入ると、国王になった僕に今までと変わらぬ口調で、カウンターにいたミカさんが声をかけてくる。

　なんだろうな、実家に帰ってきたような感覚がする。新しいこの宿には泊まったことなんかないのにな。リフレットの本店のような居い心地ごこちの良さを感じるのはミカさんの力なのだろうか。

「ちょっと視察がてら寄らせてもらいました。何か問題はないですか？」

「今のところは何もないわね。お客さんの入りもなかなかだし、大きな揉め事もないし。宿の客商売よりお風呂や食堂の方が実入りがいいのが悩みかしら」

　まあ、そりゃなあ。お風呂は毎日入りたい人は入りたいし、食堂の方もレシピは僕が渡したやつだしな。珍しくて美味い食事なら毎日食べたいと思うのが普通だ。

　宿の方はブリュンヒルドの人間は利用しないだろうし。

「たまに乱暴者のお客さんも来るけど、騎き士し団だんの人たちがすぐ追っ払ってくれるからね。走ればすぐそこが詰つめ所しよだしさ」

　ブリュンヒルド騎士団はいくつかの部署に分かれている。城下町の治安を守る警けい邏ら部隊、主に城の警備などを担当する守衛部隊、情報収集を主とする諜ちよう報ほう部隊、町の区割りや建築、農耕地開発などを行う開拓部隊などだ。

　正直に言うと、とても騎士団の仕事ではないものも含ふくまれる。できたばかりの国で人手不足なのはもちろんだが、それについては入団する時にちゃんと説明してあるしな。

　それぞれが得意な分野で活かつ躍やくできるよう、配属はなるべく希望する部署になるようにしたし。

　まあ、開拓部隊はあまり集まらなかったんだけどね。それでも元・武田四天王の内ない藤とうのおっさんが隊長を引き受けてくれたから、その部下の人たちも何人か回せたけどさ。

「順調そうでよかった。連れてきた手前、閑かん古こ鳥どりじゃ申し訳ないし」

「これだけの宿は王都だってちょっとないんじゃないかしらね。毎日お風ふ呂ろに入れる贅ぜい沢たくに慣れちゃったら、他の国になんて行けないかも」

「そうじゃのう。このように庶しよ民みんにも風呂が利用できる施設はちょっとないのう」

　ミカさんの言葉に小さくなった琥珀を抱き上げたスゥが頷うなずく。温泉地でもない限り銭湯ってのはあまり無いからなあ。正確に言うとベルファストの王都やレグルスの帝都にも銭湯と呼べるものはあるんだけれども、基本的に高かったり、貴族専用の社交場だったりする。

　風呂嫌ぎらいってわけじゃないけど、一般庶民はタライでの行水で済ませてしまうしな。

「あ、そうだ。お昼には少し早いけど食べてく？　フルール特性のロールケーキがデザートにつくけど」

　フルールさんはリーニエのバカ王子に奴ど隷れいにされていた女性だ。僕が『銀月』に紹介したのだが、彼かの女じよには料理の才能があったらしく、今じゃミカさんから厨ちゆう房ぼうを任されるほどになった。

　僕が渡したレシピもほとんど作れるようになり、休みの日には城のコック長・クレアさんに師事するくらい頑張っている。

　スマホで時間を確かく認にんすると、まだ十一時になったばかりだ。

　確かに食事するにはまだ早いのだが、ロールケーキと聞いて抱き上げた琥珀の頭にヨダレが落ちそうになっているスゥを見ると、ここで立ち去るのもはばかれる。

「……それじゃ、お言葉に甘えて食べていくか」

「そうじゃな！」

　勧められた日替わり定食はカツ丼どんだった。これの食後のデザートでロールケーキってのはどうなんだ？　と思ったが、スゥは気にすることなくパクついていた。

　僕はちょっと胸焼けしそうだったので、スゥにロールケーキを譲ゆずってあげると、彼女は二個目のロールケーキもぺろりと食べてしまった。やはり女の子にとってデザートは別腹なんだろうか。

『銀月』を出て、今度は東にある農耕地へと向かう。

　ちょうど昼になりつつあるためか、あまり働いている人はなく、ちらほらと畑の隅や木こ陰かげでお弁当を食べている人たちがいた。

「冬夜冬夜。この畑は誰だれのものなのじゃ？」

「今は一応僕のものだね。お金を出して、農家の皆みなさんに耕してもらっているってところかな。だからまだ収穫に失敗しても農家さんに被害はないよ。まだ実験段階だしね。安定して収穫できるようになったら、土地を耕した農家さんに安い値段で売ることになってる」

　ここだけの話だが、畑で栽培しているのは『錬れん金きん棟とう』で手を加えた特とく殊しゆな作物だ。一見、見た目は普通の大根でも、気候の変化に強かったり、栄養価が高かったりという、スーパー大根だったりする。

　今はその育成の実験と、作物の数を増やしているってところだ。もちろん、味が最悪だったら全部やり直しだが。

『錬金棟』のフローラは太たい鼓こ判ばんを押していたが、やっぱり収穫して食べるまでドキドキもんだよなあ……。

　思いっきり遺伝子組み替え作物のようだが、人体への影えい響きようなどはなく、安全であるらしい。まあ、正確には魔法効果で変質しているわけだしな。

　もともとこの世界の農作物には魔ま素そを取り込んだりしているものもあり、それによって僕たち人間が魔ま力りよくというものをその身に宿しているんじゃないかと考えられている。

　これは肉とかも同じで、大樹海では魔力を操あやつる魔ま獣じゆうを食べるほど魔力量が増す、なんて言い伝えがあるんだそうだ。眉まゆ唾つば物ものだが。

「果物とかはないかのう……」

「さっきデザート食ったろ……」

　どうやらスゥの別腹はまだ空きがあるらしい。

　確かに果物も植えてあるのだが、桃ももや林りん檎ごとかはそうすぐに成るものじゃないからさ。『錬金棟』で品種改良されたとはいえ、さすがにそこまでの成長スピードはない。

　イチゴとかスイカなら……ってあれは野菜か。イチゴは食べたことがあるが、スイカってこっちの世界にもあるんだろうか。

　こっちでも瓜の仲間だとは思うが、たまーに見た目は洋よう梨なしのようでも味はレモン、みたいなものもあるからな。

　今度、イチゴもフローラに作ってもらおう。

「冬夜、この泥どろ沼ぬまはなんなのじゃ？　なにか植えてあるようじゃが」

「田んぼだよ。植えてある稲いねから米が取れるのさ。さっきスゥも食べたろ？」

「おお！　これが米になるのか！」

　米の方は移住してきた人たちが、ほぼイーシェン出身だったので、田んぼの八割はその人たちに任せた。イーシェンから持ってきた苗をそのまま使っている。残り二割の田んぼには『錬金棟』で品種改良されたものを植えて、実験中だ。

「うまくいけば数ヶ月後には収穫できるよ」

「楽しみじゃのう」

　田んぼの畦あぜ道みちを抜けて、今度は城の北にある訓練場へと向かう。

　城内の中庭にも訓練場はあるが、こちらの方が広い。ちょっとしたグラウンドほどの敷地がフェンスで囲まれていて、さらにその先には広い荒こう野やが広がっている。

　あっちは主にフレームギアや、魔ま法ほうの訓練のためのスペースだ。しょっちゅうボコボコ穴だらけになるが、そのたびに土魔法で直している。

　訓練場のフェンスには【シールド】が施ほどこされているので、安全面は心配ない。

「おっ、やってるな」

　訓練場では新人騎き士したちが、それぞれ訓練に励んでいた。二人一組で模も擬ぎ戦せんをする者、黙々と素す振ぶりをする者、訓練場の周りを鎧を着たまま走る者と様々だ。

「ぐはっ！」

「駄目だ駄目だ！　もっと動け！　戦場じゃ動きを止めたらすぐに斬きられるぞ！」

　怒鳴り声の方に視線を向けると元・武田四天王の山やま県がた政まさ景かげ……山県のおっさんが模擬剣けんを倒たおれた騎士へと向けていた。

　僕が訓練場へと足を踏ふみ入れると、気付いたみんなが一いつ斉せいに膝ひざをつこうとするが、手でそれを制して、訓練を続けるように促した。やっぱり慣れんなあ、こういうの。

「おう、大将。どうしたい？」

　模擬剣を肩に担ぎながら山県のおっさんが声をかけてくる。相変わらず口が悪いなあ。

「ちょっと国内を視察中。訓練の方はどう？」

「まあ、ぼちぼちだな。集団での戦いはまだまだだが、個人個人ではそこそこになってきてるんじゃねえか。町で暴れるようなそこらのチンピラには負けんだろ」

　ブリュンヒルド公国はレグルス帝国とベルファスト王国に完全に挟まれているため、基本的にその二国以外に直接侵略されるということはない。

　ベルファストからはユミナ、レグルスからはルーを婚約者として受け入れた以上、二国は同盟国である。侵略されるということはまずないが、だからといって自衛手段を放ほう棄きするのは愚ぐの骨頂だと思う。

　弱い騎士団など役に立つとは思えない。それは集団戦においてもだ。なにか考える必要があるな。

　ベルファストのレオン将軍がこの前、合同訓練をしないかと言っていたが、前向きに検討してみよう。

「馬ば場ばの爺じいさんは？」

「馬場殿なら何人かの共を連れて山に入ったぜ。なんでも大きい猪いのししが町の近くで目もく撃げきされたとかでな」

「危ないから狩かりに行こうって？」

「いや、旨うまそうだから狩りに行こうって」

　なんだそりゃ。自由すぎるなあ。

　一応、ブリュンヒルド騎士団と言うのは、その全てが僕のポケットマネーで賄まかなっている、いわば私物の騎士団である。

　国王個人の騎士団であるため、命令系統のトップはもちろん僕だ。

　その下に騎士団長であるレインさん、副団長であるノルンさんとニコラさんがいて、さらに守衛部隊の隊長であるレベッカさん、警邏部隊の隊長であるローガンさんがその下にいる。

　諜報部隊と開拓部隊は僕直属で、それぞれ椿つばきさんと内藤のおっさんが率いているわけだ。

　問題は山県のおっさんと馬場の爺さんの立ち位置で、肩書きは一応、騎士団顧問となっているが、レインさんたち騎士団長、副団長の訓練指導もしている。

　つまり団長よりも発言権がある、変な御意見番的な立ち位置なのだ。

「まあ、危険が排除されるにこしたことはないからいいけど」

「この辺りにはあまり魔獣がいないからな。逆に猪や熊くま、狼おおかみとかが多い気もする。魔獣よりかは遥はるかにマシだが、たまに間引かないと危険かもしれん」

　山県のおっさんが北の方にある山を見み据すえてそう語るが、スゥを背中に乗せていた琥珀が僕に念話を飛ばしてくる。

《ご安心を、主。我らがいる限り、町まで入り込む輩やからはおりませぬ》

　だよな。琥珀に珊さん瑚ごと黒こく曜よう、紅こう玉ぎよくと、神獣が四匹ひきもいる土地に、魔獣ならともかく普通の獣がやってくるはずがない。

　町中は琥珀が支配する犬や猫、ネズミといった動物が耳となり、他の国内は紅玉が支配する小鳥たちが目となって、なにか問題はないか監かん視ししているのだ。

　ちなみにブリュンヒルドには海がないので、珊瑚と黒曜はあまりそっち方面での活躍はない。今は記き憶おく喪失の桜さくらに付き従うようにさせているが。

「訓練が終わったら馬場殿の狩ってきた猪で猪鍋なべといきたいね。一緒にどうだい大将」

「いや、僕はいいや。みんなで楽しんでよ」

　苦笑いを浮かべながら山県のおっさんのお誘いを断る。絶対あんたら飲むしな。酔よっ払ぱらいの相手は疲れるし。

　僕は【ストレージ】から、前に家いえ泰やすさんからもらった酒の樽たるを二つ、そして残していたブラッディクラブの蟹かに肉にくや野菜とか果物をいくつか取り出した。

「その代わりこれを置いてくからみんなに振ふる舞まってくれ。ここで宴会をしてもいいけど、ちゃんと朝には片付けてよ？」

「おお！　さすが大将、話せるぜ！　おい、みんな！　公王陛下から差し入れだ！　訓練が終わったら宴うたげだぞ！」

「「「おおおおおおっ!!」」」

「現金じゃのう」

　浮かれ立つ騎士団のみんなを見ながら、呆れたようにスゥがつぶやく。まあ、そう言うな。大人にはいろいろあるのさ。

　満面の笑えみを浮かべた騎士団の連中と別れ、僕らは最後の視察場所、城の西方面へとやってきた。

　ここはまだ開発があまりされてなく、更さら地ちというか平野がその大半を占める。その中で唯一目立つのが、この間造り上げた野球場だ。

「賑にぎわっておるのう」

　野球場の方から歓かん声せいが聞こえてきた。この野球場はお金を払って申請さえすれば誰でも使えるようになっている。値段が安いこともあり、毎日のように試合が行われていた。

　子供なんかはそこらで草野球をしたりするが、大人たちはお金を出し合ってこの野球場で試合をしたりするのだ。

　試合の邪じや魔まさえしなければ観戦するのも自由で、よく子供たちや選手の家族なんかが応おう援えんに来たりしていた。

　ちなみに同盟会議のあとの親善試合もここで行われる。

　残念ながらうちのチームはそんなに強くない。やっぱり人が少ないからか選手層の厚みがないのかねえ。

　娯楽施設として造った野球場だが、そのうち他の施設も造れたらいいな。どっちかというと子供たちに喜んでもらいたいから、アスレチック的なものがいいかもしれない。

　遊びながら身体を鍛きたえることができれば言うことはないだろ。いくつかコース分けすれば騎士団の訓練にも使えるかもな。

　球場の観客席に向かうと、赤いユニフォームと白いユニフォームのチームが試合をしていた。観客席ではけっこうな人たちが応援していて、ポップコーンや飲み物を売っている者もいる。

「冬夜、ポップコーン……」

「まだ食うの……？」

　さっきお昼食べたばかりだろ。別にいいけどさ。

　キャラメル味のポップコーンを琥珀と頬ほお張ばりながら、スゥと試合を観戦する。なかなか実力の伯はく仲ちゆうした見どころのある試合だった。

「冬夜はやっぱりすごいのう」

「なにが？」

　野球場から城への帰り道、手をつないだスゥがそんなことをつぶやく。

「この町のみんなが笑顔で暮らしておる。楽しそうで幸せそうじゃ。よい王様じゃ」

「そうかな？　自信はないけど」

　町の人たちが喜び、笑顔でいるのを見るのは単純に嬉うれしい。いつの間にか、この国に暮らす人たちが幸せであってほしいと思う自分がいる。

　最初は自分の身内だけの、名ばかりの国でも構わないと思っていたのにな。

　子供たちがブリュンヒルドで生まれ育ち、それが誇ほこりになるような、そんな国になればいいと思ってしまう。

「安心せい。わらわたちがついておるではないか。なにを不安になることがある。冬夜はどんと構えて、やりたいことをやればいいのじゃ。なにがあってもわらわたちは冬夜の味方じゃ。ゆめゆめ忘れるでないぞ」

「はは、そりゃ心強いね。無敵じゃないか、僕は」

　嬉しいことを言ってくれる。この子の言う通り、みんながいてくれればなんでもできるような気がしてくるな。

　ブリュンヒルド公国というこの国を、さらによりよい国にするためにもっと頑張らなければ。

　城門の警備をしている騎士団員に門を開けてもらう。

「ただいま」

「ただいまじゃ！」

　城へ帰った僕らをユミナやルー、エルゼにリンゼ、八重たちが出で迎むかえてくれた。

　ブリュンヒルド公国。ここが僕らの帰る場所である。
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あとがき。







　六回目のこんにちは。冬原パトラです。

「異世界はスマートフォンとともに。」第六巻をお届けいたします。

　お楽しみいただけたでしょうか。







　この六巻でやっとフレームギアがその姿を現しました。『イセスマ』を書籍化した時の目標の一つがこのフレームギアの登場でしたので、野望の一つが叶いました。これもひとえに皆様のお陰でございます。

　次の野望は「冬夜くんの専用機登場」でしょうか。これからも応援よろしくお願いいたします。







　この作品には当然と言いますか、いろんな敵役、悪役が出てきます。もちろん、話を盛り上げるためにいろんなタイプの悪人を考えるわけですが、今巻で登場したザブンは連載中の『イセスマ』の中でも、自分ではかなり嫌なキャラだと思っています。

　自分のことしか考えないワガママで、すぐに人のせいにし、弱い者を虐げる。読者の方がザブンを「こいつムカつくわぁ……」と思ってくれたのなら自分的には大成功なのですが。

　悪役を書くのはけっこう苦手でして、どうしても小物くさいキャラになってしまいます。

　ピカレスク的な、悪の美学を持つような大物キャラにならないんですよね。書いても途中でおちゃらけてしまうというか。魅力的な悪役を書けるようにこれからも精進いたします。







　さて、リアルでは夏到来ですが、みなさんいかがお過ごしでしょうか。

　自分は夏が苦手です。本当に苦手です。

　冬夜くんや自分のペンネームに「冬」と付くのは、その気持ちの現れだと思います。

　体調を崩しやすく、毎年風邪をひきまくります。いわゆる夏風邪ですが、すでに今年もやられました。熱が長く続き、咳が止まらず、四日ほど苦しみました。

　毎年のことながら嫌になります。

「夏風邪は馬鹿がひく」とかいう言葉がありますが、あれって「暑い日が続く夏なのに風邪をひくのは馬鹿」という意味ではないんですよね。

「馬鹿はニブいから、冬にひいた風邪を夏になってやっと気付く」って意味なんだとか。

　うん、夏にひきまくっても馬鹿じゃないよ。……たぶん。

　やっぱり、冬の方が自分は調子がいいです。もともと北国に住んでいるからかもしれませんが。







　それでは今回も謝辞を。

　イラストの兎塚エイジ様。初登場のキャラクターが多かった今巻も素晴らしいイラストをありがとうございました。

　そしてカッコいいフレームギアをデザインして下さった小笠原智史様。この後、いろんなタイプのフレームギアが出てきますが、これからもよろしくお願いいたします。

　担当のＫ様、いつもありがとうございます。自分のように夏風邪をひかないようにご注意を。

　ホビージャパン編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、いつもありがとうございます。

　そして「小説家になろう」と本書、読んで下さる全ての読者の方々に感謝の念を。
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